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　夜明け前のまだ仄ほの暗ぐらい高原に、白い朝あさ靄もやがゆっくりと流れていく。

　太陽はもうすぐ、大陸最さい高こう峰ほうである聖せい山ざんパンディアの陰からその姿を現すだろう。

　学生寮りようの窓を大きく開き、リトは清すが々すがしい朝の空気を胸いっぱいに吸い込んだ。風はひんやりと澄すんで、秋が近いことを感じさせる。

　朝靄が途切れると素そ朴ぼくな木造の家々が現れ、リトは故こ国こくでは見られない幻げん想そう的てきな光景にわくわくと胸を高鳴らせた。

　半年前ここへ来たときは「山や羊ぎ以外何もいない！」「自然の牢ろう獄ごくだ！」などと嘆なげいた景色が、今では素晴らしく美しく見える。

（やっと朝だ。今日もエリル先せん輩ぱいに会えるんだ……！）

　隣に立つこともできるし、堂々と挨あい拶さつして話をすることもできる。陰から見守ることしかできなかった一カ月前と比べれば驚きよう異い的てきな進歩だ。

　本当に、こんな日が来るとは思わなかった。

　今日もエリルの瞳ひとみの色のように、素晴らしい秋晴れになるだろう。黄金の光が射しはじめた聖地パンディアを眺め、リトはうずうずしながら想い人の笑顔を思い浮かべた。

　早くエリルに会いたい。早く一日が始まってほしい。

（早く会いたいな。早く早く早く早く早く）

　朝は女子寮まで迎えに行って、三年生の学舎まで送って、先輩が訓練場に移動の時は中央棟の前を通るから会いに行こう。お昼も一緒に食べたいし、授業が終われば寮まで送りたい。とにかく会いたい。顔が見たいし声が聞きたいし側にいたい。

「あああああああっもう!!」

　早く早く！　と気持ちばかりが先走って、リトはたまらず窓枠を乗り越えるかのように両手をかけた。雄ゆう大だいな景色に向かって盛大に息を吸い込み────

「エリルせんぱあああぁぁぁぁぁ────ああああぁぁいい──────っ！」

　思いの丈たけを全部込めて力の限り叫べば、とたんにリトの部屋の上下左右でバタンバタンッと窓の開く音がした。

「うるせええぇぇ──────────っっ！」

　リトの頭上へ寝起きと見える上級生が身を乗り出して拳こぶしを振り回し、その声を皮切りに次々と叫びが上がる。

「朝っぱらからうるせぇぞ、クローウェル！」「何時だと思ってる!?」「毎朝毎朝いい加か減げんにしろっ！」「あれ、もう六時？」「相変わらずクローウェル時じ報ほうは正確だなぁ」

　男子寮のあちこちから聞こえる怒ど鳴なり声ごえや感かん嘆たんの声にリトは逐ちく一いち「おはようございます、先輩！」「すみません、好きすぎてつい叫んでしまいました！」「はいっ、六時です！　朝食は七時ですから二度寝に気をつけてください！」と元気よく返す。

　このパンディア国立連れん術じゆつ士し学園に入学してしばらくは周りと距離を置き、「氷こおりの王おう子じ様さま」などと呼ばれていたリトだが、連れん禱とうできないことを打ち明け、なおかつそれが受け入れられて以来環境はがらりと変わった。

　リトも本来持っていた素直な性格どおり、変に壁を作ったりピリピリすることなく素のままで生活している。

（楽だなー！）

　誰に敵てき意いを向けることなく、自由にのびのびといられることがこんなに嬉うれしいとは。

「おい……ッ……」

　背後から地を這はうような声が聞こえ、伸びをしていたリトはびくっと振り返った。

　案あんの定じよう、安眠を妨ぼう害がいされた同室の友人ユークリッド・キアンが、ベッドに転がったまま凄すさまじい目でリトを睨にらみつけている。

「貴様……！　今日という今日は…………ッ」

「ご、ごめんユーク！　手紙取りに行ってきます！」

　寝起きの彼に逆らってはいけない。

　同室の友人は朝が弱く、起きた直後は鬼おにのように機き嫌げんが悪い。口も悪い。しかも本人は朝のことなど何も覚えていないので訴うつたえも無視される。

　逃げるに限るのでリトは慌あわてて部屋を飛び出し、男子寮の一階まで石階段を駆け下りた。

　寮りよう監かんの教師が詰める管理室に入り、元気よく挨拶する。

「おはようございます！　一年のクローウェルとキアンです！」

「おはよう、今日も元気だねぇ」

　年配の教師は〝明るいリト〟という、入学当時を知る者からすれば信じられない変化にもようやく慣れたらしい。にこにこと、リトとユーク宛あての手紙や学園からの配布物を渡してくれる。

　礼を言って管理室を後にし、道すがら書類を確認していたリトは真っ白な封筒を見つけ抜き取った。

（手紙だ。ユークのお姉さんかな？）

　ユークが故国の姉と頻ひん繁ぱんに手紙のやりとりをしていることは知っている。

　いつもはもっと女性らしい装そう飾しよくの封筒で来るのだが、今日はやけに素そっ気けない。何げなく国境印に目を落としたリトはぴたりと足を止めた。

　国境を通る際に打たれる刻印はユークの故こ郷きよう、アントワルドのものではない。リトの実家があるオルティスだ。

「………………」

　なんとなく嫌いやな予感がして差出人の欄らんを見たリトの目に、怖ろしいほど美しく雄大、かつ整った署名が映る。

　差出人の居住地はオルティス王国首しゆ都と、王城内の軍部。

　そこに記しるされた名は──────。




〝リカルド・クローウェル〟




「…………に、兄さん……？」

　青くなったリトの手から力が抜け、白い封筒がはらりと地に滑すべり落ちた。
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　壁に掛けられた大きな姿見の前に立ち、エリル・レヴィスはいつもどおり淡あわい金色の髪を二つに分けて結った。

（さあ、今日もしっかりするのよエリル）

　襟えり元もとのリボンを丁てい寧ねいに結び、大きく深呼吸する。

　十八歳にしては幼おさない、愛らしい顔立ちを印象付けるのは綺き麗れいな青空色の瞳ひとみだ。

　ぱっちりと大きく澄すんで、彼女に好意を寄せてくれる後こう輩はいの少年からは「先せん輩ぱいの中で一番好きなところ」と絶ぜつ賛さんされている。同年代の女性と比べれば低い身長に「抱きしめたくなる」ような華きや奢しやな身体からだ、それなのに「目が行ってしまって……！」困るらしい豊かな胸。「俺にとっては完かん璧ぺき」な外見だけでなく「ずっと聞いていたい」ほど愛らしい声と話しぶり、「眩まぶしい」笑顔と「簡単にドキドキさせられてしまう」日々の何げない仕草、「期待してしまう」からもう少しきつくしてほしいと言われる優しい性格、等々。

（ええぃっ、結局どこが一番なの!?　……じゃなくてっ!!）

　違う、そんなことではないのだ。

　聖地パンディアにおいて、知らぬ者はいない落ちこぼれであるエリルと、同じく知らぬ者はいない天才少年リト・クローウェルが異い種しゆの魔物を倒して約一カ月。

　リトの衝しよう撃げきの告白による混乱もひとまず落ち着き、学園は再び平へい穏おんを取り戻していた。

　このパンディア国立連れん術じゆつ士し学園に集められた子供達は皆、不ふ可か視しの精せい霊れいと心を通わせられる〈精せい霊れい術じゆつ士し〉だ。

　彼らは地・水・火・風の精霊達に〝祝しゆく詩し〟を捧ささげ、その力を借りることで人を喰くらう魔物と戦うことができる。さらに特定の祝詩を二人で交互に詠よむ──〝連れん禱とう〟することによって、その力を倍以上に高めることができるのだ。

　基き礎そ科か三年、専せん攻こう科か二年の学園生活を経へて目指すものは、連禱によって大陸五大国の人民を守る〈連術士〉である。

　精霊術士として力を与えられたなら、必ずできるはずの連禱。

　それが誰ともできなかったのがエリルであり、学園始まって以来の天才と呼ばれたリトだった。

　精霊術士として異例の二人はお互いとなら連禱できると知り、パンディアを守り続けた結界を突とつ破ぱした、〝異種〟と呼ばれる新種の魔物を倒したのだ。

　その一件がきっかけでリトは全校生徒に連禱ができないという真実を告白し、現在のところ生徒達の反応は二つに分かれている。

　一方が、リト・クローウェルはずっと皆を騙だまし、実は連禱もできない劣れつ等とう生せいだったのだと怒いかり蔑さげすむ。

　その反対が、天才で近寄りがたい雲の上の完かん璧ぺき少年だと思っていたのに、そうではなかったことで親近感を抱いだく、だった。

　生徒達の態度はこのどちらかに分かれ、圧あつ倒とう的てきに多い反応は後者である。

（そりゃそうよね。クローウェル君は連禱できなくても誰も馬ば鹿かにできないもの）

　なぜなら、リトの単たん独どく詠えい唱しようは連禱しなくても魔物を倒せるほど強いからだ。

　簡単に使えるわけではなく、もちろん上位の祝詩を使えば著いちじるしく体力を殺そがれる。だがこれは「連禱でしか魔物を倒せない」という概がい念ねんを打ち破る凄すさまじいことであり、地水火風いずれの力も弱いエリルとはわけが違う。

　ちなみに、落ちこぼれのエリルに対する評価はあまり変わっていない。リトと連禱できたとはいえエリル自身に変化はなく、四属性で出せる力は相変わらず指先に炎ほのお、雨粒並みの滴しずく、服の裾すそを揺らす風、ミミズの出そうな穴だけだからだ。

　なので精霊術に関しては今までどおりで、困ったことは何も起きていない。

　──本当に困ったことは、日常生活で起こっている。

　秘密を抱かかえて入学したリトにとって、連禱できないことを隠さず、何を言われてもへこたれないエリルは憧あこがれの存在だったらしい。

　思いがけない縁えんで仲良くなり、尊敬の気持ちがそのまま恋になってしまった。

　さらに「エリルに自分を好きになってもらいたい」と宣言し、それを成じよう就じゆすべく行動に移している真っ最中なのだ。

　当然、予想はしていた。

　リトは黙ってたたずんでいる姿からは想像もつかないほど、明るく素直で元気が良い。

　きっと恋愛でも体当たりでぶつかってくるだろう。裏表のない性格だから、告白してきたときのように人ひと目めも気にしないに違いない。

　好意を前面に押し出してくるはずだ、と心構えは、できて…………いた。




「エリル先せん輩ぱい、おはようございます！　教室まで送ります！」

「先輩、一緒にお昼ご飯食べませんか？」

「次の授業、訓練場で武ぶ術じゆつですよね？　先輩が中央棟の前を通るときはずっと見てました……え？　三年生の時間割？　もちろん覚えてます！」

「授業が終わったら学舎まで迎えに行っていいですか？　寮まで送ります。できるだけ長く先輩の側にいたい」

「どうして、って。先輩のことが好きだからですよ？」

　言葉だけではない。

　溢あふれる想いは全身で表現するし、あまりにも見つめられ、耐え切れなくなって注意すれば──

「すみません」




「先輩に見み惚とれてました」




「ああああああっ!!」

　うっかり思い出してしまい、エリルは悲鳴を上げて耳を塞ふさいだ。

（分かってた！　押しが強いのは分かってたけど予想をはるかに超えている！）

　全校生徒の前で告白などという派は手でなことをしでかしてくれたリトだが、やり方はどうであれ、すでに気持ちを伝え終わっているのだ。あとはまあ、寮への送り迎えぐらいは覚悟していた。それぐらいは節度を保たもちつつ相手をすれば問題ない。

　問題ない、と本気で考えていたのだが。

（まさかここまで激しいとは……！　駄だ目めよ、屈くつしては！　なんとか平常心で乗り切るのよ──！）

　押しが強いだけでなく、しゅんとしたり哀かなしんでみたり。ありとあらゆる手て管くだで同情を引いてくる。リトの性格からして計算ではないのだろうが、どうも扱あつかいが甘くなっていると言わざるをえない。最近リトに対して了りよう承しようの言葉しか与えていない気がする。

　こんなことでは駄目だし、なぜ駄目かはエリル自身が一番よく分かっている。

　エリルは空色の瞳を伏せ、うなだれた。

（恋心で一生を決めるなんて……）

　これほど不安定なものはないだろう。

　エリルが目指す職業は各国に置かれる連術士協会の一員ではなく、この聖地パンディア直属の精せい鋭えい部ぶ隊たい〈蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しや〉だ。

　リトは自分以外と連禱できないエリルのため、同じ職業を目指すと宣言してくれたのだ。

（やっぱりよくないわ。クローウェル君はいずれオルティスの連術士協会長にって言われてる人だもの。まだお家うちの人とも話し合ってないみたいだし、守護者がどういう仕事か理解してくれるときまで、先輩後輩の一線は越えないようにしないと）

　恋愛感情をいいことに、リトの選択できる未来を縛しばりつけてはいけない。

　特にリトはエリルよりも二歳年下なのだ。もう少し仕事のことや精霊術への理解を深めて、その上で進む道を選んでもらいたい。

　今彼の気持ちに応こたえたりなどすれば、リトは迷わずエリルと同じ道を選ぶだろう。

　それだけは駄目だ。

　そのためにはリトの気持ちには応えず、だが将来同じ道を選んでくれたときのことを考え嫌きらわれないよう現在の良好な関係を保ち、なおかつこれ以上好きになられないように上う手まく立ち回らねばならない。

「ああああもう……っ！　難むずかしすぎる！」

　あやうく鏡に頭ず突つきしそうになったとき、背後に黒髪の少女の姿が映った。

「なに百ひやく面めん相そうしてるのよ。そろそろ行くわよ」

　呆あきれ顔で制服の上着を羽は織おったのは、寮で同室の親友ターニア・イムセントだ。

　真まっ直すぐに伸びた癖くせのない黒髪と雪のように白い肌。形のいい唇くちびるに切れ長の黒い瞳。お伽とぎ噺ばなしのお姫様のように美しいターニアは、実際に聖地パンディアのお姫様的存在……いや、女王様的存在である。

　国こく務む大だい臣じんである〝長ちよう老ろう〟の一人、学園長パヴァル・イムセントの孫だが、その性格はとにかく攻こう撃げき的てき。お嬢様育ちのくせに口調は砕くだけており、手が出るのも早いし逆らう者には容よう赦しやがない。非常に気き難むずかしく、仲良くなるのが困こん難なんな少女なのだ。

（……っていうのは表向きなんだけどね）

　乱暴な行動は彼女なりの理由があるし、キツイ口調も奥にある真意を読み取れば気にならない。実際に親しくなってみれば、ターニアは優しく情に厚い少女だった。

　艶つややかな黒髪を払い、ターニアは首だけでエリルを振り返る。

「そんなに気合入れて行かないといけないなら、駄だ犬けんはあたしが追っ払ぱらうわよ？　どうせ今日も寮の前で待ってるでしょうし」

「ふふっ、ターニアってなんだかんだでクローウェル君のこと」

「何？　なんか言った？」

「な、なんでもありません……」

　ターニアの笑顔が凄すご味みを増したのでエリルはうにゃむにゃとごまかした。

　だが言いたいことは伝わったらしい。むくれた様子で先を行くターニアを追いかけ、エリルはこっそりと笑った。

（なんだかんだでクローウェル君のこと気に入ってるのよね）

　リトが本当にエリルにとって邪じや魔まであれば、ターニアは確認を取ることなく排はい除じよする。

　それぐらいはやってのける性格だし、それほどに親友であるエリルを愛してくれているからだ。エリルがリトを嫌っていないこと、リトがエリルを大事に想い、絶対に傷つけたりしないことをターニアはちゃんと理解している。

　一歳年下のくせに心配性で過か保ほ護ごな親友を追って、エリルは古い城じよう塞さい造づくりの女子寮を出た。

　大きな格こう子し門もんを潜くぐれば、目の前に見えるのは緑の絹きぬを広げたような大高原だ。

　聖せい山ざんを背にした台地に造られた学園は見晴らしがよく、聖地パンディアの小さな村が一望できる。

　エリル達が暮らす女子寮の西隣に男子寮があり、東とう翼よく、中央棟、西せい翼よくの三つの学舎、計五つの城が聖山の麓ふもとを取り囲むように半円を描いて建っている。扇おうぎ状じようの台地は上下二段に分かれ、学園より上の台地に建つのが主しゆ塔とうを持つ建物──、パンディアの官かん人じん達が集まる〈精せい霊れい庁ちよう〉だ。

　精霊庁も灰色の古い城で、主塔の鐘かねは日々の生活だけでなく、学園の授業時間を知らせるためにも鳴らされていた。

　女子寮は一番東にあるため、しばらくの間石いし畳だたみの歩道は女性ばかりになる。

　そんな中、通り過ぎる女子達から次々と挨あい拶さつをされ、声をかけられている男子生徒が二人、憩いこいの場として造られた四あず阿まやの側に立っていた。

　一人は肩につくほどの茶色い髪を無む造ぞう作さに一つに結んだ、背の高い青年だ。制服の襟えり元もとを開いた楽な着こなしだが、薄い縁の眼鏡めがねや柔にゆう和わな雰ふん囲い気きが彼を知ち的てきに見せている。

　青年は一年生のユークリッド・キアンで、リトの唯ゆい一いつの友人だった。

　そして、その隣。

　高原と四阿を背景に立てば額がく縁ぶちに入りそうなほど絵になる少年の姿に、エリルは無意識に足を止めた。

　黒い制服に包まれた、十六歳とは思えない均きん整せいの取れた身体と深い海のような紺こん碧ぺきの瞳。

　襟足や額にかかる髪は漆しつ黒こくで、顔立ちは整っているが決して繊せん細さいな美少年ではなく、大人びた男性らしさを感じさせる。

　それなのに笑顔は無む邪じや気きで可か愛わいらしい。パンディア国立連術士学園始まって以来の天才と絶ぜつ賛さんされた、一年生のリト・クローウェルだった。

　見る者を振り返らせ、足を止めさせてしまうリトの魅み力りよくは、ここ一カ月ほど近くで接してきたエリルも身をもって知っている。

　自然と見惚れてしまっていた自分に気づき、深呼吸していつもの言葉を言い聞かせた。

（──大丈夫。さあ、今日も負けないで）

　何も考えてはいけない。

　考えれば考えるほど引きずられ、心が傾いてしまうのは目に見えている。ただ側にいるだけにとどめるのだ。

　心中で活かつを入れ、エリルは笑顔で近づいた。

「おはよう、クローウェル君、キアン君」

　すっかり待ち合わせ場所として定着した四阿で、ユークがにこりと眼鏡の奥の茶色い瞳を和なごませる。

「おはようございます、エリル先輩、ターニア先輩。毎日毎日来てしまってすみません」

「ほんと邪じや魔まだわ。あたしとエリルの時間を邪魔しないでちょうだい」

「いやいや、あんたも来なさいって言ったのはターニア先輩でしょうが」

「あんたがいないと誰が駄犬の面めん倒どうみるのよ。当然でしょ？」

「リトごと来るなってことですか。そりゃ難しいことを」

　なんだかんだで会話が続く二人に反して、リトは珍しく口をつぐんだままだ。

　いつもなら先せん陣じん切ってエリルに挨拶をするのに、今日はなぜか表情が薄暗く、常にない深しん刻こくな雰囲気が漂ただよっている。

　さぞかし元気いっぱいで来るだろうとかまえていたエリルは、心配になってリトの顔を覗のぞき込んだ。

「どうしたの、クローウェル君？　具合でも悪い？　何かあったの？」

「!?　な、なんでもないです、本当に！　おはようございます、エリル先輩！」

「………………」

　急に我に返って挨拶してくれたが、やはりおかしい。

　いつもなら挨拶の後は「今日も可愛いですね」だの「好きです」だの続くのだが…………いや、言われないのが寂さびしいとかそういうわけではない。断だんじてない。

　挙きよ動どう不ふ審しんさを見かねたのか、ユークがリトを指差した。

「今朝、オルティスにいる兄貴から手紙が届いたんですよ。精霊祭に合わせてパンディアに来るって。こいつ連禱できないって家に手紙を出したから」

　リトはうっ！　と言葉に詰まり、皆の視線に押されるように歩きながら事情を話しだした。

「えーと……、どうせ精霊庁から連絡が行くだろうし、その前に自分で言っておいた方がいいと思って……。連禱できないことと、蒼穹の守護者を目指すからオルティスには帰らないって書いた手紙を送ったんです。そしたら兄さ──、兄がパンディアに来るって言いだして」

「あー……」

　エリルは思わず声をもらし、ターニアが呆れたように脱だつ力りよくした。

「そんなもの来るに決まってんじゃないの。あんたまさか手紙で済まそうと思ってたんじゃないでしょうね？　甘あまいわよ」

「違います、それで済まそうと思ったわけじゃなくて、早めに自分で言った方がいいと思っただけで」

「だから、送ったら来るに決まってるっつってんのよ！」

「ううっ！」

　当然の成り行きを予想できなかったリトに、ユークが助け船を出す。

「でもいいんじゃないか、直接話ができて。どうしても守護者になりたいんだって熱ねつ意いを見せれば応援してくれるかもしれないぞ？　せっかくお前が自分でやりたいことを見つけたんだから」

「ないよ。絶対応援なんてしてくれない」

　驚くほどキッパリとした否定だった。

　兄と仲が良くないのかと心配になったがそうではなく、リトはどんよりした顔でうなだれる。

「連禱できないなんて危ないって考えなんだ。大事にしてくれるのはありがたいし嬉しいけど、家族全員俺に対して過保護すぎるから……」

「お前、一人だけ年が離れた末っ子だからなぁ」

　話題の兄以外にも姉兄きようだいがいるらしい。年が離れているならさぞかし可愛がられているのだろう。

　それは心配されるに違いない、とエリルはしみじみ考えた。

（それにしても、クローウェル君が末っ子……）

「予想どおりね！　あんた絶対兄弟の一番下だと思ってたわ！」

「どういう意味ですか、ターニア先輩!?　甘ったれてるって意味ですか!?」

　……いや、決してそういう意味ではないが、ターニアと全く同感である。

　リトが泣きそうな顔をしたので、エリルは苦笑しながら間に入った。

「そうじゃないわ。クローウェル君は素直で明るいから、皆に愛されてきたんだろうなと思ったのよ。ね、ターニア？」

「あたしはぼやっとした上に馬ば鹿かで能のう天てん気きそうだから言ったんだけど？」

「ほら、ターニアもそうだって」

「えッ、違う!?　エリル先輩、俺には違うものが聞こえてるんですけど!?」

　耳で聞こえるものが全てではないのだ。

　エリルが微笑ほほえみで無理やり話を終わらせると、ユークが軽く息を吐ついた。

「まあ、どのみちこの問題からは逃げられないしな。オルティスで話し合うよりパンディアで話し合う方がましだぞ？　来てくれるって言うんだから歓かん迎げいしておけ」

「甘いわね。パンディアに来るってことは長老に直じか談だん判ぱんする気でしょ？　絶対に退学か卒業後はオルティスの連術士協会に入れって言われるわよ。どうでもいいけどエリルに迷めい惑わくはかからないようにしてちょうだい。巻き込まれたら面倒だわ」

「待って、ターニア。むしろ巻き込んだのは私の方よ」

　これはエリルに無関係な話ではない。

　リトが秘密を打ち明けるに至いたったのはエリルがいたからであり、本当ならもう少し時間をかけて説明することもできたはずだ。リトの家族にとっては突然すぎる宣告だっただろう。

「違います、エリル先輩は関係なくて……！」

　否定しようとしたリトを制し、エリルは柔らかく問いかけた。

「お兄さんはどんな人なの？」

　突然の質問にリトはえっと目を瞬またたかせたが、特に悩む様子もなく即そく答とうする。

「えっと、すごく厳しくて、でも優しい人です。頑がん固こだけど筋すじが通ってるし、とにかく強くて賢かしこくて頼りになるし。仲が良いというよりは、俺が一方的に可愛がられてるって感じなんですけど」

　確かに、気安さよりは尊敬の念が強い印象だ。

　だがリトが兄を信頼していることが分かり、ならば大丈夫だろうとエリルは言い聞かせた。

「精霊祭に来てくださるならちょうどいい機会だと思うわ。お兄さんの話もよく聞いて考えてね。クローウェル君の気持ちはとってもありがたいけど、私ありきじゃなくて蒼穹の守護者を目指す理由を考えてほしいの」

「先輩ありきじゃ駄目なんですか？」

　心底驚いたように言われ、エリルの方が返答に詰まってしまった。

（駄目なんですか、って……）

　確実に駄目だろう。

　リトはどう見ても不思議そうな顔をしており、なぜ駄目なのかが本気で分かっていないようだ。

　純じゆん真しんというか世間知らずすぎるリトに困こん惑わくし、エリルはうなずいて繰り返した。

「ええ、よくないの。蒼穹の守護者は危険な任にん務むが多いし、連術士協会みたいにすぐ誰かが助けに来てくれるわけじゃない。一生のことだから、選択に後こう悔かいしないためにもお兄さんとよく話し合ってみて」

　想われているエリルにすら、リトの気持ちが先走りすぎていることが分かる。信頼している兄が諭さとしてくれれば、リトも必ず落ち着いてくれるだろう。

　いまいち納なつ得とくしていない様子のリトだったが、反論はしなかった。素直に「はい」とうなずき、エリルのために中央棟の扉を開けてくれる。

　安あん堵どし、エリルが学舎に足を踏み入れた瞬間────。

　ざっ、と音が聞こえるほどの勢いきおいで、掲示板の前に集まっていた生徒達が一いつ斉せいにエリルを振り返った。

　中央棟の入り口付近には学内の報しらせを貼はり出す掲示板がある。主おもに学園行事や休きゆう講こう、自習についての連絡であり、登校してきた生徒達は必ず目を通すことになっているのだ。

　報せを読んでも誰も立ち去っていないらしく、基礎科生も専攻科生も入り乱れ掲示板前はごった返している。

　その全員が、驚きの表情でエリルを振り返ったのだ。

（な、なに？）

　すぐにターニアとユークも入ってきたが、誰もエリルから視線を逸そらさない。

　非ひ難なんでも好こう奇きでもない。それは純粋な驚きよう愕がくの視線だった。

「おい、エリル」

　どうすることもできず立ち尽くしたエリルに向け、一人の男子生徒が声をかける。

　同じ基礎科の三年生で、それなりに言葉を交かわす友人だ。

　同級生は信じられないとでも言うように掲示板を指差し、声を震わせた。




「お前、精霊祭の旗き手しゆだぞ」




「…………は」

　一瞬本気で意識が飛んだエリルの前で、人ひと垣がきが左右に割れる。

　掲示板までの道が開き、貼り出された報せを視界に収めたエリルは大きく息を吞のんだ。

　真っ白な紙に、黒いインクで数行の説明と五人の名前が書かれている。

　異種が入り込んだ先月の事件によって開催が危あやぶまれていたが、精霊祭は予定どおり執とり行うこと。例年国を挙あげて三日間行われていたが、今年は一日だけに規模を縮小すること。

　そして祭りで旗手と共に行進する側そば仕づかえ、〈侍じ者しや〉を務める専攻科生四人の名と祝福が記され、最後の行には───。




　旗手　　基礎科三年　エリル・レヴィス　　祝福　無




　今年の精霊祭の主役として、見間違いようもなくはっきりとエリルの名が記されていた。
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　精せい霊れい祭さい。

　パンディア国立連れん術じゆつ士し学園において最も重要な式典であり、学園のみならず政治の要かなめである精霊庁や村をも挙あげて行われる大規模な秋の祭りだ。

　初代のパンディア国王が聖せい山ざんに入ったと云いわれる天てん夜やの月の一日目から始まり、普段は静かな聖地に各国から人が集まってくる。祭りは三日間続き、その初日に行われるのが旗き手しゆの行進だった。

　学園の中から選び出された一人の生徒が国旗を持ち、聖山パンディアの頂いただきにある神しん殿でん〈蒼そう穹きゆう〉へ上がり精霊王に拝はい礼れいする。

　精霊王とはパンディア国王の通つう称しようであり、王は代替わりするときまで聖山で幽ゆう隠いんすると信じられていた。

　現在の精霊王も三百年前に入にゆう山ざんしており、死ではなく、お隠かくれになった今も聖山で生きている…………とされているのだ。

　国旗を持つ旗き手しゆは学園の代表であり、全校生徒の中から最も優秀とされる生徒が選ばれる。

　旗手に従したがい行進する侍じ者しやは専せん攻こう科か生せいのうち、地・水・火・風それぞれの祝福を受けた四人、これも旗手と同じく優秀な生徒から選ばれた。

　精霊祭には各国から王族や有力な貴族が集まり、俗ぞくな言い方をすれば自国に欲しい精せい霊れい術じゆつ士しを品定めする。

　国は優秀な人材を協会幹部候補として首都に残したり王族の護ご衛えいに当てたがるので、精霊祭の旗手を務つとめれば、ほぼ確実にそういった役に就つくことになるのだ。

　結果として、旗手となる優秀な生徒ほど魔物の討とう伐ばつから離れることになるのだが、パンディアはこの慣習を改めようとはしなかった。

（だから、もしかしたら今年から改めようという話なのかもしれない…………）

「それほど納なつ得とくいかない話でもないはずだよ」

　そう自分が選ばれた理由を分ぶん析せきしたエリルに、目の前の老ろう紳しん士しはにこやかに笑った。

　混乱したまま午前の授業を終えた昼休み。

　ここ一カ月、何かと呼び出されがちな学長室の来客用ソファに腰かけ、エリルは「はぁ」と曖あい昧まいにうなずいた。

　エリルの向かいに座るのは、がっしりとした体格に豊かな口くち髭ひげ、優しそうな茶色い瞳ひとみをした初しよ老ろうの紳士、学園長パヴァル・イムセントだ。学園の責任者であるばかりか、パンディアにいる四人の国こく務む大だい臣じん〝長ちよう老ろう〟の一人でもある。

「レヴィス君はクローウェル君と連れん禱とうして、精霊王の結界を越えるような異い種しゆを倒した。精霊祭の旗手を務つとめる資格は十分にある。私はそう思うし、他の長老方も満まん場じよう一いつ致ちだった。私としては是ぜ非ひ受けてもらいたいのだが」

　声は優しく、口調は柔やわらかい。だが。

「まあ、君が受けないと言っても長老会議で決まってしまったことなんだがね！　ハハハハ！」

「………………」

　拒きよ否ひ権けんはなかった。

　降って湧わいたような幸運なのでありがたく受け取ろうと思うが、リトは辞じ退たいできてエリルが問もん答どう無む用ようとはどういうことだと問い詰めたい。

（だいたいなんで私なのかしら）

　学園長の言った理由なら、リトも該がい当とうするはずである。

　先月、リトとエリルが倒した魔物はただの魔物ではない。

　近年になって現れた新しい性質を持つ〝異種〟だ。

　獣けものや鳥の姿を持つ従じゆう来らいの魔物と異なり、空を飛ぶ古こ代だい魚ぎよであったり、死者の肉体に寄き生せいしていたりと、自然から逸いつ脱だつした姿を持っている。総じて精霊術に強い耐たい性せいを持ち、パンディアに現れた異種は精霊王が三百年前に張った結界すらすり抜け、学園に潜ひそんでいた。

　パンディア以外では過去三度オルティス王国に出現しており、いずれも甚じん大だいな被ひ害がいをもたらしたと聞く。

　そんな異種を、エリルとリトはたった一度の連禱で消しよう滅めつさせたのだ。一体だけでなく、パンディアに襲おそいかかってきた四体全てを。

「クローウェル君とレヴィス君の力は本当に素晴らしい。特に、レヴィス君は今まで評価されず学園で不当な扱あつかいを受けたこともあるはずだ。君のことは教師達もずいぶんと気にかけていたし、これを機に素晴らしい力の持ち主であることを大陸中に知らせたいのだよ」

　……知らせてもらったところで、エリルはリト以外と連禱ができないのだが。

　学園長の熱ねつ弁べんにやや引きつつ、だが理由としてはそれなりに筋すじが通っているとも思った。

（私の『落ちこぼれ』っていう印象を払ふつ拭しよくしたいのかしら？）

　当然「連禱できない生徒がいる」よりも「連禱できる人は限られるけど、異種を倒せる精霊術士がいる」と言われた方がパンディアにとってはいいに違いない。

　エリルの内心を知ってか知らでか、学園長は満面の笑みで身を乗り出す。

「大丈夫、旗手の役なんて簡単だよ。旗を持って馬に乗って村を行進して、精霊庁に行って魔ま法ほう陣じんの中に入って蒼穹の神しん殿でんに行って、置かれている去年の旗と今年のを取り替えて戻って来るだけだ。それだけだ、何も心配することはない」

「はぁ……いえ、はい」

「ハイ？　ハイだな！　よぅし決定だ！　ターニアも喜ぶだろう！」

「……………………」

　もしや可か愛わいい孫を喜ばせるための人じん選せんではあるまいな？　と疑いをかけたくなる強引さだ。

　学園長パヴァルはパンディアの重じゆう鎮ちんだが、エリルの親友ターニアの祖そ父ふでもある。エリルはこの大人物に連禱練習を付き合ってもらったこともあり、彼がターニアを猫可愛がりしていることも知っていた。

（それでも私が旗手だなんて……。今回の精霊祭は小規模だって聞いたけど異例だわ）

　旗手の座を目指す生徒はたくさんいる。エリルが選ばれたことに納得しない者もいるだろうし、身辺には少し気をつけたほうがいいかもしれない。

（そうでなくとも旗手への嫌いやがらせは毎年ある。落ちこぼれの私ならよりひどくなると思っておかないと）

　覚悟を決めたエリルの耳に、ノックの音が聞こえた。

「学園長、連れてきました」

　涼すずやかな声が扉の外から聞こえ、長い茶色の髪を一つにまとめた美女が学長室に入ってくる。

　今年になって教師から昇しよう進しんしたばかりの若い副学長、メリン・ベネットであり、その背後から四人の青年が続いた。

　いずれも専攻科の白を基調とした制服を着ており、学園長に向かって恭うやうやしく礼をする。

（──あ！）

　とっさに立ち上がったエリルは大きく目を見開いた。

　ベネット副学長はエリルに向かい、四人の青年を指し示す。

「レヴィスさんに紹介しておくわね。この四人が今年の侍者よ。右から火の侍者を務める専攻科五年生、ブライアン・ノエル君。風の侍者、四年生の……」

　一人一人の紹介が始まったが、エリルの耳には入らなかった。

　四人の中の一人、他の三人から微び妙みように距離を置くように立っているのは、真っ赤な虹こう彩さいを持つ小柄な青年だ。

　ぼさぼさとあちこちにはねた癖くせのある長めの黒髪に、青白いと言えそうなほど透すき通る肌。赤い瞳。

　制服に着られているかのような華きや奢しやな青年は、一ひと月つきほど前、図書室でエリルに声をかけてきた上級生だった。

　目を惹ひかずにはいられない外見に反し、その面おもては生せい気きがなく表情に乏とぼしい。
















　だるそうに赤い瞳を伏せる青年に、すっと副学長の手が伸びた。

「最後に地の侍者。専攻科五年生のアスラジヤード・アドナム君ね。レヴィスさんはアドナム君と会うのは初めてなんじゃないかしら？」

「え!?　あ、は、はい」

　紹介の途中だったことを思い出し、エリルは急いで副学長に視線を戻す。

　アドナムと呼ばれた青年と会うのは初めてではなかったが、副学長はエリルの動どう揺ようには気づかず話を進めた。

「アドナム君は去年まで体調不良で休学していたのよ。一年生の初めのころは学園にいたし毎年進級試験は受けに来ていたけど、ちゃんと復学したのは最近なの。だからレヴィスさんも顔を知らないでしょう？」

　どうりで、とエリルはうなずいた。

　エリルはこの学園のほとんどの生徒と連禱練習をしたことがある。現に他の三人の侍者は顔見知りだ。

　アスラジヤード・アドナムがほぼ学園にいなかったのなら、二学年離れているエリルに見覚えがないのも当然だろう。

　まじまじと見つめていると、エリルの視線に気づいたのかアドナムがふいと目を逸そらす。

　面めん倒どうそうな仕草に、エリルは慌あわてて頭を下げた。

「よろしくお願いします」

　行進の手順や決まり事などはおいおい説明していくとのことで、顔合わせが済んだエリルは学長室を後にした。

　廊下ではターニアとユーク、リトが待っていて、エリルの姿を見つけたリトが一いち目もく散さんに駆け寄ってくる。

「エリル先せん輩ぱい！」

　目をキラキラと輝かがやかせ、さも嬉うれしそうに両手で拳こぶしを握った。

「おめでとうございます、本当に精霊祭の旗手に選ばれたんですね！」

「うん。でもクローウェル君ならともかく、どうして私なんだか……」

「俺は辞退しましたよ？　もう候こう補ほから除じよ外がいされていると思います」

　リトは笑顔で言うが、エリルはどうも腑ふに落ちない。

　リトの故こ国こくオルティスはパンディアへの寄付金が多いことで知られており、関係を保つためにも再度リトを選ぶ方が妥だ当とうだからだ。

　歯切れの悪いエリルに、ターニアがさくっと返した。

「別になんだっていいんじゃない？　選ばれたもん勝ちよ」

「まあ……、俺はエリル先輩が選ばれた理由がなんとなく分かりますけどね」

　ユークの遠えん慮りよがちな声にえっと顔を上げたとき。

「おい」

　突然背後から呼ばれ、振り返ったエリルはぎくりと硬こう直ちよくした。

　力強い腕が伸び、襟えり元もとのリボンを握りつぶすように胸ぐらを摑つかまれたからだ。

　強引に引っ張られ、たたらを踏んだエリルの眼がん前ぜんに、火の侍者ブライアン・ノエルの怒りに満ちた顔が迫せまる。

　とっさに声を上げることも忘れたが、腕は一瞬ののちに外はずされた。

「エリル先輩に何するんですか、先輩」

　リトがエリルを庇かばい、ノエルの腕を無理やり引き剝はがしたからだ。

　押し殺した声と怒りに満ちた紺こん碧ぺきの瞳に、ノエルは舌した打うちしながら細い顎あごを上げる。

　南方に多い白はつ金きんの髪と水色の瞳。瘦そう身しん長ちよう軀くで神しん経けい質しつそうな顔つきのノエルは、二年前「連禱練習お願いします」と頭を下げたエリルを嘲ちよう笑しようで追い払った同どう郷きよう──クーファ王国の上級生だ。

　ノエルは射い殺ころすような視線をリトに向ける。

「クローウェル。お前が手を回したのか？　オルティスのお偉い貴き族ぞくの息子むすこだもんな。レヴィスのためにお前が親に頼んだのか？」

「まさか、違います。旗手になったのはエリ──、レヴィス先輩自身の力です」

「レヴィスの力！」

　ノエルはおかしくて堪たまらない、というように肩を揺らせ笑う。ハッと短く息を吐き、すぐさま表情を一いつ変ぺんさせた。

「こんな人選、納得できるわけがないだろう!?」

　ノエルの後ろにいる二人の専攻科生、風と水の侍者も同じ気持ちなのか猜さい疑ぎに満ちた目でエリルを睨にらみつけている。その表情には不ふ審しんと不満、悔くやしさと屈くつ辱じよくの色が浮かんでいた。

　リトが選ばれるなら分かる。

　だが、なぜ、よりにもよってお前なのか。

　そんな無言の抗こう議ぎを感じ、エリルは逆に心が静まっていくのを感じた。

　当然だ。誰だって疑問を抱いだくに決まっている。

（私だっておかしく思うことだもの）

　睨み合ったまま動かないリトの腕に手をかけ、エリルはそっと後ろに引いた。

「クローウェル君。あなたは何も言わないで」

「エリル先輩！」

　非ひ難なんの声を上げたリトを退さがらせ、エリルはノエルに向き直った。

「ノエル先輩。あなたがずっと旗手になりたいと願っていたことは知っています。私もクーファの出身ですから」

「口を開くな。国の恥はじが」

「──。旗手がどうやって決まったかは分かりませんが、ノエル先輩には本当に申し訳ないと思います。でも私だって目指すものがある。どんな形でもいい、機会を与えられたなら摑みたいんです」

「それが不正な手しゆ段だんでもか？」

　侮ぶ蔑べつと怒りが入り交じったノエルの声に、エリルは無表情のまま静かに答えた。

「不正だとは聞いていません。なら私にとってこれは公正です」

「クローウェルがいるからに決まっている！　お前の力が何もないならこれは不正だろう……!?　お前は汚きたない！　汚い上に浅ましく狡ずる賢がしこく、醜しゆう悪あくで恥知らずだ！」

　我が慢まんの限界が来たように一歩前に出たリトを制せいし、エリルはノエルを見つめ返す。

「何を言われても、私は旗手を辞退しません」

　このパンディアに集められた子供たちは、良くも悪くも選ばれた人間なのだ。

　やりたくなくても、行きたくなくても、戦う側に選ばれる。否いや応おうなしに誇ほこりと生命の危険を与えられ、選ばれた者達の中でもまた争いがある。

　エリルのように精霊術士となれたことを喜ぶ者ばかりでなく、リトのように絶ぜつ望ぼうした者もいるだろう。

　無理やり引きずり込まれた世界で、せめて望みどおりの生き方を摑みたくて誰もが旗手を目指すのだ。

（私は力を与えられたことを喜べたし、なりたいと願って精霊術士になることができた）

　ならばどんな恨うらみを買おうとも、旗手への大だい抜ばつ擢てきは好こう機き以外のなにものでもない。

「貴様ッ……！」

　殴なぐられることぐらいは覚悟したが、ノエルは手を出さなかった。

　激げき情じように駆られ拳こぶしを上げたが振るうことはなく、苦く悶もんに歪ゆがんだ顔できつく奥歯を嚙かみしめる。歯は軋ぎしりの音が聞こえるほどだったが、ここでエリルを殴れば侍者すら降ろされるということを理解したのだろう。

　殴る仕草を見せても怯ひるまず、目も逸らさないエリルに憎ぞう悪おの視線をぶつけ、苛いら立だたしげに背を向けた。

「必ず辞退させてやるからな……！」

　捨て台詞ぜりふを吐き、背後の二人を引き連れ去っていった。

　ノエルの姿が廊下の奥に消え、エリルは場が収まったことにほっと胸を撫なで下ろした。

（よかった。大事にならなくて）

　役を降ろされたくないのはお互い様だ。

　怒りのあまり何を言えばいいのか分からない、という様子のリトの背を優しく叩き、エリルは笑顔で背後を振り返った。

「ありがとう、ターニア。大人しくしてくれ……て…………」

　後方で繰り広げられていた光景にエリルは絶ぜつ句くし、リトも怒りを忘れたように紺碧の目を丸くした。

　こんなとき絶対喧けん嘩か腰ごしで敵に向かっていくターニアが、ユークに後ろから抱きすくめられてもがいていたからだ。
















　ユークの腕はターニアの細い腰に巻きつき、右手はしっかりと口を塞ふさいでいる。完全に抱き合っている格かつ好こうだが、なぜか色気の欠片かけらもない。

　それはターニアの踵かかとがユークの足の甲こうにめり込み、自由な腕がじたばたと彼の顎あごや腹を強打していたせいだろう。ノエル達が去り、もう大丈夫だと判断したのかユークは口を塞いでいた手を離す。

「ちょっと、何すんのよこの眼鏡めがね！」

　ぷはっと息を吐いて口封じから逃のがれるなり、ターニアはもの凄すごい形ぎよう相そうでユークを睨み上げた。

「いきなり拘こう束そくすんじゃないわよっ！　あいつを逃がす気!?」

「逃がす気に決まってんでしょうが。確実に精霊術か暴ぼう言げんか手を出すつもりでしたね？」

「当たり前でしょう!?　エリルにあんなこと言うなんて許せないわ！」

「はいはい、だから押さえさせていただきましたよ」

　ターニアは腰に回った腕を外そうともがくが、意外と力があるらしいユークは呆あきれ顔のまま意いに介かいさない。だが足の甲は痛いのか、器用にターニアの踏みつけから逃げている。

　まるで踊っているかのような二人に、エリルは意外な気持ちになってしまった。

（いつの間にこんなに仲良くなったのかしら？）

　異種に襲おそわれたときも二人で来てくれたし、戦いぶりも気が合っていたように見える。

　まあ、相性は悪くなさそうだ……と吞のん気きに考えているとユークに目配せされた。

　いい加か減げんなだめてくれと訴うつたえられ、状況を察さつしたエリルはターニアに声をかける。

「ターニア、もういいのよ。怒ってくれてありがとう」

　ターニアを大人しくさせないとユークは腕を離すことができない。離した途と端たんノエルを追いかけ、背中に飛とび蹴げりぐらいはかますからだ。

「あんなのいちいち気にしてられないわ。本当に不正でない限り私は旗手をやるわよ」

　機き嫌げんを直してと手を取れば、目に見えてターニアの身体から強こわ張ばりが解とける。安全だと判断したのか、ユークがようやく腕を外した。

「ここでやり合ったらあっちの思うつぼですよ。堂々と受け流しておけばいい。対たい処しよなんかエリル先輩に任せておけばいいんです」

　ユークは面めん倒どうだから口を出さなかったわけではない。強さを認められた気がして、嬉しくなったエリルは冗じよう談だんめかして腰に手を当てた。

「そうよ。図太く泥どろ臭くさいのが私なんだから。あれぐらいは慣れてるから気にしないで？」

　あの程度ならユークの言うとおり受け流せばいい。不正はないとエリルは信じているし、調べられて困るようなことはしていないはずだ。

「エリル……！　あいつには何もさせないわ。あんたはあたしが守るんだから」

「ありがと、ターニア」

　相変わらず過保護な友人を抱きしめ話を終わらせようとしたが、地の底から響くような声がそれを止めた。

「俺は嫌です。許せない」

　当事者以上の怒りを見せるリトに、エリルは困ったように微笑ほほえんだ。

「ノエル先輩はあなたと同じなのよ。あなたがオルティス王国に期待されたように、ノエル先輩はクーファ王国の威い信しんをかけて送り出されてきた。いろんなものを背せ負おって、先輩自身も努力して、十分力もあるのに旗手には選ばれなかったの」

　運がなかったと言うべきなのかもしれない。ここ数年実力者が多く現れ、彼は陰に隠れるしかなかった。最上級生となり、優先的に選ばれるはずだった今年にはリトがいた。

　そのリトが辞退し、今度こそと強い期待を寄せたはずだ。

「クーファは他の国に比べて小さいし、精霊術士も少ないの。大陸間の大きな問題から除のけ者ものにされてる……って言ったらおかしいけど、あんまり関わらせてもらえない。おまけに私みたいな連禱できない精霊術士なんていたし」

　クーファにとって、ノエルは大きな希望だったのだ。

　重い期待を背負わされる苦悩は理解できるのか、さすがのリトも押し黙る。

　エリルはリトだけではなく、ユークとターニアに向けても念を押した。

「だから、学園長には何も言わないで。大丈夫よ、私は旗手の座を譲ゆずるつもりはないから」

「それでいいんだ？」

　生せい気きのない声が背後から聞こえ、エリルはぎょっとして振り返った。

　何かを言おうとしたターニアやユーク、リトも驚いて動きを止める。

　四人の背後にいつの間にか、ひっそりと一人の青年が立っていたのだ。

　相変わらず気配を感じない。赤い虹彩が見事な上級生の姿に、名前は……と考えたエリルはささやいた。

「アドナム先輩……？」

「アスラでいい。国の名前は嫌いだから」

（国の名前……？）

　目を瞬またたいたエリルに、アスラジヤード・アドナムは興味なさそうに細い肩をすくめる。

「僕は知らない」

「え？　あ、は、はい？」

　話の主語が全く摑めないまま、アスラはさっさと歩を進め去って行ってしまった。

　決して早足ではないのに追う気も呼び止める気も起きなくて、エリルは困惑して細い背中を見送る。

「知らないって……」

「何が起こっても、僕には関係ないっていう意味なのよ」

　優しい声が聞こえ、見ればちょうど学長室から副学長が出てきたところだった。

「ごめんなさいね、言葉足らずで。アドナム君は人と話すのが苦手だから」

　執とり成なすように微び笑しようし、綺き麗れいな眉まゆを下げた副学長に反応したのはユークだ。

「アドナム？　あの先輩はアドナムなんですか？」

　信じられない、と言うようなユークの表情に副学長も厳おごそかにうなずく。

「そうよ。アスラジヤード・アドナム君。アドナ王国の三番目の王子様」

「アスラジヤード……！」

　エリルはアスラが王子だったことに驚いたが、ユークは違うらしい。アスラの名前に衝しよう撃げきを受けたように息を吞のむ。

〝アドナム〟がアドナ王家に関連した姓せいだということは察せられるが、名については分からない。

　ユークと副学長は二人にしか通じない会話を目で交かわし、それがいけないことであるかのようにさっと自然体に戻った。

「私はアドナの出身だし、去年まで専攻科を受け持っていたからアドナム君の担当もしていたのよ。長期休きゆう暇かのときは王城まで勉強や精霊術を教えに行っていたわ」

　王子であっても、精霊術士として目覚めたならば『全てを捨てて』パンディアに来ないといけない。

　だがそれがほぼ建たて前まえであることは誰もが知っている。

　国こく籍せきをパンディアに移し学園に入学することは絶対の掟おきてだが、その扱いにはやはり差がある。アスラも王子でなければ、ほとんど学園に来ず進級するなどできなかったはずだ。

　副学長は少し気がかりそうにエリルを見下ろし、声をひそめた。

「旗手の人選は長老様方の決定だから、私達教師は何も知らされていないのよ。こうなった心当たりはある？　やっぱりクローウェル君と連禱したことが理由なのかしら」

「たぶんそうではないかと思います。私にも分からないんですが」

「そう……。アドナム君以外の侍者には私達教師も注意しておくわ。だからレヴィスさん、不安だと思うけど辞退するとか言わないでね」

「言いません」

　エリルはキッパリと言い切った。

　副学長が心配してくれるのももっともだが、これは蒼穹の守護者を目指すエリルにとって願ってもない機会だ。

　エリルは鼓こ動どうを鎮しずめ、決意を新たにした。

（守護者を目指すって決めたのよ。ここで逃げてどうするの）

　ただでさえ一番遠い場所にいるのだから、多少危険があろうとも与えられた幸運は摑んでいかないといけない。

　副学長は頼もしそうにうなずき、明るく口調を変えた。

「さっき確認し忘れたけど、あなたはクーファの首都出身だったわよね？　じゃあ衣い装しようはそれで用意するから」

（あ）

　エリルはとっさに口を開きかけたが、副学長はすでに背を向けた後だった。

　呼び止めればよかったのに、一瞬の迷いがエリルの動きを妨さまたげてしまった。

　精霊祭の旗手に選ばれた者は、その出身地の衣装を身に着けるのがしきたりだ。

　旗手は国の誉ほまれであり、祭りを見に来る人々も同どう郷きようの旗手が登場すれば非常に喜んでくれる。

（クーファの首都のもの……）

「行くわよ、エリル」

「あ、う、うん」

　歩きだしたターニアに呼ばれ、エリルもたどたどしく顔を上げる。

　考え、歩みが遅れがちになるエリルの前で、ターニアは階段を下りながらぱしりと拳を掌てのひらに打ちつけた。

「とにかく、あの火の侍者は要注意ね。何かしてきたらその時点で役から引きずり降ろしてやるわ」

「何もしなくても降ろしたいです。エリル先輩が庇かばう価値もないし」

「気が合うじゃないの、駄だ犬けん」

「駄犬じゃなくてリトですっ！　とにかく俺もエリル先輩を守ります！」

「あんたはいいわよ。邪じや魔ま」

「いやです、俺も先輩の側にいたいです！」

「邪魔よね、エリル？」

「……うん……」

　誘ゆう導どうされてついうなずいてしまったが、上うわの空そらのエリルにターニアとリト、ユークが足を止めて覗のぞき込んでくる。

（クーファの首都の衣装──……）

　一生に一度。二度とは任命されない式典に、生まれ故こ郷きようではない首都の衣装で出る。

　うつむいていたエリルは考えた末、勢いよく顔を上げた。

（やっぱり──！）

「ごめんなさい、ちょっとここで待ってて！」

　ターニアたちに言い置き、身を翻ひるがえした。

（やっぱり後こう悔かいしたくない！）

　今を逃のがせばもう間に合わないかもしれない。

　歩ほ廊ろうを戻り、階段を駆け上がって二階の学長室まで急いで取って返す。

　肩で息をし、大きな木の扉をノックしてみたが中から返事はなかった。

　どうしようか迷ったが、早くしないと昼の休きゆう憩けいが終わってしまう。エリルは意を決して扉を開いてみた。

　広い室内には学園長も副学長もおらず、代わりに一人の若い男性教師が立っている。

「ロッシ先生……？」

　思いがけず学長室にいたのは、先ほどまでは姿のなかった一年生の実じつ技ぎ指し導どう長ちよう官かんアラン・ロッシだった。

　うなじにかかるほどの赤あか錆さび色いろの髪に、鋭するどく切れ上がった同色の目。長身で、程よく引きしまった肩にかかるケープは黒──風の祝福を示している。

「どうかしたのか、レヴィス」

　鋭い瞳で生徒からは怖いと誤解されがちだが、何度もエリルの連禱練習に付き合ってくれた優しい教員だ。

　棚にあった冊さつ子しを読んでいたロッシはそれを戻し、エリルの前まで近づいてくる。

「どうした？　学園長は精霊庁に向かわれたが」

「あ、はい！」

　促うながされ、エリルは我に返って姿勢を正した。

「あの、旗手の衣装の件で副学長にお願いしたいことがあって」

「私が伝えておこう」

　あっさり言われ、エリルはごくりと息を吞んでロッシを見上げた。

「クーファの首都の衣装を用意しておくと言われたんですが、変えてもらうことはできますか？　クーファの首都ではなくキドナ地方の──、東部山さん岳がく地ち帯たいの民みん族ぞく衣装に」

　国土のほとんどを山が占しめるクーファだが、東部山岳地帯は八年前の豪ごう雨うで壊かい滅めつしている。すでに滅ほろびた村の衣装など用意できないかもしれないが、確かめてもみないであきらめるのは嫌だった。

「キドナの……？」

　目を瞬いたロッシに、エリルは必死でうなずいた。

「はい。私はクーファの首都ではなくキドナの生まれなんです。村は八年前の豪雨でなくなっていて……もう誰も祭りを見に来る人なんていないかもしれないけど、旗手に選ばれたからには故郷の衣装で出たい。もし見てくれる人がいるなら、キドナの旗手だって分かってもらいたいんです」

　草原の騎き馬ば民族が興おこした首都と狩しゆ猟りようを主としていた東部山岳地帯の文化は、似ているようで違う。

　エリルにとって、キドナの村での思い出は幸せの象しよう徴ちようだった。

「すみません、せっかく用意していただくのに我わが儘ままだと思いますが……」

　旗手に選んでもらえただけでもありがたいことなのだ。言われたとおり首都の衣装を受け取るのが筋すじなのかもしれない。

　だがロッシは嫌な顔をすることもなく、エリルの気持ちを理解したのか淡あわく微笑んだ。

「もちろんかまわない。私から副学長に伝えておこう」

「──！　ありがとうございます！」

　涙が出そうになって、エリルは深々と頭を下げた。

（嬉しい……！）

　濁だく流りゆうと土に埋うもれた両親に「やったよ！」と叫びたい気分だった。

　生き残った村の人が一人でも来てくれればいい。そしてキドナの衣装だということに気づいてくれればいい。

　こんなことで泣くなんておかしいのかもしれないが、目の前が滲にじんできて、エリルは隠すようにロッシに一礼して学長室を出た。

　うっかり扉を開いたまま話をしてしまっていたので、会話が聞こえていたのだろう。ずっと学長室の外で待っていたらしいターニアが抱きついてきた。

「エリル」

　細い腕が首に回り、ぎゅっと抱きしめられたエリルは涙を拭ふいて笑う。

「やだ、ターニアまで泣かないで。私は嬉しいんだから」

　優しい親友の背を叩けば、ターニアと一緒に待っていたリトとユークが笑顔を見せる。

「楽しみです！　エリル先輩の故郷の衣装だなんて！」

「別に衣装への注文は我が儘じゃないですよ。当然の権利ですから」

　温かい言葉がありがたい。ターニアの髪に頰を寄せ、エリルは決意も新たにしっかりと言った。

「ありがとう。頑がん張ばるわ」

　一生に一度。選ばれたことに感謝してやってみようと思えた。
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『へえ。じゃあキドナの装しよう束ぞくで出るんだね』

　二重に響くような独特の声が驚きの色を帯おび、エリルは笑顔で目の前に座る青年を見上げた。

「はい。学園長もいいって言ってくださったので」

『そりゃそうだよ。反対なんてするわけない』

　三年生の語学教師、グレイ・ハイヤーンは綺き麗れいな水色の目を優しく細める。

　衣装のことも正式に決まった、週半ばの午後。

　ハイヤーンと二人きりの講こう義ぎ室しつで、エリルは決定したばかりの項目について報告していた。

「注文をつけるのもどうかと思ったんですけど、やっぱり後悔したくなくて」

『いいよいいよ、むしろ大だい歓かん迎げいだよ。ほら、最初旗手はクローウェル君に決まってただろう？　学園の仕立て屋も「男でしかも装束が地味なオルティスか、やる気失うせる」とか言ってたし！』

「先生、ぶっちゃけないで……」

　入学当初からエリルを気にかけ、何かと面倒をみてくれたハイヤーンは教師としてなかなか危なっかしい人物である。

　実際に魔物と戦う演習に参加できないエリルは学舎に居残ることが多く、そんなとき授業を受け持ってくれるのがハイヤーンだった。一年生の時はまともに語学や祝しゆく詩しの解かい釈しやくを指導してくれたが、三年生になった今は「教えることはもうない」と称して怠なまけようとする困った教師だ。

　まだ二十三歳と若く、短く癖くせのある銀色の髪に湖こ面めんのような水色の瞳。穏おん和わな顔立ちに細身でしなやかな身体つきは優ゆう雅がと言ってもいい。

　おっとりしているように見えるが元は蒼穹の守護者という精せい鋭えい集団に属ぞくし、魔物との戦いで声せい帯たいを傷つけ声を失くしたという痛ましい過去を持っている。

　自身で祝詩を唱となえ精霊の力を操あやつることはできないが、他者に風の術をかけてもらい、微かすかな声を増ぞう幅ふくさせることで日常会話だけは可か能のうにしているのだ。

　内部の曝ばく露ろ話ばなしが多いハイヤーンにしゃべらせないよう、エリルはさっさと話を進める。

「もう、どうして自分が旗手に選ばれたのかとかは考えないことにしました」

　あれから考えてみて、自分なりに結論を出した。

　自分が旗手に選ばれることで、パンディアになんの得があるのか。

（たぶんだけど……、クローウェル君を手元に置いておきたいってことなのよね）

　リトがエリルに好こう意いを抱き、その結果蒼穹の守護者を目指すと宣言したことは学園中に知れ渡っている。

　パンディアにとってリトが守護者を目指すことは願ったり叶かなったりだ。異い種しゆを倒せるエリルと組み合わせれば最強で、そのためにはエリルを希望どおりの守護者にさせないといけない。

　それがノエルの言った「クローウェルがいるからに決まっている」に繫つながるのだろうが、リトがいてくれてよかったと思うことにした。

「だから蒼穹の神しん殿でんへ行けることの方が嬉しいです。精霊王様の眠る場所だから」

『そうだよ。会えるよ、きっと』

「ふふ。本当にいたらいいんですけど」

　一昨年おととし旗手を務めたターニアから、すでに「神殿は無人」と聞いている。ハイヤーンの冗じよう談だんに笑い、それでもやはり胸は躍おどった。

（蒼穹の神殿へ入れる。一生入ることなんてないと思っていたのに）

　たとえ精霊王がいなくても、近くへ行けるだけでエリルにとっては喜ばしい。

　入学してから最近までずっと、精霊王はエリルの心の支えだった。

　連れん禱とうもできないし、地水火風いずれの力も扱あつかえない。辛つらいことや嫌な目に遭あうことも多かったが、聖山にいる精霊王に語りかける──……というか、愚ぐ痴ちや罵ば倒とうを大声で叫べばスッキリした。

　一カ月前の事件で聖山がよく見える岩場に入ることはできなくなったが、精霊王は今もエリルの心の拠よりどころだ。実際に眠る場所に行けて、拝はい礼れいできるなんてこれほど嬉しいことはない。

　エリルの喜びが伝わったのか、ハイヤーンも嬉しそうに微笑む。

『そうだよ、ゆっくり感謝を伝えておいで。それはそうと、最近クローウェル君はどう？　邪じや魔まだったら僕の方からあの子に釘くぎ刺さしとくよ。ザクッと』

「大丈夫です。いつもどおりですから」

『いつもどおりってことは相当うるさいんじゃないか。あ、何回も言うけど連禱しちゃ駄だ目めだからね？』

「はい、分かってます」

　心配ばかりする担当教師に苦笑し、エリルはしっかりと返事をした。

　エリルはリトと連禱すると意識を失い、ひどいときは昏こん睡すい状態に陥おちいってしまう。それを心配した医師や学園長から、正確な理由が判明するまでリトと連禱してはいけないと言われているのだ。

（だいたい、私とクローウェル君が連禱するような機会もないでしょうし）

　知っているのは一部の人間だけだが、パンディアを三百年守ってきた現精霊王の結界を粉こな々ごなに砕くだいたのはリトとエリルである。基き礎その連禱を使うだけで結界の一部を破ってしまうほどなので、安あん易いには使えない。

（もし次に連禱するとしたら異種が現れたときだわ。それまでに気を失う原因を知りたいけど……）

　そう考えたとき精霊庁主しゆ塔とうから授業終了の鐘かねが鳴った。

『はい、じゃあ今日の授業はおしまい。どうする？　寮りようまで送ろうか』

　ターニアがまだ演習から帰っていないからだろう。ハイヤーンにさらりと言われ驚いたが、すぐに思い当たった。

（先生も私とノエル先輩とのことを聞いたんだわ）

　ハイヤーンに伝えるとすればターニアか副学長か。もしくはリト経由でロッシかもしれない。

　ありがたい申し出だが迷惑をかけるわけにもいかず、エリルは笑顔で首を振った。

「大丈夫です。図書室に行く予定で、クローウェル君が迎えに来てくれるそうですから」

『へぇー…………しぶと……、いや、頑がん張ばるね』

「断っても聞いてくれなくて」

　連れ立って廊下に出れば、三年生だけが使う西せい翼よくの学舎は非常に静かだ。

　もはや観かん念ねんしたというエリルに、ハイヤーンはげんなりした顔をする。

『押し切られそうで心配だ……。好きな人がいるとか言ってみれば？』

「私も考えたんですけど、口先じゃごまかしきれないので」

　リトに追及されて上う手まくかわせる自信がない。かといって実在の人物の名を出せば真まっ向こう勝負を挑いどみに行くに決まっている。生なま半はん可かな男を選んでは迷惑がかかるだけだ。

　肩を落とすと、ハイヤーンはエリルを覗のぞき込んで悪いた戯ずらっぽく笑った。

『僕だって言っとけば？』

「先生、変な冗談言わないでください」

『えっ、冗談じゃないよ？』

「もう、不ふ謹きん慎しんです！」

　教師らしくない教師だと分かっているが、校内にいるときは言動に気をつけてもらいたい。いくら周りに人がいないとはいえ、誰かに聞かれれば問題だ。

　さらに叱しかろうと顔を上げたとき。

『！』

　ハイヤーンが微かすかな声を上げ、突然エリルの背に腕を回した。

　それがあまりに強い力だったため、強引に抱き寄せられたエリルはハイヤーンの胸でしたたかに鼻を打つ。顔を上げようにも上げられないほどの力で抱きすくめられ、衝撃のあまり硬こう直ちよくしてしまった。

（ええええええええっ!?）

　全身を包む温かさとほのかな優しい香りに、体温が一気に上じよう昇しようする。確実に顔どころか全身が赤くなったことが分かり、エリルはどうすることもできずに固まっていた。

　持っていた教本すら落としエリルを抱き寄せたハイヤーンだったが、しばらくしてふっと力を抜いた。

　普段ハイヤーンを男性として意識することはないが、細く見えてけっこうな力がある。

　全く抵てい抗こうできなかったことに心臓が早はや鐘がねを打ち、エリルは逃げるようにハイヤーンから距離を置いた。

　その直後。

「何してるんですか!?」

　廊下の端から聞こえた少年の声に、エリルは思わず飛び上がってしまった。
















　下で待たず、わざわざ教室まで迎えに来てくれたのだろう。二階に上がったばかりのリトがこちらへ駆け寄ってくるところだった。

（クローウェル君!?）

　その形ぎよう相そうの凄すごさにエリルは変な汗が滲にじんだというのに、ハイヤーンは動じることなくリトの前に拳こぶしを突き出す。

　何事かと足を止めたリトに向け、真顔で掌てのひらを開いた。

『レヴィスさんめがけて飛んできたから摑んだ。大したものじゃなかったね』

　ハイヤーンの手の中にあった物に、エリルとリトは大きく息を吞のんだ。

　窓の外からエリルを狙って飛んできたのは、鋭するどく尖とがった真しん鍮ちゆうのペン先だった。学生に限らず教師も使う一般的なもので、学園や村で常時売られている。

　ペン先を眇すがめ見て、ハイヤーンは緊きん張ちようを解といたように笑顔を見せた。

『ただの嫌がらせか脅おどしだろうけど、あたらなくてよかったよ』

「は、はい……！　先生、ありがとうございました」

　まさかそんな理由で抱き寄せられたとは思わず、動揺してしまったエリルは恥ずかしさに頰ほおを赤らめる。頼れるハイヤーンに感謝し、ちゃんと理由があったことに安あん堵どした。

　リトはそんなエリルをなんともいえない顔で見ていたが、振り切るようにハイヤーンに視線を移した。

「旗手に決まってからほとんど毎日です。何かを投げつけられたり、上から物を落とされたり。毎年のことだって聞きましたけど本当ですか？」

『本当だよ。旗手は妬ねたまれる立場だからね、多かれ少なかれ嫌がらせは起こる』

　一年生で、まだ精霊祭のことを知らないリトが心配するのも無理はない。

　ハイヤーンがあっさりと答えたように、旗手への嫌がらせは毎年恒こう例れいだった。

　どうあっても太た刀ち打うちできない……たとえば一昨年のターニアのような場合はほぼ皆かい無むだったが、今年は落ちこぼれのエリルである。嫌がらせがひどくなるのは覚悟の上だった。

「大丈夫よ、クローウェル君。これぐらいならたいしたことないし、あなたやキアン君、ターニアが側にいてくれるから少なく感じるくらいだわ」

　これは噓うそでも気休めでもなく、周りを固めてくれる三人のおかげだと思っている。

　旗手に決まった者への嫌がらせといえば、階段から突き落とすだの秋の夜に水をぶっかけて外に放り出すだの、一室に一日中閉じ込められるだの尋じん常じようではない話が多かった。

　それらに比べれば、物を投げられるなど取るに足らないことである。

　納得できないのか黙るリトの肩を叩き、ハイヤーンはにっこりと微笑んだ。

『そうそう、君がいてくれると僕も安心だよ。だから後は頼んだよ？　レヴィスさんを図書室まで送ってあげて』

「──……俺でいいんですか？」

『自信ない？　だったら僕が送るけど』

　リトはわずかに肩を揺らし、キッと眼まな差ざしを鋭くした。

「いえ。俺が送ります」

『うん、よろしく。じゃあレヴィスさん、また明日』

「はい、ありがとうございました」

　二階の歩ほ廊ろうから中央棟に向かうハイヤーンと別れ、エリルとリトは階下へと下りていった。







　後を任せるのは少々不安だったが、生徒達にとってリト・クローウェルは驚きよう異いの存在だ。ハイヤーンが側にいるよりはるかに牽けん制せい効果があるだろう。

　生徒二人の背中が見えなくなると、ハイヤーンは即そく座ざに笑顔を消して手の中のペン先をきつく握りしめた。

　精霊術の使えない教師として侮あなどられたがために、目の前でエリルが狙われたのだと思えば腸はらわたが煮えくり返りそうだ。

（──まあ止めてやったけどね）

　犯人は失敗まで見ていただろうか？　見ていてくれればざまを見ろと言いたいが、おそらく撃うった直後にその場を離れたに違いない。

　開いたままの窓から眼がん下かを見下ろせば、下校時間ということもあって多くの学生達が歩道を歩いている。

　紛まぎれ込めるようそれなりに考えているようだ。人ひと気けのない場所から撃たれたと判断すれば、ハイヤーンは投げられた物を摑むよりも外を見る方に重点を置いただろう。

　軌き道どうの高さからして、狙いはエリルの目かこめかみ。殺さつ意いがあるわけではなさそうだが、あたり所が悪ければ大おお怪け我がの可か能のう性せいもある。掌を貫かん通つうするほどの強さはなく、毒も塗ぬられていないのは幸いだった。

（旗手は妬まれる立場とはいえ、毎年馬鹿なことをする奴やつらが減らないな）

　ペン先は明らかに風の精霊術を使って飛ばされている。校内において私用で使うことは禁じられているのに、だ。

　窓から離れ、ハイヤーンは冷ややかな目で真鍮のペン先を見下ろした。

（ブライアン・ノエルが人を使ったか、それとも全く別の誰かか）

　火の侍者と諍いさかいがあったことはターニアから聞いている。

　ターニアはかなり神経を尖とがらせていたが、ハイヤーンはノエルが手を出してくる可能性は低いのではないかと考えていた。

　彼は最上級生でもう後がない。侍者になれただけ幸運で、馬鹿なことをして役を降ろされれば一生の汚お点てんだ。エリルへの嫉しつ妬とと自身の将来を秤はかりにかければ、勝まさるのは不利益を被こうむって将来をふいにしたくないという思いだろう。

（まあ、誰が犯人でもかまわない）

『────邪魔するなら相そう応おうの対応をするだけだ』

　冴さえ冴ざえとした声を吐き、ハイヤーンは拳の中のペン先を力ずくで握りつぶした。
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　西翼の一階まで一緒に下り、学舎を出てもリトは無言だった。

（怒ってる……？）

　ずっと一歩前を歩き、背中しか見せない。

　リトの出方に任せようと黙ったまま歩道を歩いていたが、中央棟に入っても一言もなく、ようやく足が止まったのは図書室のある三階の階段を上のぼりきったときだった。

　後ろを向いたまま、リトは自じ己こ嫌けん悪おするように力なくうつむく。

「……すみませんでした。態度が悪くて。ハイヤーン先生はエリル先輩を助けただけなのに、なんか、悔くやしくて……」

「う、ううん、私も先生の行動にはびっくりしたから」

　微び妙みように返事がずれていると感じたが、他にどう答えればいいのか分からない。

　少々的まと外はずれな返しをすると、リトはようやく振り返り複ふく雑ざつな顔でエリルを見下ろした。

「エリル先輩とハイヤーン先生はすごく仲がいいですね。どうしてですか？」

　声は静かだったが、問いかけというより詰きつ問もんするような口調だ。どう答えればリトが納なつ得とくするかを考え、エリルはうーんと唇くちびるに指を当てる。

「やっぱり精せい霊れい術じゆつ士しとして戦えない者同士だからじゃない？　それに私、入学したころはパンディア語が話せなくて先生に頼りっきりだったから。その延えん長ちようで今も気にかけてくれているのよ」

　パンディア語は大陸の共通語だが、山さん間かんの村で育ったエリルは自国であるクーファの文字すらあまり知らなかった。山の生活は話さえできれば文字を書く必要などなかったし、養よう子しとして入った家でも勉強する機会がなかったからだ。

「私の学年は育ちのいい子が多くて、パンディア語を全く知らないのは私ぐらいだったの。だからいつも居残りで勉強して、ハイヤーン先生がずっと相手をしてくれていたわ」

　エリルにとっては感謝もひとしおの思い出だが、聞いていたリトは衝撃を受けたように唇を震わせる。

　何事かと見ているとしゅんとうつむき、悔しそうな声をこぼした。

「俺も先輩と同じ学年になりたかったです……。そうしたらもっと助けられたのに」

「え!?」

　思いがけない反応にエリルは目を瞬く。

　だがすぐにリトが心からそう思ってくれていることを感じ、胸の中が温かくなった。

（クローウェル君……）

　確かに、同じ学年ならいろんなことが変わっていただろう。互いに連禱できるのが自分達だけだと、もっと早くに気づいたかもしれない。

　エリルは感謝を持ってリトを見上げた。

「ありがとう、クローウェル君。でも、同じ時代に学園にいられただけでも私は嬉しいわよ？　今だって十分助けてもらってるもの」

　リトがいてくれてよかったと思うことは多い。

「もしかしたら完全にすれ違っていたかもしれないのに、こうしてちゃんと会えて仲良くなれたんだから。とってもすごいことだわ。そう思わない？」

　近い年齢として生まれたこと自体が奇き跡せきなのだ。

　もっと年が離れていればエリルは連れん術じゆつ士しになることをあきらめ、リトは生しよう涯がい秘密を隠したまま生きていくことになったかもしれない。

　優しく問いかければ、上げられたリトの顔が徐じよ々じよに明るくなる。

「……はい！　思います！」

　ぱっと輝くような笑顔に変わり、切り替えの早いリトにつられてエリルも笑顔になってしまった。

「じゃあ私は図書室に行ってくるわ。帰りはターニアが」

「俺、やっぱりエリル先輩のことが好きです」

「はいっ!?」

　前まえ触ぶれなしに告白され、エリルはビクッと過か剰じように反応してしまった。

　うっかり顔を上げれば真剣な目とぶつかり、神しん速そくで逸そらす。

　油断していたのでごまかしようのないほど赤くなってしまい、縮こまりながら周囲を見回した。廊下には数人の人が歩いていたが、声が聞こえるほど近くではなく、胸を撫なで下ろす。

「ク、クローウェル君、そんなに何回も告白してくれなくてもいいから！　ちゃんと気持ちは分かってるわよ？」

　言われる方の身がもたない。一回で十分だ。

　小声でたしなめたが、リトは真顔で首を横に振る。

「先輩に分かってもらいたくて言ってるんじゃないんです。俺が辛いから」

「つ、辛い？」

　辛いのはこっちよとも言えず混乱しながら問い返せば、やるせなさそうなため息を吐かれた。

「吐き出さないと、溜たまってきてどうすればいいか分からなくなるんです。黙ってると余計に積もってきてひどくなる。今だってずっと言いたいぐらいだ」

「あああ、あ、あんまり言われたくない、かな!?」

「聞き流しておいてください。俺は言いたいから」

（無理よ!!）

　と心で叫んで後ずさったが、リトはかまわず距離を詰めてくる。

　聞くだけならそんなに近くなくていいとか、感情って口で言ってまぎれるのとか我が慢まんさせて増えたらどうしようとか考えがまとまらない。

「あ、あの、クローウェル君……！」

「クローウェル」

　必死の制止に落ち着いた声が重なり、驚いて見れば階段の踊り場からロッシがリトを見上げていた。

「来なさい。お前の家族から連絡があった」

　家族から、と聞いてリトが傍はた目めにも分かるほどたじろぐ。

　今だ、とばかりにエリルは声を上げた。

「あの、クローウェル君、私はここまででいいわよ。ターニアも演習から戻ってくるでしょうし、帰りのことは気にしないで。教員室に行ってらっしゃい」

「でも」

「ロッシ先生が待ってるから。図書室は目の前だから平気よ」

　懸けん命めいに説得して安全を訴うつたえれば、図書室とエリルを見比べたリトは押し黙る。

「……分かりました。じゃあ先生の話が終わったらすぐに図書室に行きますから」

「そ、そう。ありがとう」

　やっぱり帰りも来るのか、と思ったがこれ以上ロッシを待たせるわけにもいかない。了りよう承しようしたエリルに満足したのか、リトはロッシの元へと階段を駆け下りていった。

　上う手まく離れることができて、エリルはふぅと息をつく。

　二階へと去っていったリトを見送り、そのまましばらく立ち尽くした。

　リトからの告白は苦手だ。

　明るく「好きです！」と言ってもらう分にはいいのだが、本気で向かってこられるとどうにもかわしにくい。真まっ直すぐに見つめてくる目が苦手で、真剣な声も駄目だ。

　何度も何度もあんな声で告白されると、崩れ落ちて、負けてしまうのではないかと不安を感じてしまう。

　だから、逃げられてよかった、と心底安堵する。

　だがそれと同じぐらいの強さで、リトの家族から連絡があったという事実に衝撃を受けていた。

　リトの兄がパンディアに来ることは聞いていたし、話し合うのは当然のことだと自分でも思っていたのに。

（クローウェル君は、お兄さんの説得にどう答えるのかしら……）

　エリルがいるから、という一点だけで蒼穹の守護者を目指すリトでは、家族を納得させることは難しいだろう。

　説得を受け入れオルティスの連術士協会に入るか、貫つらぬき通してエリルを選ぶか。それとも時間を置くか退学を選ぶか────。

　リトとの身分差、立場の違い、能力の違い、家族の存在。

　いくらリト自身が望んでも、周りの圧力は強い。エリルは最初から考こう慮りよに入れていたことだった。

（私は、どうなれば嬉しいと思ってる……？）

　リトに協会員として安定した人生を歩んでもらいたいのか、危険を承しよう知ちで守護者として戦ってほしいのか。

　自分でもよく分からず、エリルはリトの消えた先をいつまでも見つめていた。
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　図書室の奥。

　歴代卒業生の名めい簿ぼが置かれた広い特別室で、ユークは一人考え込んでいた。

　手にした名簿は卒業生のものではなく、まだ在ざい籍せきしている専せん攻こう科か五年生のものだ。

（アスラジヤード・アドナム。確かに五年前に入学してるな。まさかアドナの第三王子が精せい霊れい術じゆつ士しになっているとは思わなかったが……）

　祝福は地。十八歳でユークやエリルと同じ年になる。

　アドナは大陸の南東に位置し、古い神を崇あがめ独どく自じのしきたりを持つ閉へい鎖さ的てきな国だ。

　正統な血を持つ民以外を排はい除じよし、山岳部の少数民族を蔑べつ視しして頻ひん繁ぱんに〈異民族狩り〉を行っている。少数民族が魔物に襲おそわれても絶対に連術士を派は遣けんしないため、危険を感じた民が隣国のクーファに流れ込み問題となっているほどだ。

　一応パンディアの連術士協会は置かれているが、あまり自由に動けないと聞いている。

　国境に阻はばまれない蒼穹の守護者ですら踏み込みにくい国であり、一番助けを欲している者が多いのに手が届かないという、パンディアにとってままならぬ相手だった。

（精霊術士として目覚めた第三王子を隠さず送り出してきたということは、あのアドナといえどもパンディアの庇ひ護ごなしでは苦しいのか）

　アドナは情報を手に入れにくい国だが、魔物の被ひ害がいが多いことは聞いている。

　アスラについて名簿から分かることは少なく、ユークはそのまま別の年代のものを手に取った。

　何げなく知っている人物の名を探し、ふと手を止める。

（──ロッシ先生……。ハイヤーン先生と同級生だったのか。ロッシ先生がアドナ出身でハイヤーン先生がクーファ？　ハイヤーン先生もエリル先輩と同じクーファなのか？）

　エリルの担当教師であり、声せい帯たいを傷つけ声を失くした元蒼穹の守護者──。

　ユークにとって、かなり不ふ可か解かいな人物の一人だった。

　今でも、エリルを置き去りにしたセルマン・フィロとハイヤーンのやりとりは脳のう裏りに焼きついている。それはユークが抱いていたハイヤーンの印象を根底から覆くつがえすような、衝撃的なものだった。

（同郷の誼よしみでエリル先輩にかまうのか？　いや、それにしては──）

「キアン君。こんにちは」

　可か愛わいらしい声に呼ばれ、ユークはとっさに名簿を閉じてしまった。動揺を隠し、何でもない顔で振り返る。

「こんにちは、エリル先輩。一人で大丈夫なんですか？」

　最近は挨あい拶さつのようになっている言葉を言えば、歩み寄ってきたエリルは笑顔を見せる。

　空色の瞳が細められ、さらに表情が幼おさなくなった。

　好みかと問われればそうではないと答えるが、素直に可愛らしい女性だと思う。

「さっきまでクローウェル君がいてくれたのよ。ロッシ先生に呼ばれて教員室に行ったんだけど、お家うちから連絡が来たみたいで」

「へえ。またややこしいことにならないといいですけど」

　話しながら手にしていた名簿を棚に戻し、ユークは何食わぬ顔で辺りを見渡した。

　名簿の置かれた広い特別室には、数人の専攻科生がところどころに座っているだけだ。小声なら話をしても大丈夫だろう。

　エリルも同じことを思ったのか、ひっそりと声を落とした。

「地の侍者の先輩について調べようと思って。キアン君はアスラ先輩について何か知ってるの？　名前を聞いてびっくりしてたみたいだけど」

「ああー……。まあ、少しなら知ってますね」

　隠すことでもないのでユークは正直に答えた。

　基き礎そ科かの最上級生で、各国の歴史や文化を学んでいるはずのエリルが知らなくても無理はない。アドナの奇き怪かいな風習はあまり公おおやけにされていないし、今は廃はい止しされているからだ。

　ユークはさらに声をひそめた。

「アスラジヤードは王家の三番目の子供につけられる名前なんですよ。アドナでは三番目の子供には不思議な力があるって言われていて、昔は忌いみ子ごとして殺されていました。今は殺すなんてことはありませんが、男の子なら〝アスラジヤード〟、アドナの古こ語ごで『彼の父親の子』と名付けて存在を隠すんです」

「…………」

　意味を考えたのか、エリルが微び妙みような顔で唇くちびるを引き結ぶ。

　アドナは血けつ統とうを重んじ、父の名を正式な名前の一部に組み込む国だ。

　つまり「彼の父親」という曖あい昧まいな表現を入れるなら、父親が不明であり誰の子か分からない、ということになる。さらに固有名詞もつけられていないので、〝アスラジヤード〟の意味は〝誰の子供か分からない名無し〟になるのだ。

（父親はアドナ国王だが認められてなくて、王家からも除じよ外がいされてるってことだな。まあ、殺されてないだけ人道的なんだろうが）

　不思議な力はさまざまで、手を使わずに物を動かす、見るだけで人を殺す、災さい厄やくを呼び寄せる、などがある。ただし閉ざされた国のことなので真しん偽ぎのほどは定かではない。

「現に俺はアドナム先輩が存在していることを知りませんでした。アドナの王子は二人だと思ってましたし、それが精霊術士になってパンディアにいるなんて予想外でしたよ」

　本当にめちゃくちゃな時代だと思う。

　リトのような史上最高ともいえる精霊術士がいたり、連禱できない精霊術士がいたり。

　神しん妙みような顔つきで話を聞いていたエリルは、そっとうなずいた。

「アスラ先輩は、そんな意味のある名前以上に国の名前が嫌いなのね……。ありがとう、教えてくれて。名簿を見るよりキアン君に聞く方が詳しいわね。アドナの古語もできるなんてすごいわ」

「いえいえ、親が語学に詳しかっただけですよ。アドナは興味があって調べただけですし」

　知りたがりはただの性格だ。

　エリルはしきりに感心してくれ、思い出したようにユークを見上げる。

「そうだわ、ついでにもう一つ質問してもいい？」

「どうぞどうぞ」

「キアン君、この間学長室の前で私が旗手に選ばれた意味はなんとなく分かるって言ってたわよね。あれを聞いてもいい？」

　不意をつかれ言葉を失ってしまった。

　まずいなと思ったがごまかすことも難むずかしく、エリルに対して変に気を使うのも失礼な気がする。

「あー……。まあ、なんていうか、パンディアのオルティスへの先せん制せい攻こう撃げきというか」

「クローウェル君を獲かく得とくしたいってことなのよね、結局」

　あっさり言われ拍ひよう子し抜けした。

（なんだ、自分でも分かってたのか……）

　エリルがまったく傷ついていないようで、一気に緊張が解とける。遠回しに言おうとした自分が阿あ呆ほらしくて、ユークは肯こう定ていした。

「そうですね。この先パンディアとオルティスでリトの争奪戦に入りますから、そのための布ふ石せきです」

「そうね。クローウェル君がいてくれてよかった。同じ時代に生まれるなんて私は本当に運がいいわ」

　エリルは明るく笑っているが、目は真剣で迷いがない。心底そう思っていることを感じ、ユークは胸きよう中ちゆうで降こう参さんした。

（本当に守護者になりたいんだな）

　そこまで切せつ望ぼうしながらも、リトの恋を利用しないのが彼女の強いところだ。

　ちょうどいいので、話の流れに沿ってユークはエリル達の学年の名簿を開いた。

「そういえば、エリル先輩って祝福の欄らんがまだ空白なんですね」

　名簿には年齢や出身地の他に、精霊王から与えられた祝福が記されている。

　精霊術士は地水火風全ての術を操あやつれるが、そのうちの一つに特化することが多い。それは〝祝福〟と呼ばれ、属性が対応する祝しゆく詩しの力をより強く引き出すことができるのだ。

　四属性いずれの力も驚くほど弱いエリルは与えられた祝福がないとされ、欄には何も記載されていない。

「エリル先輩は火だったんですよね？　ようするに」

　エリルとリトは火の最上位連禱を行い、通常とは違う恐るべき効果を引き出した。

　三百二十ある祝詩の内、三百番台は祝詩を最初に読む主しゆ導どう者しやとそれに続く副ふく奏そう者しやの属性で威い力りよくが大きく違ってくる。

　強大な力を引き出したのであれば、主導者と副奏者の祝福は同じでないといけない。

　なぜなら、属性の性質が違えば違うほど術の威力は落ちるからだ。

　主導者が火なら副奏者も火が最良で次に風、可もなく不可もなくが地。水の副奏者と組むなら三百番台は避けた方がいいとされている。

　つまり、一カ月前の連禱を見る限り、エリルの祝福は火でないとおかしいのだ。

「私が、火？」

　それなのに、エリルは空色の目をぱちくりとさせた。

　思いもよらぬことを言われたかのように思案し、迷いながら同意する。

「……そう……よね。言われてみればそうだわ」

（……普通は言われなくてもそうなんだが）

　エリルの反応が予想どおりで、ユークは内心で考え込んだ。

　自分の祝福を自覚していないし、一番気になったのは学園がエリルの祝福を〝火〟と認定していないことだった。

　名簿にはもちろん書かれていないし、精霊祭の報しらせにもエリルの祝福は〝無〟と書かれている。

「なんだか実感がないのよ。相変わらず私の出せる火は指先に灯ともるぐらいだし、祝福が与えられているって言われても信じられなくて」

　そこなのだ。

　ユークもその点については納得がいかない。リトとの連禱以降、エリルの力が向上したかと言えばそうではなく、全く変わりがないのだ。

（殻からを破っていきなり力が強くなる、とか予想したんだが……）

　エリルにも分からないらしく、話をあきらめたユークはもう一つ気になっていたことを口にした。

「名簿を見ていて気づいたんですが、ハイヤーン先生もクーファの出身なんですね。エリル先輩と同じ村だったんですか？」

「いいえ、違うわ」

　エリルはなんの含みもなく、軽かろやかに答えた。

「先生は首都よ。私がいたキドナ地方は山の中にいくつかの村があって、それぞれがすごく小さいの。村の人はみんな顔見知りで、何か事件があれば一瞬で広まっちゃうくらい。他の村についてはあんまり知らないけど、先生みたいな精霊術士が出たらきっと評判になっていたと思うわ」

「へえ……。先輩は村がなくなったあと首都に移ったんですよね？　そこで先生に会ったりは？」

「まさか。首都は広いし、私が移ったころ先生はもうパンディアに入学していたんじゃないかしら？　詳しくは知らないけど、私が首都に行ったのは十歳のときだから」

　卒業生名簿を見る限り、ハイヤーンは十四歳で学園に入学している。確かにエリルが首都に移る一年前にはパンディアに行ったことになり、関わりがあったとは考えにくい。

（じゃあ、エリル先輩とハイヤーン先生には全く繫つながりがないのか？）

　まさか、と声が出そうになった。

　では、エリルが異種の前に置き去りにされたときの、あのハイヤーンの怒りはただの可愛い生徒に対するものなのか？

（──いいや）

　ユークは内心で強く否定した。

（ありえない。あれは確実に保護対象が危険に曝さらされたことに対する激げき怒どだった。感情の中身は分からないが、とてつもなく大切な人間に対する激げき情じようの結果だ）

　仮に、フィロに見捨てられたのが他の生徒だったなら、ハイヤーンはあそこまで我われを忘れただろうか？

　当然怒りはするだろう。だが冷静さを失くしたりはしないような気がした。

　心情が顔に出てしまったのか、エリルが不思議そうに首を傾げる。

「どうかしたの、キアン君？　ハイヤーン先生が気になる？」

「いえ……。いや、そうですね。気になります。エリル先輩がフィロに置いていかれたって聞いたとき、ハイヤーン先生がフィロを殴なぐり飛ばしたんですよ。その怒りが尋じん常じようじゃなかったから」

「ええ、私も後から聞いてびっくりしたわ。だって先生って戦ったりするところが想像できないでしょう？」

（いえいえいえいえ……！）

　無む垢くな笑顔で同意を促うながされ、思わず「確実に戦い慣れていらっしゃるようでしたよ？」と答えそうになってしまった。

　一いつ端たんを見ただけだが、ハイヤーンは明らかに体たい術じゆつの達人だ。ユークもそうだったが、みんな彼の外見の穏おだやかさに騙だまされている。

「でも先生は蒼穹の守護者だったし、武術全般ができて当然かもしれないわね」

　エリルは清すが々すがしくまとめたが、そんな言葉では片づけられない気がしてユークは何とも言えなかった。

（知りたいことは多いが手がかりが少なすぎるな。もう少し時間をかけていくしか──）

　ない、と考えた瞬間、背中にボスッと音を立てて何かがぶつけられた。

　筆入れか教本か、ところどころ固いものがあたりちょっと痛い。

　相手が誰だとか何がぶつけられたとか考えなくとも分かり、ユークは疲れた顔で振り返った。

「ターニア先輩、鞄かばんをぶつける前に声をかけてもらえますかね」

「図書室では静かにしないと駄目だからよ」

「いやいや、ボスッていいましたよ、ボスッて」

「ただいま、エリル。大丈夫だった？　あたしがいない間何もなかった？」

　抗こう議ぎするユークは無視して、ターニアは全身で寄り添うようにエリルに抱きつく。

　相変わらずべったりだ。

（この二人の友情も謎なぞなんだよな……。ターニア先輩についても聞けばよかったな）

　せっかくエリルとターニアが離れる好こう機きだったのに、活いかせなかった感が強い。

「エリル先輩いぃ────っ！」

　おまけにターニア以上に騒がしい奴まで来て、話は打ち止めとユークはあきらめた。

　ここが図書室ということも忘れ大声で駆け込んできたのは、全速力で走ってきましたと言わんばかりのリトだ。

「先輩、エリル先輩！　よかった、まだいた！」

「クローウェル君、しーっ。静かに」

「のど潰つぶすわよ、駄犬」

「い、嫌です、すみません！」

　愛する人ではなく、その友人の躾しつけが厳しい。

　ぴゃっと姿勢を正して小声になったリトを眺め、ユークは、リトの兄の前でこの二人はしゃべらせない方がいいかもしれない……と詮せん無ないことを思ってしまった。










[image: ]




　万年雪を頂いただく大陸最さい高こう峰ほうの聖せい山ざんの麓ふもとであり、高地にあるパンディアの夏は短い。

　一年のうちで一番過ごしやすい大たい夏かを過ぎ、朝晩の気温が下がり始める小さ夜よの月も下げ旬じゆんに入れば、聖地パンディアは精せい霊れい祭さいの準備に追われるようになる。

　来月、天てん夜やの月の一日目はいよいよ精霊祭だ。

　連れん術じゆつ士し学園の式典ではあるが、普段は静かな村や精霊庁を挙あげての大行事となる。

　なぜなら一年に一度、この時ばかりは大陸中から大勢の人がパンディアを訪れるからだ。

　客人のもてなしは学生達の手に負おえるものではなく、金きん銭せんも動くし、パンディア以外の四カ国、オルティス、アントワルド、アドナ、クーファから王族などの賓ひん客きやくも来る。

　もちろん高貴な人々だけでなく、単純に聖地を見てみようという観光客や学園の卒業生、在校生の家族、連術士に助けられた人々が寄き付ふを携たずさえ一いち堂どうに会かいするのだ。

　例年大変な賑にぎわいとなっており、異い種しゆが現れ一日だけの開催となった今年も訪れる人は変わらず多いだろうと言われていた。
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　村には大きな円形の白い天てん幕まくがいくつも張られ、学園や精せい霊れい庁ちようにしまい込まれていた楽器や初代精霊王を象かたどったという像、地水火風の四つの属性を表す緑・青・赤・黒の旗が大量に運び出されている。

　祭りの間に饗きようされる鶏にわとりや羊ひつじがあちこちを歩き回り、村人や精霊庁の人間、学生達が入り乱れ立ち回る夕刻。

　エリルは学園の仕立て屋に呼ばれ、村の集会所に来ていた。

　集会所は村に一つしかない二階建ての建物で、二百人弱の村人全てを収しゆう容ようできるほど広い。

　中はいくつかの部屋に分かれていて、一番大きな二階の講こう堂どうに足を踏み入れたエリルは、そこにあった物を見て足を止めた。

　たくさんの針や糸、布の切れ端が散らばった講堂ではまだ仕立て屋たちが作業をしていて、エリルとターニアに気づくなり奥へ行くよう勧すすめてくれる。

　奥には村人たちが使う踊りの衣い装しようがたくさん積み上げてあり、いくつかが裁さい縫ほう用の人じん台だいに着せられてあった。

　白や黄色、青など色とりどりの衣装の中の一つ。

　エリルは、鮮あざやかな深しん紅くの装しよう束ぞくを着せられた人台の前で足を止めた。

　透すける紗しやのベールを縫ぬいつけた平たい円えん筒とう形けいの帽子。濃こい紅あかの、脛すねまである綿めんに絹きぬ糸いとを織り込んだドレスはトーブと呼ばれる民みん族ぞく衣装だ。

　トーブの上半身や裾すそ、幅広の袖そで口ぐちには金の糸で花や動物を象かたどった複雑な刺し繡しゆうが施ほどこしてあり、その下に足首で絞しぼられた下した穿ばきを着ける。腰には金の帯と色鮮やかな飾り紐ひもを締め、足元に置かれているのは極ごく彩さい色しきの刺繡が入った絹の靴くつだ。

　帯の飾り紐は革かわ製せいで、これは牛馬を追うための鞭むちである。嫁入り道具の一つであり、装そう身しん具ぐとしてもこの衣装の特とく徴ちようの一つだった。

　色鮮やかな飾り帯と精せい緻ちな刺繡に触ふれ、エリルは感動に震える声で衣装に見入った。

「キドナの服だわ……！」

　子どものころに何度か見た、村の結婚式の衣装だ。

　エリルの感動ぶりに気をよくしたのか、仕立て屋の中年女性は満足げに腰に手を当てた。

「刺繡はトーブに直接してるわけじゃなくて、別の布に刺繡してそれを縫ぬい合わせてるんだけどね。とにかく時間が足りなかったから、身み頃ごろと袖と裾を皆で手分けしてって感じで」

「すごい！　ありがとうございます……！」

　刺繡にどれだけ時間がかかるかは、エリルも子どものころからしてきたのでよく分かっている。三人の仕立て屋が一カ月半でしたとは思えない、精せい密みつで見事な図柄だった。

　ターニアも濃い紅あかのトーブをしげしげと眺め、感心したようにつぶやく。

「同じクーファでも村によって全然違うのね」

「そうなの、やっぱり首都の衣装から変えてもらってよかった……！　本当にありがとうございます」

　懐なつかしさに涙を浮かべ礼を言えば、仕立て屋はエリルの手を取った。

「いいのいいの、可か愛わいい女の子に着てもらう方がやりがいあるし、作りがいもある衣装だったしね。さあさあ、着ましょう着ましょう。細かい寸すん法ぽうを合わせないと」

　いそいそと簡かん易いの仕切りの中に押し込まれ、仕立て屋に剝むくように制服を脱がされる。

　絹の滑なめらかな下穿きを穿はき、上半身には薄い胴着を身に着ける。貫かん頭とう衣いのように頭からトーブを纏まとい、形を整えてもらっているとやけに聞き慣れた元気のいい声が響いた。

「ターニア先せん輩ぱい！　エリル先輩はどこですか？」

（え!?）

　ドキリと全身が揺れ、仕切りの外側に注意を向けると仕立て屋ににやにやと笑われてしまった。ターニアの呆あきれたような声が聞こえる。

「あんたほんとどこにでも現れるわね！」

「はいっ、エリル先輩が衣装の試着するってユークが！」

「いや、放課後に村の集会所行くからって教えてくれたのはターニア先輩でしょうが。俺はリトに伝えろって意味だと判断しましたが？」

「あたしはあんたに言っただけよ。駄だ犬けんに来いなんて言ってないわ」

「ありがとうございます、ターニア先輩!!」

　嚙かみ合ってるんだが嚙み合ってないんだかよく分からない会話が繰り広げられ、エリルは緊きん張ちように硬こう直ちよくしてしまった。

（ク、クローウェル君が来たの……!?）

　ユークの言うとおり、間接的にターニアが呼んだのだろう。

　エリルの狼ろう狽ばいとは裏うら腹はらに仕立て屋はてきぱきとトーブを整え帯を締め、飾り紐を結ぶ。着替えた姿を確認したかったが、あいにく仕切りの中には鏡がない。

（ど、どうしよう、変じゃないか見たい！　出づらいんだけど!?）

「よしっ、できたわよ」

　どうしようどうしようとされるがままになっているうちに、着替えが終わってしまった。

　しかたがない、なるべく静かにこっそり出ていこう……と決めたとたん。

「はい、どうぞ────！」

　仕立て屋が、まるで両開きの扉を開くように両手で仕切りを一気に押し開いた。

　反応しきれず立ち尽くしたエリルの視界に講堂の光景が広がり、椅い子すに座ったターニア、その側に立つ二人の男子生徒が映る。

　心の準備とかそんなものは一いつ切さいなく、瞬まばたきも忘れたエリルはばっちりリトと目を合わせてしまった。

「どう、華はなやかでしょう？　やっぱり女の子の旗き手しゆはいいわねぇ！」

　得意げな声に真っ先に応えてくれたのは講堂で作業をしていた仕立て屋の男女二人で、自分達の成果に歓かん声せいを上げた。

「おお、いい具合だ。南の衣装は色鮮やかだから楽しいな」

「男の子ならアドナ、女の子ならクーファの衣装が旗手役に映えますよね。似合ってますよ、レヴィスさん」

　拍はく手しゆが起こり、遅れてターニアとユークも手を叩いた。

「いいじゃない。可愛いわ。派は手でだから心配したけど着てみるとそうでもないのね」

「キドナは狩しゆ猟りよう民族だって聞きましたけど、刺繡の図ず柄がらがそれらしいですね。面白い」

　それぞれありがたい感想を言ってくれたが、正直エリルの耳には入らなかった。

　リトが彫ちよう像ぞうのように動きを止めてしまったからだ。

　呼吸すら忘れたかのように、紺こん碧ぺきの目を見開いたまま微び動どうだにしない。

（なに!?　や、やっぱりおかしい!?）

　不安になって反射的に鏡を探そうとしたとき、リトの口がガクガクとぎこちなく動いた。

「が、が、ば、びい……ッ!!」

「え!?」

「……リト、俺に分かる発音で頼む」

　よかった、聞き取れなかったのはエリルだけではなかったらしい。

　ユークに疲れた顔で言われ、リトは心臓を押さえながらエリルを見上げる。

　なぜリトが身長の低いエリルを見上げているのかといえば、苦く悶もんの表情を浮かべたまま床にくずおれたからだ。

「可愛い!!　可愛すぎる……っ！　心臓潰つぶれる……！　どどどどうしよう息ができない！」

「落ち着きなさい、息してるわよ。けっこうよくしゃべってる」

「いいわねいいわね、いい反応だわ！」

　ターニアはともかく、ぞくぞくと身震いする仕立て屋にエリルは真っ赤になって叫んだ。

「面おも白しろがらないでください！」

「いいじゃないいいじゃないー、噂うわさどおりの惚ほれっぷりね！」

　学生以外にまでリトの恋が知れ渡っているのかと思えば、もう顔も上げられない。

　穴があったら入りたいような心しん境きようになったが、リトは興奮が抑おさえきれないのか頰ほおを紅こう潮ちようさせてなおも言い募つのる。

「可愛いです綺き麗れいです本当に可愛い!!　すみませんそれしか出てこない！　可愛すぎて直ちよく視しできないというか眩まぶしすぎるというか!!」

「ちょ、ちょっとクローウェル君……！」

　勘かん弁べんしてほしい。

　耳が溶とけそうで、エリルは腰こし砕くだけで後ずさる。とてもじゃないが聞いていられない。もう少し手て加か減げんしてもらいたい。

　あまりの恥ずかしさにエリルは自分で仕切りを引き寄せた。

「す、すみません、もう脱ぎます！」

「ダメダメ、寸法合わせをしないとね！　さあこっち来て、しっかり立ってちょうだい」

　隠れようとするエリルを引きずって皆の前に立たせ、仕立て屋は巻まき尺じやくを持ったまま肩を合わせ、背せ丈たけを測はかり、袖の長さを確認する。

　数歩引いたところから赤い顔でうつむいたままのエリルを眺め、うーむと腕組みした。

「裾、長くない？　あなた小柄だしもう少し詰めましょうか」

「い、いえ、これで十分で……」

「はいっ、あと指二本分ぐらい上げた方がいいと思います。可愛い先輩がより可愛く！」

「あたしもそう思うわ。袖も長いんじゃない？　ままでも可愛いけど」

「確かに微び妙みように印象が違いますね。刺繡が入ってますができるんですか？」

「大丈夫大丈夫、裾は腰で詰めるわ。袖もいったん肩をほどけばできるし」

「………………」

　誰もエリルと会話をしていない。

　頼みとしていたユークまでもがリト陣じん営えいに入ってしまい、逆にもうどうにでもなれという気になってしまった。

　火ほ照てった顔を煽あおぎながら、改めて用意された鏡を見てみる。

　帽子は被かぶっていないが、十八歳の自分が纏まとう村の正装に子供のころの記き憶おくが重なった。

（本当にキドナの服だわ……）

　あのまま豪ごう雨うに見舞われず村で育っていれば、自分もこのように装よそおい誰かに嫁とついでいたのだろうか────。

「ごめん、レヴィスさん。いったん帯ほどいてもらってもいい？」

「あっ！　はい」

　仕立て屋の声に我に返り、エリルは手早く飾り紐と帯を外はずした。

　台の上に置かれたそれを見て、リトが首を傾げる。

「これって鞭ですよね。どうして帯に使うんですか？」

　リトの言うとおり、飾り紐と呼ばれているが実じつ質しつは牛の革に着色し編み合わせた鞭だ。

　細く堅かたい木の柄つかがあり、それを帯に差して紐部分をぐるりと腰に巻きつけ、結んだあとはトーブの裾に向かって垂たらす。全体の長さは身長の三分の二ほどで、革を縒より合わせているため非常に頑がん丈じようだ。

「これはね」

　エリルは柄を取り、軽く革の部分で床を打った。鋭するどい音が鳴り、リトとユークが目を見開く。

「牛や馬を追うためのものなのよ。畑を守るのは女の人の役目だから、私達の村ではお嫁入りの道具の一つだったの」

「へえー！」

　二人が感心したとき、ふと低い声が割って入った。

「失礼」

　穏おだやかで響きのいい、堂々とした声だ。

　仕立て屋も含め全員が目を向け、その人物を視界に収めたエリルは呼吸を止めた。

　年は二十代後半だろうか。

　非常に背が高く、肩幅も胸むな板いたも厚い黒髪の男性だった。

　肉体に厚みはあるが筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうではなく、脱いだ外がい套とうを腕にかけた立ち姿は上品で洗せん練れんされている。吸い込まれそうな紺こん碧ぺきの瞳は切れ長で鋭く、引き結ばれた唇くちびるは厳いかめしい。

　現れたのは、どこかの国の若い王だと言われれば信じてしまいそうなほど、気品高く凄すご味みのある美び丈じよう夫ふだった。

「兄さん!?」

　リトの素すっ頓とん狂きような声が講堂にこだまし、エリルは目を見開く。

（クローウェル君のお兄さん!?）
















　精霊祭に合わせて来ると聞いていたが、まだ十日前だ。

　動どう揺ようしきったリトに対し、兄だという青年はゆっくりと真ま一いち文もん字じに結ばれていた唇を開いた。

「リト、蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやを目指すというのは本当なのか？　連れん禱とうができないと手紙にあったがいったいどういうことだ？　お前は行く前からそれを知っていて、その上でパンディアに行ったというのか？　お前と連禱できる先輩は」

「兄さん、ちょっと！」

　リトが焦あせったように兄の腕を引き、強引に引っ張っていく。

「ちょっと話をするので先輩達は先に帰っててください！」

　振り向きざまに言い、小走りに講堂を出ていってしまった。

　せっかくリトの身内が来たというのに、挨あい拶さつをする間もなかった。……リトの反応を見る限りそれでよかったようだが。

　エリルは少ししか見られなかったリトの兄の姿を丹たん念ねんに思い返した。

（あの人がクローウェル君のお兄さん……）

　確かによく似ていた。というよりも──

「そっくりじゃない！　駄犬が機き嫌げんの悪いときの顔に！」

　……同感である。

　エリルは遠えん慮りよして口にしなかったのだが、ターニアはあっさり言ってしまった。

　触れると切れそうな雰ふん囲い気きがよく似ている。冷ややかに研とぎ澄すまされ、可愛らしさや格かつ好こうよさよりも美しさが増すときのリトだ。

「やけに迫はく力りよくある兄ね。駄犬にあれを説得できるの？」

「ターニア先輩、リカルドさんの前で絶対に駄犬って言わないでくださいよ。あの人めちゃくちゃリトを可愛がってますから」

　エリルが叱しからないと駄だ目めなことをユークが代わりに言ってくれた。

　兄の名がリカルドであることや、どう挨拶するかを考えるよりも、ついに始まってしまったという気持ちが強くて動けない。

　複雑な心しん境きようで、エリルは兄弟きようだいが出ていった講堂の扉をずっと見つめていた。
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「兄さん、どうしてこんなに早くパンディアに……!?」

　集会所の奥にある一室に兄を押し込め、リトは後ろ手に扉を閉めた。

　まだ精霊祭まで十日もある。この兄に限って間違えたわけではないだろうから、いつかターニアが言ったようにパンディアの上じよう層そう部ぶと話し合う気に違いない。

　阻そ止しする気持ちで強めに迫せまったが、リカルドはやけに途と惑まどった顔をしている。

　リトの頭の先から足元までを何度も見直し、切れ長の目を最大限丸くしながらつぶやいた。

「……改めて見れば、背が伸びたな」

「そんなに伸びてないよ、いいからどうしてこんなに早くに」

「急に顔つきがしっかりした気がする。何があった？」

「何もな……、いや、いっぱいあったけど！」

　人生を変える出来事があったが、全て手紙に書いたはずだ。

　話の進まない兄に焦じれてリトは語気を強めた。

「今そんなことはいいから！　早すぎるよ、精霊祭は十日後だよ？」

　ターニアやユークに「吞のん気きすぎる」と叱しかられそうだが、リトはまだ兄や両親への言い訳を考えていなかったのだ。

　焦りのあまり咎とがめるような口調になってしまったが、リカルドはかまうことなく話を切り出した。

「リト。精霊庁からも連絡が来たが、連れん禱とうができないというのは本当に本当なのか？」

　その真剣な顔にリトは、あ、と身じろいだ。

　リトにとっては精霊術士になった当初からのことで、学園の皆にも打ち明けすでに受け入れられている。

　もう済んだことだと思っていたが、兄やオルティスの家族にとってはそうではないのだ。

　ちゃんと自分から言うべきだと覚悟し、リトは素直にうなずいた。

「うん。本当なんだ。精霊術士だって言われて、連禱練習したときから変だと思っていた。自分が連禱できないんじゃないかって気づいて、実際にそうだった」

　リカルドは過か剰じように驚くことはなかったが、ただ言葉を失なくしたように押し黙る。

　リトが精霊術士であったと判明したとき、素晴らしい力を持っていることを喜んでくれた兄だ。信じがたいのも無理はない。

　リカルドは言葉を選ぶように唇くちびるを震わせ、痛ましげに紺碧の瞳を伏せた。

「お前は……、知っていて私達に何も言わずパンディアに行ったのか？」

　兄の傷ついた顔を見て、リトは懸けん命めいに首を振った。

「違うよ、言えなかったんじゃなくて俺が言いたくなかっただけなんだ！　父さんや兄さんのせいじゃない。それにパンディアに行けば連禱できるようになるんじゃないかと思ったし！」

　これは噓うそではない。パンディアに行けばどうにかなるのではないかという期待はあった。

「だからこれは俺の責任で！」

「とにかくお前が連禱できないということは本当なんだな？　じゃあ怪け我がしないうちに帰ってきなさい」

「ちょっ、兄さん!?」

　さっきの傷ついた顔はなんだったんだというほど、リカルドは平然とした表情を取り戻す。

　事実は事実として受け止め、それを取り沙ざ汰たしてもどうにもならないと判断したのだろう。合理的に話を終わらせ、リカルドは当然のように命令した。

「連禱できないなんて危ない。お前が戦う必要はないだろう」

「予想どおりすぎる！　だからっ、手紙にも書いたけど、俺、蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやを目指すって決めたんだ。だから卒業後はパンディアに残る。オルティスには帰らないし、連術士協会にも入らない！」

「ほう……」

　リカルドの目が静かに細くなる。

　もともと鋭するどく厳いかめしい顔をしているが、少し目を細めるだけでその迫力が倍ばい増ぞうだ。

（こ、怖い……！）

　リトは無意識に後ずさった。

　勢いきおいに任せて卒業後の予定まで宣言したが、当たり前というか考えなくても分かるというか、兄には受け入れられるものではなかったらしい。

　眼がん力りきに負けそうだが、リトは目だけは逸そらさず堪こらえた。

「本気だから。もう決めたんだ」

　リカルドとは十二歳も年が離れており、リトにとっては兄というより父親のようなものだ。

　生まれたときからリトのことを可か愛わいがってくれ、どちらかというと過か保ほ護ごだが、何もかもを許してくれるわけではない。

（だから、とにかく兄さんに味方になってもらわないと！）

　父もオルティス国王もリカルドの意見なら聞いてくれる。それほど兄は父から信頼され、国王にも重ちよう用ようされているからだ。

　真っ向から見つめ返せば、リカルドは表情も変えずわずかに首を傾げた。

「お前は連禱ができないのにか？」

「人を選べばできるよ。それに俺、連禱じゃなくても魔物と戦える」

「戦う必要はない」

　静かだが、有う無むを言わさぬ口調だ。

　こういう声のとき、兄は意見を変えないと分かっているが黙って従したがうわけにはいかない。

「戦わないと駄だ目めだよ。俺は精霊術士として力を与えられたんだし、もうオルティスじゃなくてパンディアの人間なんだ」

「国こく籍せきが移ったとしても家族であることに変わりはない。連禱できないのに魔物と戦うなど、止めるのが当然だろう」

「で、でも！」

　必死で頭を働かせ反はん論ろんを考えるリトに、リカルドは眉まゆを寄せてため息をついた。

「先ほど教員室で話を聞いたが、お前と唯ゆい一いつ組める先輩の希望が蒼穹の守護者だそうだな。だからお前もそれを目指すんだとか」

「そうじゃないよ！　俺は自分で蒼穹の守護者になりたいと思って……」

　連禱できる相手がエリルであることや、自身の恋のことなどはもちろん手紙に書いていない。エリルに迷めい惑わくがかかるだけだと自分でも判断できたからだ。

　いったい誰が兄に言ったんだと焦あせったが、とりあえずエリルからは話を逸らさないといけない。

「とにかくその先輩は関係なくて、俺は連禱できないから連術士協会なんて」

「お前はその先輩のことが好きで、校内で知らぬ者はいないような状態らしいが。さっきお前と一緒にいた、赤い服を着た女性が唯一連禱できるというエリル・レヴィスか？」

「いッ!?」

　しまった！　と思ったときには遅かった。

　あっという間に顔に血が上のぼり、隠しようがなくなってしまった。

　兄からそんなことを言われるとは予想もしていなかったし、ただエリルと並んで立っていただけで悟さとられるとも思っていなかったのだ。

　持って生まれた性しよう分ぶんか経験不足のせいか、リトは恋愛感情やエリルに対する欲よつ求きゆうを隠すことができない。

　見るだけで察さつせられてしまうほどなのかと思うと恥ずかしく、顔で返事をしてしまったリトはごにょごにょと言葉を濁にごした。

「す、好きっていうか、エリル先輩のためになりたいというか……」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　一言で断だんじ、リカルドは厳しい口調で叱る。

「恋愛をさせるためにお前をこの学園に入れたわけではない。勉強する気がないなら家に帰りなさい」

　決めつけられ、リトはむっとした。

「勉強はしてるよ。蒼穹の守護者になるから家には帰らない」

「お前はまだ十六だろう？　将来のことを決めるには早すぎる」

「全然早くなんかない。十六で決めたって二は十た歳ちで決めたって同じだ」

「今から学園長と話をする。退学が無理なら卒業後の赴ふ任にん先さきはオルティスだ。それが約束されないようであれば、私は今すぐお前を連れて帰る」

「勝手すぎる！　俺は精霊術士なんだ、パンディアに従わないといけない！」

　入学前からは考えられないようなことを言うリトに、リカルドは眉を上げたがすぐに平静を取り戻す。

「魔物を倒すことができるのは連禱だけ。なら連禱のできない精霊術士は例外だろう。お前がここに残る必要はない」

「兄さんっ！」

「お前が蒼穹の守護者になりたい本当の理由はなんだ？」

　え、とリトは思わず身体からだを揺らせた。

（本当の理由、って……）

　当然、エリルを守るためだ。

　だがリカルドは突き刺すような瞳でリトを見つめる。

「エリル・レヴィスの助けになりたいから、か？　ではこの先彼女がお前以外の人間を選んでも、お前は彼女のために側に居続けるのか？」

「──！」

　まったく、思ってもみない方向から物をぶつけられた気がしてリトは硬こう直ちよくした。

　一瞬どういう反応をすればいいのかも分からなくなり、思考が停止する。

　──エリルが、リト以外の人間を選んだら…………。

　そんなことは考えたことがなかった。

　そんな可か能のう性せいは、リトの描く未来の中に露つゆほども存在していなかったからだ。

「また後で話をしよう」

　とっさに答えられなかったリトの肩を叩き、リカルドは部屋を出ていく。

　言われた言葉の意味を考え、リトは身じろぎもせず立ち尽くしていた。
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「レヴィス君」

　衣装から制服に着替え、しばらく講堂で待っていたエリルを呼んだのはリトではなかった。

　一人で戻ってきたリカルドは、椅い子すから立ち上がったエリルに優しく声をかける。

「少し話をさせてもらいたい。学園まで馬車で送ろう」

「──はい」

　内容は聞かなくても分かる気がしたが、逃げるわけにはいかない。エリルにも責任のあることだ。

　先に帰るわと振り返れば、珍しくターニアにあっさりとうなずかれた。

「では行こう」

　ユークと親しげに挨あい拶さつを済ませ、リカルドはエリルを先導して歩きだす。

　集会所の前には立りつ派ぱな箱馬車が駐とめてあり、馭ぎよ者しやの男性が恭うやうやしく扉を開けてくれた。

　天鵞絨ビロード張りの席にリカルドと向かい合わせに座れば、ゆっくりと馬車が動きだす。

　何度も人が横切る村の道を馬車は止まりがちに進み、エリルとリカルドは初めて名を名乗り挨拶を交かわした。

　馬車が動きだしてしばらくはエリルに対する質問が主だった。

　どこで生まれ、どのようにして精霊術士になったのか。連禱できないというのは本当か。ただ一人、リトとだけ連禱できるのは本当か。

　早く本題に入ればいいのにと思いつつ、エリルは噓うそのないよう丁てい寧ねいに答えた。

　リトはリカルドの説得にどう答えたのだろう。

　気にはなったが、尋ねることはできなかった。

　馬車は曲がりくねった西の坂道を登り切り、学園へと到着する。

　リカルドがようやく本題を切り出したのは、中央棟前で馬車を降り、エリルが送ってもらった礼を述のべたときだった。

　去ろうとしたエリルを呼び止め、リカルドは簡かん潔けつに問う。

「君はリトのことをどう思っている？」

「後こう輩はいです」

　聞かれることぐらい分かっていた。

　表情を変えないエリルの即そく答とうに安心したようにうなずき、リカルドは予想どおりの話を始めた。

「こういうことをお願いするのも酷こくだが、君にはリトのことを好きにならないよう気をつけてもらいたい」

　酷だと言う割に、たいして悩む様子もなく上から目線だった。お願いではなく義ぎ務むを言い渡されている気分だ。

「リトは君のことが好きで、校内でも有名らしいな。まだ若いし一いち時じの気の迷いだと思うが、君が想いに応こたえれば本物に変わってしまうかもしれない。あの子の言うことやすることは真まに受けず、適切に対たい処しよしてくれ」

　適切な対処は言われなくてもすでにしている。

「かなり君に入れ込んでいるようだが、そういった感情は長続きしない。来年には心変わりするだろう」

「…………」

　言いたいことはたくさんあったが、リトの家族にとってエリルが非常に危険な存在であることは確かだ。

　心のうちを見せないよう、エリルはリカルドが望んでいるであろう言葉を口にした。

「分かっています。私はクローウェル君を好きになったりはしません」

　もともとリトの進む道に影響を与えてしまったのはエリルの方である。

（だから、こうして釘くぎを刺さされるのは当然のこと）

　エリルの迷いのない答えに、リカルドは目に見えてほっとした。

「それを聞いて安心した。ありがとう。これからもあの子と仲良くしてやってくれ」

　──これからもあの子と仲良くしてやってくれ。

　最後の一言に言いようのない怒りが湧わいたが、エリルは返事の代わりに一礼をした。

　リカルドが満足そうな様子で中央棟へ入って行き、馬車が厩きゆう舎しやへと去って行く。それまでエリルは顔を上げなかった。

（まだよ、まだ切れないでエリル）

　いったい自分は何に腹を立てているのか。

　こういう会話が交わされることは予想済みであり、エリルが怒る権利は何もないはずだ。

　それなのに無む性しように嫌いやな気分に襲おそわれる。

（ああ、東の岩場に行きたい……！）

　誰もいないところで感情をぶちまけようにも、二カ月前に壊かい滅めつしてしまった岩場は完全に立ち入り禁止だ。

　以前のように大声で叫んで精霊王と話がしたい。そうすればこの感情の原因も分かってすっきりするに違いない。

　まだターニアの戻っていない寮りように帰るべく、急いで石いし畳だたみの歩道を歩きだしたとき。

「エリル先輩！」

　リトの声が聞こえ、エリルは驚いて足を止めた。

　なんと、まだ下の村にいたはずのリトが西せい翼よくの方から駆けてきたのだ。

　あっという間にエリルの元へたどり着き、大きく息を吐く。

「エリル先輩、兄さんは……！」

　あまり話をしたくなくて、エリルはそっけなく身を翻ひるがえした。

「お兄さんなら中央棟へ行ったわよ。私は帰るわね」

「待ってください、兄さんのことはどうでもいいです！　ターニア先輩からエリル先輩が連れられていったって聞いて……」

　どうりでターニアがあっさり引き下がったはずだ。あのあとすぐリトに知らせに行ったのだろう。

（別に言わなくてもよかったのに）

　せっかくの親友の気き遣づかいだが、今だけはリトに来てもらいたくなかった。

　だが、リトはまとわりつくようにして寮に向かうエリルを追いかける。

「兄さんに何を言われたんですか？　教えてください」

「たいしたことじゃないわ。大丈夫よ」

　このままリトといれば激しく八やつ当あたりしてしまいそうで、エリルは足早に歩道を進む。できれば一人にしてもらいたい。

　それなのにリトは焦ったように追いすがってくる。

「ちょっと待ってください！　先輩怒ってますよね!?」

「怒ってないわ」

「噓だ！　怒ってる！」

「怒ってないったら」

「絶対噓だ！　めちゃくちゃ怒ってるじゃないですか！」

（あああああああああもうッッ！）

　こんな感情は長続きしない!?　これだけしつこくてうるさい男が来年には心変わりする!?

（だったら今すぐしてほしいぐらいだわ！）

「クローウェル君、あなたね……っ！」

「どうぞ!!」

　限界が来て振り返った瞬間両腕を広げて構えられ、思わず目が点になってしまった。

　リトは腕を広げたままととと、と回り込み、エリルの進路をふさぐように前へと移動する。

　歩道に立ちふさがったまま、必死の形ぎよう相そうで押し迫ってきた。

「どうぞ！　俺をパンディアの聖せい山ざんだと思って文もん句くをぶつけてください！　精霊王だと思って怒りの全てを！」

　ぽかんと目の前のリトを見上げることしかできない。リトはますます熱く、瞬まばたきもせずエリルを見つめながら懸けん命めいに訴うつたえる。

「なんでもいいです！　腹立つだのむかつくだの馬鹿野や郎ろうでも二度と来るなでも!!　全部俺が受け止めますから！」

　真剣だ。

　開いた口がふさがらなくなったエリルに向け、さらに迫る。

「もうあの岩場には入れないから、だから代わりに俺に──！」

「ぶっ」

　堪こらえていたのに噴き出してしまった。慌あわてて口を覆おおったが笑いが止まらない。

　我が慢まんしようとしても思っても我慢できず、声を上げて爆ばく笑しようしてしまった。

「ク、クローウェル君おかしいわ！」

「え、え？　俺、変ですか？」

「変よ！　すっごく！」

（全部俺が受け止めますからって……！）

　聖山と思えとか、どうしてそんな発想になるのか謎なぞだ。

　本人はなぜ笑われているのか分からないらしくおろおろしている。それもおかしくてエリルは笑いつづけた。

　こんなことを言ってくれる人がいるとは思わず、面白さと同時に嬉うれしくもある。

　ひとしきり笑ったエリルは目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐった。

「ありがとう。元気出たわ」

　いつの間にか嫌な感情は綺き麗れいさっぱり消え去っていた。

　聖せい山ざんに叫ぶときと同じような清すが々すがしさに、不思議な気分になる。

「で、でも先輩……！」

「もういいのよ。すっきりしたから」

　リカルドに何か言われたからといって、リトとエリルの関係は変わらない。

　最初から決めていたことで、いちいち怒ったり悲しんだりするのは馬鹿らしいことだ。

　まだ途と惑まどっているリトが可愛らしくて、エリルは軽く手招きして歩きだした。

「寮まで一緒に帰る？」

「！　ハイッ！」

　エリルに誘われたのが嬉しかったのか、パッと輝いた笑顔と元気な声に癒いやされてしまう。

「そういえばクローウェル君、やけに来るのが早かったけど学園まで馬車で来たの？」

　リカルドとの立ち話なんて五分もしていない。エリルが集会所を出たとき、リトはまだ中にいたはずだ。

　何げなく聞けば、リトは疲れも汗の跡あとも見せず嬉き々きとして答えた。

「坂を走って来ました！」

「……………そう………」

　体力があり余っているな……、と感じた。
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　それなりに自じ制せい心しんがあり、自分の立場をわきまえている。

　リトにとって害になる人間ではないだろう。

　大きな懸け念ねん材料が片づき、比較的穏やかな気持ちでエリルとの会話を終えたが、数十分後にはそのよい気分をひっくり返されていた。




　学長室のソファに腰かけながら、リカルド・クローウェルはイライラと組んだ指を組み替えていた。

　リトを帰き郷きようさせるのは簡単なことだ。

　リトはもともとパンディア入りを嫌がっていたし、リカルドにはっきりと「行きたくない」と言ったこともある。帰ってこいと言えばすぐに退学するだろう──。

　そう、ここに来るまでは思っていた。

「では、パンディアはリトを渡さないと？　そうおっしゃるのか」

　それがどうだ。

　パンディアがリトを手放さないことは承しよう知ちの上だったが、当のリト本人までもが残ると言いだした。

　怒りを隠さない鋭い紺碧の瞳に対し、学園長パヴァルはにこやかに微笑ほほえむ。

「クローウェルさん。ご家族のお気持ちは痛いほど分かります。リト君ほど大切にされた子はいないでしょうし、彼は一人を除のぞいて連禱できないことが判はん明めいしてしまったのですから」

「危険すぎる。連禱ができないなら魔物を倒すことなどできないでしょう。ああ、リトなら単独で戦えるとか言うのはやめてください。体力を殺そがれることは聞いています」

「楽に使える方法もありますよ。ご存じでしょうが、三年生のエリル・レヴィスと組ませれば問題ありません」

　リカルドは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で黙った。

（よりによって好きになった相手がそれとは）

　救いは彼女と話した印象が悪くなかったことだ。馬ば鹿かではないし、何より節せつ度どもわきまえていたように思う。

　なので、リカルドはエリルと直接話をしてから考えようと思っていたことを持ち出した。

「ですから、リトを退学させられないのであればエリル・レヴィスをオルティスの連術士協会に招きます。我々としてはそれ以外の案は譲ゆずれない」

「申し訳ありません、レヴィスの希望は蒼穹の守護者なのですよ」

「そんなことは関係ない。あなた方が命めいじれば済むことでしょう」

「クローウェルさん。精霊術士になる子供達は、皆否いや応おうなしに戦わされるのです。ならばせめて本人の望む役目に就つかせてやりたい。それが我々パンディア国立連術士学園教員一同の切せつなる願いなのですよ」

　現時点で、エリルもリトも蒼穹の守護者を希望している。

　青あお筋すじの浮かびかけたこめかみを揉もみ、リカルドは慈じ愛あいに満ちた表情を浮かべる老ろう紳しん士しを見み据すえた。

「お考えは立派です。ですが、今パンディアはオルティスの中で微び妙みような位置に置かれている」

「そのようですね」

　学園長の表情は全く変わらず、穏やかな受け答えにリカルドは顔をしかめた。

「異い種しゆの出現です。過去三度異種はオルティスに現れ、甚じん大だいな被ひ害がいをもたらした。三度目など人死にが多すぎて村が滅ほろびたのですよ？　パンディアの連術士に対し、国民が不安や不満を抱いだき始めている。これでリトが蒼穹の守護者に……、パンディアに取られたりすればよけいに恨うらみの声が大きくなってしまう」

「異種の被害のせいで、オルティス国民にそういった空気が広がっていることは我々も憂ゆう慮りよしています。ですから、あなた方は独自にアントワルド王国と接せつ触しよくしたのでしょう？」

　突然矛ほこ先さきを向けられ、リカルドは息を吞のむ。

　だが不自然に思われないよう、すぐに口を開いた。

「私達がアントワルドと協定を結んだのは、純粋に情報を共有し魔物への警けい戒かいを強めるためです。精霊術とは別の角度から国を守ろうとしただけにすぎない」

　パンディアをないがしろにしたわけではないと主しゆ張ちようすれば、学園長は「文もん句くを言っているのではありません」と首を横に振った。

「ジェーン・グリンダ研究所──、でしたか。アントワルドでは国民の救済として精霊術の研究が進められている」

「…………」

「よいことですよ。そういった研究は各国が進めるべきだし、アントワルドはその中でも最さい先せん端たんを走っている。グリンダ研究所には優秀な学者が揃そろっていますし、我々が異種の死し骸がいを貰もらい受けたのはついこの間ですからね」

　表情を変えないよう気をつけていたリカルドも、内心ひやりとせざるをえなかった。

　大陸五大国の中で、最初に異種が現れたのはオルティスだ。

　いや、最初と言わず二カ月前のパンディアを除のぞけば三度全てがオルティスだった。

　魔物の死骸は通常であれば当とう該がい国こくの連術士協会が処しよ理りをする。

　だがオルティスに現れた異種の死骸は、三体目を除いてアントワルドへ渡されたのだ。二体目などはパンディアから要よう請せいがあったにもかかわらず、だ。

　一体目のときは気がつかなかった、とのちに当時の協会長であったセルマン・フィロは言った。

　その魔物が新種だなどと考えず、ただ、とてつもなく強い魔物が現れたという認にん識しきだったのだ。

　現れたのがアントワルドとの国境線近くだったこともあり、動きの鈍にぶいオルティス連術士協会に代わり、アントワルドが守護者をかき集めてくれた。倒した魔物を引き取りたいと申し出られ、特に何も考えず譲ったのだという。

　フィロは「ただの強い魔物」として片づけパンディアに報告もせず、死骸を他国へ流したことも協会総そう轄かつであるリトの父に知らせなかった。

　以降三年ほどは何事も起こらず、再びアントワルドが接触してきたのは二体目の異種が現れたときである。

　このときも彼らは率そつ先せんして守護者を派は遣けんしてくれ、そのとき事前に言われていたことが「内々に死骸を貰い受けたい」だった。

　異種を倒したあとパンディアからも同様の連絡が来たが、オルティスは恩のあるアントワルドを優先し、パンディアには「死骸は自国で処理してしまった」と噓をついたのだ。

　通常ならあってはならないことである。

　魔物に関することはパンディアへ。

　それは大陸五大国の暗あん黙もくの了りよう解かいであり、もしかするとパンディアへ死骸を渡さなかったことで救える命が救えなくなるかもしれない。パンディアへ渡しておけば回かい避ひできたことが、できなくなるかもしれない。

　にもかかわらず、オルティスはアントワルドを選んだ。

　それだけ大きな恩を感じさせてしまうほど、異種は強かったのである。

　パンディアがやっと異種の死骸を手に入れたのは、オルティスに壊かい滅めつ的てきな被害をもたらした三体目のことだった。

　受け渡しにはパンディアの長老であるパヴァル・イムセント自みずからがオルティスを訪れ、国王と話をして帰った。

　会談の内容はリカルドもオルティス国王から聞いている。異変に気づかなかった一体目はアントワルドに、二体目は自国で処理を、を貫つらぬいたという。

〈異種〉という呼称は一体目の死骸を受け取ったアントワルドが名づけ、のちにパンディアが正式に認めたものだった。

　────パンディアとアントワルドは連絡を取り合っているのだろうか。

　少なくとも、噓をついたことはパンディアに見抜かれているような気がした。

　その証しよう拠こに、目の前の学園長はオルティスの民の不満など歯し牙がにもかけていないように見える。憂慮している、と言ったが噓だろう。

　学園長は沈ちん痛つうな面おも持もちでリカルドを見つめた。

「クローウェルさん。協会長としてのセルマン・フィロの怠たい慢まんは、本当に申し訳ないことだと思っています。我々はオルティスとアントワルド、そしてグリンダ研究所の繫つながりを断たつ気はありませんし、邪じや魔まもしません。オルティスにはこれまでどおり、連術士も派は遣けんしましょう。その代わり──」

　力強い声を制し、リカルドは続きを繫いだ。

「リトとエリル・レヴィスを渡すつもりはない、と？」

　最終的に言いたいことはそれだろう。

　微笑んだ学園長に、リカルドは覚悟を決めて用意していた言葉を持ち出した。

「これは私個人の意見ではなく、オルティスという国の総そう意いだとしても？」

　四カ国中一番多いとされている、パンディアへの寄付の一いつ切さいを打ち切ることになっても。

　そんなもので唯一魔物と戦える力を堅けん持じするパンディアが揺らぐとは思えないが、多少は痛いと思うかもしれない。

　若じやつ干かんの期待を込めたリカルドの脅おどしに、学園長はすっと微笑みを消した。

「リト・クローウェルとエリル・レヴィスをパンディアへ留とどめ置くのは私個人の意見でも、ましてや長老達の総意でもありません」

　眉をひそめたリカルドに、学園長は聞く者が怯ひるむほど真しん摯しな、力のこもった声で答えた。




「これは大陸に生きる人間、全ての総意です」










[image: ]




　衣い装しようも無事に仕上がり、小さ夜よの月は何事もなく過ぎた。

　精せい霊れい祭さいを翌日に控ひかえ、準備のために午前中のみの授業となった朝の教室で、ターニアは納なつ得とくいかなさげに頰ほお杖づえをつく。

「平和すぎて信じられないわ。辞じ退たいさせてやるとか捨すて台詞ぜりふ吐いたくせに、やけに静かじゃない？　絶対にブライアン・ノエルが何かしてくると思ってたのに」

　旗き手しゆに決まってから約一カ月半。

　エリルや周りの者が警けい戒かいしたわりに、大きな事件は起こらなかった。

　ノエルの様子からして直接の暴力も覚悟したが、拍ひよう子し抜けするほど何事もなく日は過ぎていき、明日はもう精霊祭当日だ。

　ターニアと同じく釈しやく然ぜんとしないものはあるが、エリルはなだめるように優しく言った。

「ノエル先せん輩ぱいにとっても大事な行事だもの。やっぱり祭りを失敗させたくない気持ちがあるんじゃない？」

　旗手でなくても、侍じ者しやになるだけで意味がある。エリルに何かあってもノエルに旗手の座は回ってこないだろうし、おそらく代わりに選ばれるのはリトだ。それはそれでノエルにとって悔くやしいことだろう。

「ターニアやクローウェル君、キアン君のおかげで平和に過ごせたし、無事に乗り切れそうだわ。嫌いやがらせも小さいことばっかりだったしね」

　相変わらず何かを投げられたり足を引っかけられたり、嫌いや味みを言われたり、そういったことは多い。だがどれも危機感を覚えるほどではなく、妙みようだと感じたのはたった一回。

　ペン先を投げつけられ、ハイヤーンが庇かばってくれた件だけだった。

　だがそれも一度限りでぴたりと鳴なりを潜ひそめている。

（あれにだけ精霊術が使われていた。ノエル先輩の指示だとしても、先生が庇ってくれたことで手が出せないと判断したのかもしれないわ）

　常に側にいて守ってくれた皆に感謝し、エリルは決意を新たにした。

（とにかく、明日は最後まで頑張らないと）

　せっかく将来を見越して与えられた幸運だ。

　リトを手元に置くための餌えさとしてだけではなく、これは自分に対する学園の気き遣づかいなのだとエリルは感じていた。

　たとえ内実は落ちこぼれでも、精霊祭の旗手を務つとめるだけで周りの目は変わる。それすらリトのおかげだとしても、旗手も務めず蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやに選ばれるよりよほどいい。

　だから完全にリトのおまけにならないように、学園は自分を選んでくれたのだ。

　そういうことだと勝手に決め、エリルは不ふ機き嫌げんそうなターニアに明るく声をかける。

「だから、大丈夫よ。あとは私がちゃんと役目を果はたせば……」

「レヴィスさん！」

　安心だ──、と言おうとしたエリルは自分を呼ぶ緊きん迫ぱくした声に顔を上げた。

　教室中が水を打ったように静まり、何事かと見れば扉口にベネット副学長が立っている。

　美しい細ほそ面おもての顔は強こわ張ばっており、副学長は硬かたい声で簡かん潔けつに言った。

「来なさい」







　戻れと言っても無理やりついてきたターニアと共に村の集会所に駆け込み、中の光景にエリルは愕がく然ぜんとした。

　明日は控室として使われる二階の講こう堂どうは綺き麗れいに片づけられていたが、相変わらず衣装で溢あふれている。

　村人たちが使う色とりどりの踊りの衣装と、エリルが明日持つはずの白い国こつ旗きや大きな鏡、身なりを整える小物や化け粧しよう道具。

　そして、奥には旗手の衣装である濃こい紅あかのトーブが置かれている。

（うそ……）

　それを目に映し、エリルは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　明日のために仕上げられ、人じん台だいに着せられていたトーブは無む残ざんに切り裂さかれ、左身み頃ごろが床に落ちていたのだ。

　鋭えい利りな刃物で断ち切ったかのように、肩から腰にかけて斜ななめに入った大きな裂け目。

　外はずしてあった帯は無事だったが、人台に残った右片方の刺し繡しゆうは細かく切られ、辺りに散らばっていた。

「な……」

　惨さん状じようにターニアが絶ぜつ句くし、エリルは放心のあまり講堂の床にへたり込んだ。

　目の前にあるものが信じられなかった。

　頭が真っ白になって、何を考えればいいかも分からない。

　三人の仕立て屋はすでにすすり泣いており、一言も発はつさずうなだれていた。

（どうして…………）

　エリルは裂かれたトーブを食い入るように見つめた。

　怒いかりが湧わけば立ち上がることもできるだろうにそれすらなくて、ひたすら力が抜けていく。見るうちに周囲が目に入らなくなり、暗闇の中にぽつんと自分とトーブだけが取り残されたような気になった。

　こんなんじゃ、明日はもう────。

「エリル先せん輩ぱい！」

　だが、駆け込んできた少年の声が重苦しい空気を破った。

　突然声をかけられ、エリルはびくりと全身を揺らす。

（……クローウェル君!?）

　目が覚めた思いで後ろを見れば、集会所へ駆け込んできたのは切せつ羽ぱ詰まった顔のリトだった。

　とっくに授業が始まっているというのに現れたリトは、一目で現状を把は握あくしたらしい。焦あせりながら仕立て屋に目を向ける。

「どういうことですか、鍵かぎは!?」

　リトのよく通る声と勢いきおいに涙が引っ込んだのか、仕立て屋の中年女性は急いで目め許もとを拭ぬぐった。

「もちろん掛けていたけど壊されていて……。朝来てみればもうこの状態だったの」

　申し訳なさそうに頭を下げたが、集会所の鍵など簡単な南なん京きん錠じようにすぎない。そもそも全員が顔見知りの小さな村で鍵を掛ける習慣はなく、厳重に管理するという発想がないのだ。中にあるのは衣装や国旗など祭りに必要な品ばかりであり、そんな大切な物に手を出す者はいないだろうという小しよう村そん特有の善意で管理は成り立っている。

「とにかく代わりの服を用意しないと。パンディアの衣装ならなんとか用意できると思うわ。それを調整して出る？」

　責任の追及とか犯人捜しをしている場合ではないと気づいたのか、副学長がすぐにエリルを立ち上がらせた。

　選せん択たく肢しなど他にない。

　ありがたい提案に、だがエリルは答えることができなかった。

（パンディアの衣装で出る──……）

　精霊祭に、キドナではなく。

　足元から何かが崩れ落ち、朦もう朧ろうとした頭で虚うつろに繰り返したとき────。




「駄だ目めです！　先輩はクーファの、キドナの衣装じゃないと駄目だ！」




　霞かすみがかった視界を切り裂くような声に、エリルはハッと目を見開いた。

（キドナの……）

　パンディアではなく、生まれ故郷の衣装でないと。

（キドナの衣装じゃないと……──！）

　何もかもが一いつ新しんされた心地ここちになってエリルは勢いきおいよく顔を上げたが、真しん理りを教えてくれた当の本人は顎あごにターニアの拳こぶしを食らって仰のけ反ぞっていた。

「こっの駄だ犬けんが──っ!!　理想論じゃどうにもなんないの！　刺繡し直すのにどれだけ時間かかると思ってんのよ!?」

「分からないですごめんなさいっ！　すみません簡単に言ってしまいました！」

　あっさりと降こう伏ふくしたリトにがくっと来たが、それでも気力は復活した。

（でもターニアの言うとおりだわ）

　今から修しゆう復ふくしたところで間に合うはずがない。直すこともできないし、取り寄せることもできないのだ。

　どうする──、と自問したとき。

「別に全部刺繡し直す必要はないと思いますよ。他で代用したらどうですか？」

　簡単そうに言う声が聞こえ、エリルは驚いて視線を巡めぐらせる。

　講堂に集まった全員が振り返れば、扉口には走ってきたらしいユークがいた。

　大きく息をついて歩み寄り、リトの額にこつんと拳こぶしを当てる。

「お前な、授業中に勝手に出ていくな」

「だ、だってエリル先輩が馬車に乗って村に行くのが見えたから、何かあったのかと思って……！」

「ロッシ先生にクローウェルは頭が悪いから欠席しますってごまかしといたぞ」

「ごまかせてない!!」

　逆に授業に出るべき言い訳だ。

　ともかくロッシが大目に見てくれたことを伝え、ユークは裂かれたトーブの前まで進み出た。

　形状を丹たん念ねんに眺め、ぱっとエリルを振り返る。

「キドナ地方ならいいんですよね？　三百年くらい前の服になりますが、下に長なが袖そでの上じよう衣いを着て、その上から刺繡の入った袖なしのトーブを重ねる時代がありました。それにしてはどうですか？　キドナの衣装に違いはない」

「キアン君、どうしてそんなこと知ってるの？」

　キドナの生まれであるエリルですらそんな時代のことは知らない。驚きの声を上げると、ユークは何でもないことのように答えた。

「この間エリル先輩に出身地を教えてもらって、どんなところかと調べました。他た意いはないです」

「すごい、ユーク！　さすが学者の息子むすこだな！」

　リトの称しよう賛さんに、ユークは微び妙みように顔をしかめる。

「それは関係ない。俺の性格だ。気になったことは調べずにいられないというか、単なる好こう奇き心しんなので」

　ただし！　とユークは表情を明るくしかけた一同に断ことわりを入れる。

「袖は切りますし、余った刺繡部分を上半身に使いますので切きり張ばりすることになる。せっかく作ってくださった仕立て屋さん方の努力が無駄になりますし、エリル先輩にとっても故郷の衣装そのままというわけにいかない。時代が違いますので」

　確かに、三百年前なら全く別物と言っていい。

　さらに刺繡を切るという事じ態たいに躊ちゆう躇ちよしたエリルだったが、即そく答とうしたのは仕立て屋達だった。

「私達はかまわないわ。このまま終わればそれこそ努力の無駄よ」

　全員がうなずき、その口調には全く迷いがない。

　一人ではなく仕立て屋三人ともが同じ気持ちと知り、また、努力が無駄になるの一言で揺れていたエリルの心もすぐに決まった。

（──迷ってる時間はない！）

「私もかまわないわ。残念だとは思うけど、キドナの衣装に変わりはないもの」

　作った職人達がいいと言ってくれるなら、それを受け取るのが最良だろう。

　当事者全員が同意したのを見て、ユークもうなずいた。

「では図書室から資料を取ってきます。絵を見てから詳しよう細さいや可能かどうかを決めてください」

　行動の早いユークが部屋を出ていき、残された面々は途と惑まどいながら視線を合わせた。

　床に落ちた半身の身頃を拾い上げ、エリルは誰にともなくつぶやく。

「袖なしのトーブ……。左側の刺繡は残ってるけど、袖とは図ず柄がらが全然違うわよね」

「違うと駄目なんですか？」

　きょとんとしたリトの額にターニアは手しゆ刀とうを入れる。

「駄目に決まってんじゃないの、こういう刺繡は左右対称が基本よ。でも眼鏡めがねが言うように上う手まくいくかしら」

「いけるいける、なるほどなと思ったわよ。刺繡部分はトーブに直接しているものじゃないし、トーブの縫い合わせ自体は一日あれば確実に間に合う」

　仕立て屋が感心したように何度もうなずき、副学長がふぅと息をついた。

「キドナの歴史を知っていないと出てこないわね。本当に柔じゆう軟なんな子だわ」

「俺達はこの服と刺繡をそのまま直す以外考えなかったからな」

「では、とりあえず袖の刺繡は外はずしておきましょうか」

　仕立て屋の男女はそう言いながら、素早く刺繡部分の布の取り外しを始める。裾部分は無事なのでそのままに、左前身頃、袖、そしてエリル達が手分けして散乱した右半分をかき集めると、しばらくしてユークが本を手に戻ってきた。




　が、一人ではない。




　学園の中央棟まで往復したとは思えない短時間で戻ってきたユークは、肩身が狭そうに隣を手で指した。

「リカルドさんが急いでいる俺を見かねて馬車を出してくれました……」

　なんとユークと一緒に村の集会所に現れたのは、リトの兄であるリカルドだった。

　すでに授業が始まっているのに村にいるリトを見み据すえ、低い声で問いただす。

「リト。こんなところで何をしている。授業はどうした」

　他人が聞くと一も二もなく謝ってしまいそうな声だが、微妙に喧けん嘩か中ちゆうのリトは負けじと睨にらみ返した。

「頭悪いから休んだ。兄さんこそどうしてここに？」

「頭？　頭ってお前……。私はお前が飛び出していくやらキアン君が飛び出していくやらまた急いで戻ってくるやらが精霊庁から見えて……ってそんなことはどうでもいい！　お前はいったい何をしている？　勉強はちゃんとしていると言ったがあれは噓うそか？」

「噓じゃない！　今はそれ以上に大変なときなんだ！」

「授業以上に大変ではないだろう！　さっさと学舎に戻りなさい！」

　リトとリカルドが兄弟きようだい喧げん嘩かを繰り広げている間にユークは本を開き、仕立て屋とエリル達は額を合わせて覗のぞき込んだ。

　そこには裾の絞しぼられた下した穿ばきと、袖口の広い上衣、その上から袖のない貫かん頭とう衣いを着て帯を締めた女性の絵が描かれている。

「これなら確かにいけるかも……。刺繡の修復さえ上手くいけば」

「上衣と下穿きは半日あればなんとか作れるな」

「生き地じはどうするんですか？　パンディアに合いそうな絹きぬや綿めんはありませんよ？」

「一番近い町は」

　仕立て屋の声にユークがすぐに答える。

「オルティスのロウムですね。片道五時間ぐらいあれば行ける」

　パンディアとの国境にあり、精霊祭に訪れる人が宿を取ることが多い大きな町だ。

　だが副学長が悲ひ観かん的てきな顔で口をはさむ。

「時間の問題じゃないでしょう。今から国境を越える手続きをしたって間に合わないわ。通行証の発行に三日はかかるのよ？」

「なんとか出してもらえない？　精霊祭に関わる緊きん急きゆう事じ態たいだって言って」

　仕立て屋に哀あい願がんされたが、副学長は答えず黙り込んだ。

　本当に緊急事態かといえばそうではない。ある布で代用しろとか、他の衣装でいいじゃないかと言われれば反論できない。

　ただでさえパンディアは出入りが厳げん重じゆうに管理されている。そう簡単に精霊庁が許可を出してくれるとも思えなかった。

「残念だけど……」

「通行証なら持ってる人いるじゃない、そこに」

　容よう赦しやないターニアの声が副学長の返事を遮さえぎる。

　一いつ斉せいに全員の視線が動き、唯ゆい一いつの部外者、未いまだにリトと言い合いをしている保護者に集中した。

　現在通行証を所しよ有ゆうしているのは────。

「リカルドさん!!」

　一斉に叫ばれ、まだリトに説教をしていたリカルドはぎょっとして全身を揺らせた。

「な、なんだ？」

　紺こん碧ぺきの瞳に不ふ審しんの色が浮かんだが、仕立て屋三人がなりふりかまわず両手を組み合わせリカルドを取り囲む。

「通行証を持ってらっしゃるの!?　お願いしますオルティスのロウムまで走ってくださいな！」

「ちょっと生地買ってパンディアに戻ってくるだけだ！　行ってくれ、通行証使って！」

「お願いします通行証さん！」

「は!?　なんだ通行証とは!?」

　こちらの話を全く聞いていなかったリカルドは混乱するが、仕立て屋たちもえぐいほど「通行証」しか言わない。

　他国の身分高い貴き族ぞく相手に無茶な要求をしているのは百も承しよう知ちだ。

（でも可能性があるなら──！）

　やりもせずにあきらめたくはない、とエリルは皆を代表してリカルドの前に立った。

　不審や途と惑まどいから怒っているように見えるリカルドへ、誠せい意いを尽くして頭を下げる。

「リカルドさん、衣装が破かれて代わりの布が必要になりました。パンディアにはないのでロウムの町に行きたいのですが、通行証を発行する時間がありません。こんなことをお願いするのは本当に申し訳ないのですが、リカルドさんに生地を買ってきていただきたいんです」

　通行証さえあれば、国境での手続きだけで出入国することができる。

　リカルドは部外者であり、まともに話を聞くのもおかしいほどのお願いだ。使い走りで他国まで往復させていい人物ではないし、失礼極まりないが他に方法がない。

　エリルは全身全ぜん霊れいを込めて、がばりと頭を下げた。

「どうか、どうかお願いします────！」

「お願いします!!」

　脛すねに頭がつくほど腰を折ったエリルに続き、全員が揃そろって頭を下げた。

　勢いに押されたようにリカルドは後こう退たいする。

「いや、いったい何を。ロウムに生地を買いに行けとか、そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　だいたいどうして私が……！」

「行って、兄さん！」

　口を開こうとした兄より先に、リトは決けつ死しの表情で叫んだ。




「行ってくれないと俺、兄さんのこと嫌いになるからっ！」




「──!?」

　あまりの台詞せりふにその場にいた全員がピシッと固まったが、リトは怯ひるまない。

　いや無理だろうとか冗じよう談だん言うなよと茶ちや化かすこともできず、針はりが落ちても聞こえるほどの沈ちん黙もくが流れたとき──。

　リカルドが困惑したように弱々しく言った。

「……帰りは夜遅くになるぞ？」

　行くのかよっ!!　と全員が突っ込みそうになったが、ここは我が慢まんだ。せっかくその気になってくれたのだから。

　仕立て屋の男性が手を挙あげ、リカルドの腕を取った。

「国境まで俺が一緒に行きますよ。万が一間違えて買ってきたらその場でもう一回行ってこいって言えるように！　どんな生地を買うかは馬車の中で説明しますから！」

「何!?」

　勝手に決められ動どう揺ようするリカルドを無視し、仕立て屋の女性二人はすぐさま手を叩いた。

「じゃあこっちはトーブの縫い合わせと刺繡の修復を！」

「あの、私も手伝います。刺繡ならできますから！」

　エリルが手を上げれば、隣でターニアも手を上げた。

「あたしも手伝うわ。刺繡は得意分野よ」

　え!?　と驚きよう愕がくの表情をしたリトとユークに凍いてつくような視線を浴あびせ、ターニアは仕立て屋から針と金の糸を受け取る。

　すぐさまリトも挙きよ手しゆした。

「俺も！　俺もなんか手伝います！」

「邪魔よ、駄犬」

「ううっ！」

「駄犬!?　君は今誰に向かって駄犬と言ったのだ!?」

　脳のう天てんから声が出たリカルドの前で、ユークが慌あわててターニアの口を塞ふさぐ。

　笑みでごまかしながら、素早く仕立て屋に視線を向けた。

「あ、えっと、じゃあ刺繡の図案を俺とリトに任せてもらえませんか？　なるべく無事な部分は使いたいし、キドナらしい柄にしますんで」

「ユーク──！」

　抱きつこうとするリトの額を掌てのひらで押し返すユークに、仕立て屋は両手を合わせた。

「あ、じゃあお願いするわ。あなたになら意い匠しようを任せても大丈夫な気がする。私達は先にトーブを仕上げるから」

「了りよう解かいです。ではエリル先輩、無事な刺繡を全部見せてください」

　さくさくと進んでいく役割分ぶん担たんに、ただ一人副学長だけが慌てたように生徒達を止めた。

「ちょ、ちょっとお待ちなさい、あなた達授業はどうするの？」

　今日は午後までとはいえ、まだ午前の残り授業があるのだ。

　百歩譲ってエリルは仕方ないが、ターニア、リト、ユークは無関係である。

　さっさと床に座り込み、刺繡の用意を始めるターニアは事もなげに答えた。

「胸むな糞くそ悪いから欠席するわ」

「俺は頭が悪いので休みます！」

「えーと……じゃあ目が悪いので欠席します。すみません」

　伊だ達て眼鏡のユークにまで申し訳なさそうに答えられ、副学長はがっくりとうなだれたが不ふ承しよう不ぶ承しよう受け入れてくれた。腰に手を当て、盛せい大だいなため息を吐つく。

「分かったわ。一年生と三年生の担当教きよう諭ゆにはそう伝えておきます。あと、念のためパンディアの衣装を運んでおくわね」

「副学長！　ありがとうございます！」

　全員の声が重なり、エリルは輪になって座った面々を順じゆん繰ぐりに見つめた。

「みんな……」

　授業に出るよう勧すすめるべきだが、今は人ひと手でが欲しい。

　申し訳なさのあまり言うべき言葉が見つからないエリルに、ターニアは針と糸を差し出す。

「さっさとやるわよ。時間ないんだから」

「エリル先輩、最後まで頑がん張ばりましょう！」

「大丈夫ですよ、休んだ講義分はちゃんとリトに勉強させますから」

「え!?」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしたリトに皆が笑い、つられて笑ってしまったエリルは深々と礼をした。

「ありがとう！」

　その背後で仕立て屋の男性がさっさと買い出しの準備を揃え、リカルドの腕を摑つかんで手を振る。

「じゃあ俺達はロウムに行ってきますよ！」

「何っ、もう行くのか!?」

「行ってらっしゃい、兄さん！」

「頼んだわよ、リカルドさん！　いいの買ってきてちょうだい！」

　引きずられ転がるような足取りで講堂を出ていくリカルドに、リトや仕立て屋の女性陣から声せい援えんが飛ぶ。

　扉口で振り返ったリカルドに、エリルは大きく頭を下げた。

「リカルドさん、どうぞよろしくお願いします！」

　こちらを見たリカルドはどこか呆ぼう然ぜんとした顔をしていたが、講堂を出る間ま際ぎわに確かにうなずいてくれた。
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　針仕事はどれも地道な作業だが、刺繡も言うに及ばずである。

　朝から黙もく々もくと針を入れ続けているが、夕刻になっても三分の一しか進んでいない。

　本当に間に合うのだろうかと不安になるが、トーブの修復を終えた仕立て屋二人が加わってくれると格かく段だんに能率が上がった。

　これならいけるんじゃないかと思うと俄が然ぜんやる気が出てきて、誰もが一言もしゃべらずひたすら刺繡を入れていたとき。

『うわっ』

　若じやつ干かん怯おびえたような声が響き、暗がりの中でランタンの光が二つ揺れた。

　講堂の入り口で人影が動き、エリル達が輪になって座る奥へと進んでくる。

『びっくりしたー、明かり足しなよ。暗いよ』

「何の儀ぎ式しきかと思ったぞ……」

　手にしたランタンを掲かかげて現れたのは、ハイヤーンと一年生の実じつ技ぎ指し導どう長ちよう官かんであるロッシだった。車くるま座ざで一つの灯ひを囲んでうつむく六人の姿に二人とも顔を引きつらせている。

　いつの間にか窓の外も部屋も真っ暗で、灯は夕刻に一つ入れたきりだったのだ。

　集中しきっていた仕立て屋が焦りながらきょろきょろと辺りを見回す。

「やだ、今何時!?　ちょっとグレイ、壁に時計があるから見て来てちょうだい！」

『九時前ですよ。やっと仕事が終わったから来てみれば、暗がりで輪になってるからびっくりした』

　ハイヤーンと仕立て屋が親しげにしゃべり、ロッシの姿を見たリトは慌てて布を置いた。

「先生、今日は授業を抜け出してしまってすみませんでした！」

「いや、かまわない。キアンから頭が悪いということは聞いている」

「…………」

　さらりと返され何ともいえない顔をしたリトに皆が噴き出し、仕立て屋はパンパンと手を叩いた。

「さあさあ、先にご飯を食べに行きましょう。食堂が閉まっちゃうわ。早く食べておかないとリカルドさんが帰ってくるかもしれないしね」

　生地探しが上う手まくいけばそろそろ帰ってきてもおかしくない。彼らが戻ってから食事に行くなど時間の無駄だ。

　立ち上がった面々にハイヤーンがひらひらと手を振る。

『いってらっしゃーい。ここは僕とアランで見ておくよ』

「刺繡はできんが」

　ロッシが真顔で言い添え、教師二人のありがたい申し出にエリルは「あ」と声を上げた。

「あの、私も残ります。あんまりお腹が空すいてないから」

　別にハイヤーンたちに気を使ったわけでもなく、刺繡を進めないとという強きよう迫はく観かん念ねんに押されたわけでもない。噓ではなく本当に食欲がなかったのだ。

「でも先輩……！」

　案あんの定じよう心配そうな顔で食い下がったリトを止めたのは、ユークとターニアだった。

　ユークはハイヤーンとロッシが使っていたランタンを受け取り、一つを仕立て屋達に渡す。

「ほら行くぞ、リト。下へ手たしたら徹てつ夜やだからお前はちゃんと食っとけ」

「エリル、何か簡単に食べられるものをもらってくるわ。食べたかったらここで食べなさい」

「ありがとう！」

　ターニアの気き遣づかいに感謝し、エリルはまだ不安そうな顔をしているリトに笑顔を向けた。

「先生達がいるから大丈夫よ。休きゆう憩けいしてきて」

　リトは自分達のいない間にまた誰かが入り込んだら、と心配しているのだろう。

　だが、どこの誰が来てもハイヤーンとロッシがいれば怖くはない。エリルにとって最も信頼できる教師二人なのだから。

　安心させようと言ったのだが、リトは曖あい昧まいに笑うような怒るような複ふく雑ざつな顔を見せる。

　その表情が少しだけ気にかかったが、リトはすぐ視線を逸そらした。

「──……じゃあ、俺達は行ってきます」

「ええ。ゆっくり食べてきてね」

　慣れないことをして疲れただろう。だがリトは「すぐに戻ります」と真逆のことを返して講堂を出ていった。

　五人が出ていくや否いなや、腰を下ろしたロッシとハイヤーンが同時にしゃべりだす。

「クローウェルとキアンに刺繡をさせているのか？　大丈夫なのか？」

『ねえ、明かり入れないの？　暗くない？』

「明かりは少人数なのでいいです。油がもったいないし、みんなが帰ってきたら入れます。クローウェル君とキアン君の刺繡はやりたいって言ってくれたので、ターニアの指し導どうで」

「イムセントが刺繡を指導？　彼女と刺繡はかけ離れているような気がするが……いや、これはただの意外性であって決して貶けなしているわけではないぞ？」

『ご飯はお祭り前で豪ごう華かだったよ。本当に食べなくていいの？』

「副学長に聞いたが、クローウェル氏をロウムに行かせたらしいな。もしやそれもイムセントか？」

「先生、ちょっと一人ずつしゃべってもらえますか」

　自由すぎる。この教師二人の仲が良いことは知っているが、これで会話が成り立つのが不思議だ。

　ハイヤーンの疑問にはさして意味がないので、エリルは相手をロッシに絞しぼった。

「刺繡はターニアに『邪魔だから帰れ』って言われたクローウェル君が『嫌いやです！』って。初心者なので目立たないところを担当してもらってます。キアン君は上手じようずですよ。クローウェル君も初めてにしてはそこそこ」

　ユークとリトで図案を考えてくれたのだが、それが終わってすることがなくなってしまったのだ。それでも講堂にいたいというリトにターニアが刺繡を教え、見ていたユークの方が早く覚えてしまった。

　結局ユークも手伝う羽は目めになり、針と糸すら持ったことがなかったそうだがよい戦力になってくれている。

「あと、リカルドさんを動かしてくれたのはクローウェル君です」

　必ひつ殺さつの一言を思い出せば笑いが込み上げてしまうが、笑うのは申し訳ないのでなんとか堪こらえた。仕立て屋がついているし、買う物は確かだろう。

　ふーんと一通り説明を聞き、ハイヤーンは少し真ま面じ目めな顔をした。

『で、全校生徒に昨日きのうの夜同室の人が部屋にいたかどうかを聞いてみたよ。当たり前だけど全員部屋にいたって答えだった』

　教師陣で手分けして聞き込みをしたらしい。だが同室者が共きよう謀ぼうしていれば簡単なことだ。

　ロッシは細こま切ぎれになった刺繡布を見下ろし、低くつぶやく。

「これも風の術を使って裂かれているな。鋏はさみなどでできることではない」

『鋏でやるにしても時間かかるからね。風の祝福の持ち主とは限らないけど』

　こんなものは基き礎その祝しゆく詩しを使えば一年生にだってできる。

『あのペン先の犯人と同一かな？　その後動きがなくて犯人が見つかってないけど』

「はい。あれ以来精せい霊れい術じゆつを使って何かされたことはなくて」

　投げられたときは淡たん々たんとした様子のハイヤーンだったが、やはり他の嫌がらせと一線を画かくすると感じていたらしい。エリルも同様に相手の本気を感じ取っていた。

「ターニアはノエル先輩と風の侍じ者しやが何かしたんじゃないかって言うんですけど……」

　ここまでのことをする犯人など一人しか思い浮かばない。

　エリルと同郷の上級生であり、旗き手しゆの座に執しゆう念ねんを燃やしていた火の侍者ブライアン・ノエルだ。

　立てた膝ひざに片かた肘ひじをつき、ロッシは忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄せた。

「だが憶おく測そくの域いきを出んな。そもそも彼らが実じつ行こう犯はんでない可か能のう性せいもある」

　ロッシの言葉にエリルもうなずく。

　現場を見たわけでもないし、証しよう拠こもなしに彼らを捕とらえることはできない。

　エリルへの態度がどうであれ、ノエルは一般的に見て品ひん行こう方ほう正せいな優等生だ。

　ここでノエルが犯人だと騒ぎ立てれば、他の教師たちはエリルが旗手を務めること自体に意見を出してくるだろう。糾きゆう弾だんしたいなら証しよう拠こを摑つかまなければならない。

　すでに人台に着せられ、綺き麗れいに縫い合わされたトーブを見つめエリルはつぶやいた。

「でも、こんなことをして何になるんでしょうか……。衣装がなくたって私が旗手であることに変わりはないし、疑われたりすればノエル先輩の方が危ないのに」

『勧かん告こくだろう』

　断だん言げんし、ハイヤーンは涼すずやかな目に侮ぶ蔑べつの色を浮かべる。

『辞退しろって言いたいんだ。祭りが始まってしまえばもう手出しができないからね。陰に隠れてレヴィスさんに何かできるのは今日が最後だ』

「──情けない。侍者の役を与えれば大人しくしているかと思ったが甘あまかったようだな」

　重く冷ややかなロッシの声に、エリルはひっそりと目を伏せた。

（やっぱりそうだったんだわ……）

　ノエルがいかに今年に賭かけていたか、いかにエリルを見下していたか。

　学園の教師、少なくとも学園長や副学長、ロッシとハイヤーンは承しよう知ちの上だったのだ。

　ノエルは侍者の役が大事で制せい御ぎよしているのだろうが、もし彼が侍者にも選ばれていなければ、エリルは何らかの危害を加えられていたに違いない。

（だから先生達はノエル先輩を侍者から降ろさないんだわ）

　事前に諍いさかいがあったと聞いていても、他者に変更する方が危険だった。

　しんと深い沈黙が落ち、ランタンの中の火が揺れる。

　三人ともが黙り込み、やがてハイヤーンが口を開いた。

『どうする？　今からでも侍者を総入れ替えするかい？』

　そんなことが可能かどうかは分からないが、ハイヤーンだけでなくロッシも真顔だ。

　もしかすると学園長に何らかの話をつけて、ここへ来てくれたのかもしれない。

　エリルは静かに目を閉じた。

（精霊祭当日に、ノエル先輩を侍者から降ろす──）

　ありがたいことに教師陣はエリルを主しゆ体たいに考えてくれている。明日が不安だというならノエルを降ろした方がいいのかもしれない。

（でも、そのあとは？）

　無事に精霊祭が終わり、その後の生活でエリルは何の被害も受けずにいられるだろうか。

　もしも祭りの当日に侍者を降ろされたりすれば、ノエルの恨うらみはより深く激しくなるだろう。

（──今日が最後。祭りが始まってしまえばノエル先輩は私に手出しができない）

　当日は大勢の目があり、何かあるとは考えにくい。

　ならば、とエリルは意を決して空色の目を開いた。

「このままで行きます。クローウェル君のおかげで旗手になれた私じゃ、代わりに入ってくれた侍者すら安全かどうかが分からない。その人にだって私は恨まれているかもしれないんです」

　誰に代わっても何が起こるか分からない。

　皆、エリルに対して思うことがあるだろう。

（クローウェル君がいなければ私は旗手になれなかった。それが事実である以上、受け止めていくしかないわ）

　怖いのならエリルが辞退すればいい話で、それも嫌だというなら闘たたかうしかないのだ。

　複雑な顔をする二人の教師に、エリルはにっこりと笑った。

「大丈夫です。私は旗手になれたことの方が嬉しいですから。誰とも連れん禱とうできなかった私がここまで来ることができた。本当に、クローウェル君には感謝しています」

　たった一人。

　リトと出で逢あえただけでエリルの前に新たな道が開け、もう終わりにしようと思っていたことに可能性が生まれた。

　旗手に選ばれ、蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやになるというそれは夢ではなく現実に近くなったのだ。

「だからあとは私の問題です。明日は最後まで頑がん張ばります」

　何があっても役目を遂すい行こうするのだと決意を込めれば、ハイヤーンとロッシは同時に大きな息を吐く。

　仕方ないとばかりに講堂の天井を仰あおいだ。

『確かに、誰を選んでも危ないというのは一いち理りあるね。まあ旗手の行進中は僕とアランが近くに控ひかえる予定だけど』

「精霊庁に入ってしまえばもう何もできまい。ノエルもそれが分からんほどの馬ば鹿かではないだろうからな」

　蒼穹の神しん殿でんへの魔ま法ほう陣じんがある場所に入れるのは旗手と侍者だけだが、そんな閉ざされた空間でエリルに何かあればノエルの未来はない。生しよう涯がい連れん術じゆつ士しになることはなく、精霊術を封印され故国へ送そう還かんされるだけだろう。

　パンディアで生まれた者は、一時的であれ国を去るなら国籍を移さなければならない。

　パンディア国籍を持ちながら他国で暮らす人間は連術士以外におらず、連術士でないというなら何らかの問題を起こして地位を剝はく奪だつされた者となる。

　与えられた力を人民のために使うことなく、パンディアから追放されたとして職や生活の全てに響いてくるのだ。まともに暮らしていくことも難しく、社会的な抹まつ殺さつに近い。

　パンディアの制せい裁さいがいかに重いかを考えれば、ノエルが行動を起こすとは思えなかった。

　話が一ひと段だん落らくし、ハイヤーンは一転して明るくエリルを覗のぞき込んだ。

『クローウェル君のお兄さんっていつごろ帰って来るの？』

「出かけたのは朝の九時頃なので、順調に生地が見つかればもうすぐじゃないかと」

『一年生の先生が君とクローウェル君のことを話したらしいね。お兄さんが意地悪して帰ってこなかったりしたらどうする？』

　試すようにからかわれ、エリルは自信を持って答えた。

「そんなことはありえません」

　少し話をしただけで分かる。リトが教えてくれたとおり、リカルドは厳しいが間違ったことはしない人だろう。筋すじが通っていて、引き受けたことを反ほ故ごにするような人ではない。

「だってクローウェル君のお兄さんですよ？　クローウェル君がすごく信頼して、尊敬している人なんです。絶対にそんなことをしたりしません」

　もし帰ってこないとすれば、それは不ふ慮りよの事故があったのだ。

　去さり際ぎわにうなずいてくれたリカルドを思い出して力強く断だん言げんすれば、ハイヤーンとロッシが同時に笑いだした。

　ハイヤーンはともかくロッシまで笑うのが珍しく目を瞠みはったエリルの前で、二人は笑顔のままおもむろに立ち上がる。

　そして、開いたままの扉に向かって呼びかけた。

『だ、そうです。クローウェルさん』

「私どもの生徒が大変なご迷めい惑わくをおかけいたしました。道中ご無事で何よりです」
















（え？）

　ハイヤーンが呼びかけ、ロッシが一礼した扉の向こう。

　廊下からこぼれる明かりを背に現れた男性に、エリルは驚いて立ち上がった。

　いつの間に帰って来たのか、そしていつから講堂の外にいたのか。

「リカルドさん……」

　ハイヤーンとロッシに呼ばれ講堂へ入って来たのは、ロウムの町へ布を買いに行っていたリカルドだった。

　平然としたハイヤーンとロッシを見上げ、エリルは焦りながら小声で問う。

「せ、先生、いつから気づいてたんですか？」

『ん？　けっこう前かな。馬車の音がしたし』

「ああ。誰が来たのかまでは分からなかったが、私達の話が気になるようだったのでな」

　リトの名前が出たあたりからいたということだろう。

　ロッシの言葉に驚いたのはリカルドの方で、歩み寄るなりばつが悪そうに口ごもった。

「失礼した。まさか気づかれているとは思わず……」

　馬車の音すら聞こえなかったエリルも同じ気持ちだ。まさかいるとは思わず、恥ずかしいことを言ってしまった。分かっていて言わせたハイヤーンに、もしエリルがリカルドを悪く言ったらどうするつもりだったのだと訴うつたえたい。

　教師二人と丁てい寧ねいに挨あい拶さつを交かわし、リカルドは気を取り直したようにエリルを見下ろした。

「学園の作業室で仕立て屋が型紙を作りたいそうだ。採さい寸すんをするから来てほしいと言っている」

「あ！　は、はい！」

　わざわざ迎えに来てくれたのだろう、リカルドは一言告つげるなり背を向ける。

　留る守す番ばんをしてくれるというハイヤーン達にぺこりと頭を下げ、エリルは大おお股またで歩くリカルドを追って講堂を出た。




　リカルドは長い脚で足早に廊下を進んでいく。

　階段を駆け下り、ようやくエリルが追いついたのは集会所の入り口近くだった。

「あの、リカルドさん。おかえりなさい、ありがとうございました！」

　やっと言いそびれていた礼を述のべると、開け放たれたままの扉を出ようとしていたリカルドがふと足を止めた。

　そして、廊下に立つエリルに向かってゆっくりと振り返った。

　片側だけ開かれた扉から星明りが射さし、真まっ直すぐに立つリカルドを照らし出す。

　その姿にどきりとして、エリルは息を詰めた。

　青く透とう明めいな光の中に立つリカルドがあまりに綺き麗れいだったからだ。

　──似ている。

　学園に入学してきたリトを初めて見たとき、エリルは彼を神や英えい雄ゆうの彫ちよう像ぞうのように綺麗だと思った。

　完かん璧ぺきとも言えるほど釣つり合いの取れた頭とう身しんや整った顔。そこに成長途中の少年らしい凜り々りしさや可愛らしさが加わりリトに人間味を感じさせていた。

　──だから、本物の神や英雄の彫像とはリカルドのことを言うのかもしれない。

　服を纏まとっていても鍛きたえられていると分かる肉体や、美しく研とぎ澄すまされた精せい悍かんで怜れい悧りな美び貌ぼう。威い風ふう堂どう々どうとした姿は軍ぐん神しんを思わせる。

　リトとは似て非ひなるものを感じ、エリルは無意識に姿勢を正した。

　半日で隣国まで使い走りをしてくれ、こうしてわざわざ迎えに来てくれたリカルドに改めて頭を下げる。

「ありがとうございました。変なことに巻き込んでしまって、本当に申し訳ありません。リカルドさんがいてくださったことに感謝しています」

　どれだけ礼を言っても言い足りない。リカルドがいなければ衣装は断だん念ねんしていただろう。

　リカルドは顔をしかめたが不思議と怒っているようには見えず、どちらかというと困惑しているように見えた。

　しばらく沈黙し、ぽつりとつぶやく。

「君は……リトに言ったりはしないのか？」

「え？」

　何のことか分からず見上げるだけになったエリルに、リカルドはリトと同じ紺こん碧ぺきの瞳ひとみを向けた。

「君は蒼穹の守護者になりたいと願いながら、リトと出逢うまで誰とも連禱できなかったと聞いた。何百人と連禱を試し、初めてできたのがリトなのだろう？」

　正確な人数は分からないが、五百人以上と連禱練習をしたエリルは首しゆ肯こうする。

　リカルドは、理解しがたいとでも言うように眉根を寄せてエリルを見つめた。

「私は君にリトのことを好きにならないように言った。なぜなら、そう言っておかなければ君は確実にリトを好きになると思ったからだ。あの子にはそれだけの魅み力りよくがあるし、君のように想われて恋をしない方がおかしい」

　言葉の端はし々ばしからリトのような素晴らしい弟を持つ兄としての自じ負ふを感じたが、それを過か剰じようとも身み内うち贔屓びいきとも思わなかった。

　リトほど何もかもに恵まれ、心根まで優しく素直な男性はそういない。

　そんな男が全力を傾けて熱ねつ烈れつに想ってくれているのに、なぜ舞い上がり恋に落ちないのか。

「君が色恋に疎うとく、リトの想いの深さに鈍にぶければ理解できる。だがそうではないだろう？　リトに気持ちを受け取ると言ったことはないのか？　リトは君のことが好きで蒼穹の守護者を目指すと決めたぐらいだ。君さえその気になれば、あの子は喜んで言うことを聞くだろう。簡単ではないか？」

　そう思うのは当然だ。エリルがリトを嫌っていないことぐらい見れば分かるだろうし、恋心を受け取れば切せつ望ぼうし続けた夢が叶かなう。

　それなのになぜ気持ちに応えないのかと問いかけられ、リカルドの途と惑まどいを読み取ったエリルはうつむいた。

　一呼吸置き、本心を告げる。

「……本当は、言ってしまいたいです」

　リトと初めて連禱できた夜に何度も考えた。

「ひれ伏して、〝何でもするから一緒にいて〟って言ってしまいたい」

　リトがいれば、リトさえいてくれれば自分は精霊庁に必要とされる。

　ありがたいことに、リトはエリルを好きだと言ってくれた。

　やろうと思えばできる。どんな目に遭あってもかまわない、リトに全てを投げ出せば夢が叶う。リトの恋に付け込んでしまえばいい。

　エリルはきつく目を瞑つぶった。

（でもそれはできない）

　エリルにだってなけなしの良心がある。

「早すぎますから」

　リカルドだけではない。リトを大事に思う家族がいて国があるのだ。

「クローウェル君は私のために生きているんじゃないんです。選択肢を狭せばめたり、縛しばったりするのはいけないことだと分かっています」

　本当は、現状維い持じを望むのもずるいことだと分かっている。

　リトの将来を考えるならキッパリと振って、二度と私に近づかないでと言うべきなのだ。

　そうすることで、リトは初めてエリルなしの未来を考えられる。

「でも、これ以上はどうすればいいのか分からないんです。私は自分のためにクローウェル君を放したくない。汚きたないことだと分かっていても、完全に切ることはできないんです」

　エリルにはリトしかいない。この先連禱できる人が現れる保ほ証しようもないのだ。

　リトを振ることは、自みずから守護者への道を断ち切ることに繫つながる。

「クローウェル君の家族には申し訳ないことをしています。でも、クローウェル君を縛るようなことは絶対にしません。彼の意志を尊重し、選ぶ道に従うことを誓ちかいます」

　リトを放してあげることはできないが、想いに応えて縛るようなこともしない。

　誘ゆう導どうも、懇こん願がんも哀あい願がんも脅おどしもしない。

「だから、クローウェル君が自分で選ぶ日まで現状維い持じでいさせてください」

　これがエリルのせめてもの願いだ。

　深く頭を下げたエリルを見下ろし、リカルドは眉をしかめたまま大げさなほどのため息をついた。

「……一つ言ってもいいか？」

「はい」

　厳しく低い声に、エリルは真剣な表情でうなずく。

　どうぞ、と促うながせばリカルドはうんざりした顔を外に向け、星明かりの射し込む集会所の扉を指差した。




「全員立ち聞きしてる」

「!?」




　表にいたターニア、リト、ユークの影がギクッと震えた。
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　リカルドの買ってきてくれた布は仕立て屋の女性陣の希望どおりだったらしく、職人三人はすぐに上衣と下穿きの作成に着ちやく手しゆした。

　仕立て屋が抜けてまた四人だけになったエリル達は、ひたすら刺繡で布を繫ぎ一枚の作品を作り上げていく。

　全員が夜通しで作業し、なんとか形になったのは窓の外が仄ほの明あかるくなるような時間だった。

　残すは仕立て屋による糸の処理と多少の直しのみ。

　トーブも上衣も下穿きも揃そろい、パンディアへ来て初めてではないかと思うほど長い夜が、ようやく明けようとしていた。
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　天てん夜やの月の一日目。

　精せい霊れい祭さい当日の村は夜明け前から慌あわただしく、太陽が高く昇のぼる頃には大勢の人で賑にぎわうほどになった。

　パンディアに一番近いオルティスの町から次々と乗り合いの馬車が到着し、人を吐き出しては村の周りに停車していく。

　聖せい地ちに降り立った人々は雄ゆう大だいな白い霊れい峰ほうに感かん嘆たんの声を上げ、仰のけ反ぞるように空を見上げた。清すが々すがしい高地の空気と牧ぼつ歌か的てきな風景が客人を出迎え、蒼そう天てんに聳そびえる聖せい山ざんパンディアは今日も大陸最さい高こう峰ほうの威い容ようを惜おしげもなくさらしている。

　振る舞いの酒や食べ物の置かれた天てん幕まくは人で溢あふれ、旗き手しゆの行進が始まる昼過ぎの村は例年と変わらないほどの歓かん声せいに包まれていた。
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　一度部屋に戻り短い睡すい眠みんを取ったエリルは、午前のうちに集会所に入って準備をした。

　仕上がったばかりの金きん糸しを織り込んだ上じよう衣いと足首で絞しぼられた下した穿ばきを身に着け、刺し繡しゆう布ぬのを縫ぬい付けた鮮あざやかな深しん紅くのトーブを重ねる。

　トーブの袖そでは肩口までしかないが、エリルの肩の細さと幅広の袖そで口ぐちを持つ薄い金の上衣は抜ばつ群ぐんによく合っていた。

　黄金の帯と鞭むちの飾り紐ひもを締しめ、金色の髪を一つにまとめ上げる。

　薄く化け粧しようをし、広袖から覗のぞく腕に金の腕うで輪わ、細かい装飾が施ほどこされた首飾りをトーブの上に垂たらし、両の耳には透すかし彫ぼりの大きな金の飾り。

　色鮮やかな絹きぬの靴くつと頭には平たい円えん筒とう形けいの帽ぼう子しを乗せ、縫い留とめられた紗しやのベールを背に流せば古代キドナの民みん族ぞく衣い装しようそのままだ。

「よし！　完かん璧ぺき！」

　仕立て屋の声と共に、エリルが仕切りから出れば盛せい大だいに拍はく手しゆが起こる。

　鏡に映った姿を確認してくるりと一回転すれば、リトが耐たえられないとでも言うように激しく頭を抱かかえた。

「可か愛わいい！　ものすっっっっっごく、可愛いですっ!!」

　苦く悶もんの表情で涙まで浮かべているが、人間感かん極きわまるとこんなふうになるらしい。立っていられないのかついに膝ひざをつく。リトの反応に慣れたのか、もはや誰も相手をしないのがすごい。

　明るい陽の光の中で上半身の刺繡を眺め、感心したようにユークが手を叩いた。

「手伝った甲か斐いがありますね。いい出来だ」

　ようやく一つに繫つながった図柄は、完璧な左さ右ゆう対たい称しようではない。

　全体を囲う幾き何か学がく模も様ようは袖の刺繡を使い、無事だった左半分の花と鹿しかはそのままに。対称になるよう右側に新たに花を刺繡し、動物は袖にいた山や羊ぎにお越しいただいた。

　幾何学模様は一囲い分が取れなかったので、切り裂さかれたものから違い和わ感かんのないよう寄せ集め刺繡で繫つないだのだ。

　見る者が見ればおかしいと気づくだろう。それでも一つの刺繡作品として綺き麗れいに仕上がっていた。

「上出来よ、十分いけるじゃない。トーブも似合ってるし元の衣装よりいいぐらい」

　ターニアが元を作ってくれた人に失礼なことを言ったが、仕立て屋は大きくうなずき同意する。

「私も思うわぁ。最初のもよかったんだけど、実際に着てみてちょっと重いなと思って。レヴィスさんにはもう少しスッキリしたのを着せたかったのよね。いい感じ」

　手放しで褒ほめられ、エリルは改めて仕立て屋三人に礼を述のべた。

「皆さん、本当にありがとうございました。衣装が間に合ったのは本当に皆さんのご協力のおかげです」

　エリルの感謝に、三人の仕立て屋はあっけらかんと笑う。

「いいのいいの、私達も楽しかったわ」

「なかなかない精霊祭でしたよねぇ。思い出に残りました」

「おいおい、まだ終わってないぞ。祭りはこれからだ」

　晴れ晴れとした顔をする三人の他、エリルは一番世話になった男性に向けて深々と頭を下げた。

「リカルドさん、本当にありがとうございました。リカルドさんのおかげで今日の日をこの衣装で迎えることができました」

　集会所まで見に来てくれたリカルドは、リトの盛り上がりと周りの平然とした様子に若じやつ干かん引き気味だったが、我に返ったようにむすっとした表情で腕組みする。

「無駄に疲れたぞ。あとは君がしっかりやるだけだ」

「はい！」

　文もん句くが文句に聞こえなくて、エリルは元気よく返事をした。

　リカルドが背を向けた隙すきに、こっそりとリトに耳打ちする。

「いいお兄さんね」

　一見怖そうだが、根は優しい。

　エリルの掛け値なしの感想に、リトは心底嬉うれしそうにはにかんだ。

「ありがとうございます！」

　尊敬する兄をエリルに褒められたことが嬉しくてたまらないらしい。

　その可か愛わいらしい笑顔にしばし見み惚とれ、エリルはしみじみとした声で言った。

「ありがとう。衣装を直す決心がついたのはクローウェル君のおかげよ」

　リトが「キドナの衣装でないといけない」とはっきり言ってくれたからだ。

　精霊祭の旗き手しゆに選ばれるのは一生に一度だけ。妥だ協きようしてパンディアの衣装で出ていれば、エリルはきっと後こう悔かいしただろう。

　綺麗に繫がったトーブの刺繡に手を当て、エリルは感かん慨がい深く微笑ほほえんだ。

「自分で針を入れるなんて、本当に花嫁衣装みたいね」

　キドナでは婚こん礼れい衣装は花嫁が縫ぬうものだ。この衣装には十分資格がある。

　大事に持っておこう……と見つめていると、リトの声が聞こえた。

「あの、俺も同じこと考えます」

「でしょう？　この衣装もらえるって聞いたし、将来本当に使っ──」

「じゃなくて、昨日きのうの話を」

　え、と顔を上げたエリルに、リトは迷いがちに目を逸そらす。

　その頰ほおが少し赤くなり、やがてまたエリルに視線を戻した。

「俺はエリル先輩と連れん禱とうができるんです。今のところ、たった一人だけ」

「？　うん、そうね」

「だから、縛しばろうと思えば先輩のことを縛ることができる。連禱を条件に、先輩を捕つかまえることができる。……いつも、口走ってしまわないように我が慢まんしています」

　目を見開いたエリルに、リトは真剣な顔をする。

「俺も、言ってしまったら終わりだって分かってます。誘ゆう惑わくに負けそうになるときもあるけど、先輩の弱みに付け込むようなことはしたくないから」

　弱みに付け込む──。

　まさかリトの方もそんなふうに思っていたとは知らず、エリルは口を開くこともできず動きを止めた。

　瞬まばたきすら忘れたがリトは目を逸そらさない。

「先輩ありきで、蒼そう穹きゆうの守しゆ護ご者しやを目指したら駄目なんでしょうか」

　再度、いつかと同じ問いを投げかけ、リトはエリルが答える前に破は顔がんした。

「すみません、俺馬ば鹿かだから考えても分からなかったんです。どうして先輩ありきで将来を考えちゃ駄だ目めなんだろうって」

「どうしてって……、だって……」

　恋なんて、不確かなものだから。

　恋愛感情なんてあっという間に変化していくし、長く同じ気持ちを持ち続けるなんて不可能だ。

　そんな恋はありえない。十六歳の少年がこれが一生の恋だと言えば、大人は口を揃そろえてまだ早いというだろう。

　これから先、たくさんの人と出会う。その中にはエリル以上に好きになれる女性もいるかもしれない。エリル自身が変わり、リトの好きだったエリルではなくなるかもしれない。

　それなのに、リトの目に迷いはなかった。

「変わらないです。今決めても、後になって決めても」

　呆ぼう然ぜんと息を吞のみ、言葉を返すこともできなくなったエリルの前で明るく笑う。

「だから返事は卒業のときにします。きっと今言っても先輩は受け入れてくれないだろうから。俺の卒業の時にもう一度聞いてください。絶対に変わりませんから」

　眩まぶしいものでも見るかのように目を細め、心のこもった声でささやいた。

「すごく綺麗です。このまま連れていきたいぐらい」

　──婚礼衣装だと分かった上で言っているのだろうか。

　ターニアとユークが戸口から手招きをしている。

　騎手の乗る馬が到着したのだろう。

　エリルの手を取り、リトはそれ以外何も目に映らなくなるような笑顔で言った。

「頑張ってください、エリル先輩！」
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　純白に濃こ紫むらさきの六ろく芒ぼう星せいが描かれた旗を手に、エリルが集会所を出ただけで蒼そう天てんに響き渡るような歓かん声せいが沸わき起こった。

　見るからに美少女な旗手に人々は手を打ち鳴らし、楽器や口笛を吹いて歓かん迎げいする。

　のどかな村は四カ国から訪れた人で溢あふれ返り、今年が一日だけの開かい催さいとは信じられないほどだ。高い空には天てん幕まくから天幕へと綱つなで渡された緑・青・赤・黒の小さな三角旗が無数にはためき、雲一つない素晴らしい秋晴れだった。

　エリルが山岳地特有のがっしりとした馬の鞍くらに横乗りし、黒い装しよう束ぞくを纏まとった四人の侍者が周りを固める。

　花びらを撒まく娘達と奏そう楽がく隊たいが賑にぎやかに先せん導どうし、エリルを乗せた馬がゆっくりと動きだした。

　誰も彼もが楽しそうに踊り、歌いながら精霊庁までの道をエリルと共に進む。




（──すごい……！）

　感かん嘆たんの声を上げ、誇ほこらしい気持ちでリトはターニアと一緒に行列の後をついていった。

　ときおり観かん衆しゆうに応こたえ、優しく微笑ほほえみを返すエリルは目が覚めるほど綺き麗れいだ。

　秋の澄すんだ風になびく白い旗と相あいまって、まるで絵画のような光景だった。

　あんなに綺麗なエリルを大勢の人に見てもらえて嬉うれしい気持ちと、なんだか遠くに行ってしまったようで寂さびしい気持ちが入り交まじる。

　人波の中で歩を進めながら、リトは自分の気持ちが以前とは違うことを感じていた。

（──いつか、旗手をやりたいな）

　一度は断ことわった役目だが、やらないとエリルに釣つり合わないような気がしたのだ。

　もっと上級生になってからでいい。目指してみようとリトは一心にエリルを見つめていた。

　大勢の人々を引き連れ村を練ねり歩き、エリルを乗せた馬は西の小道を上がり精霊庁へと向かっていく。

　その姿が小さくなり、完全に見えなくなるまで人々は拍手と歓声で見送り続けた。




　リトやターニアが心配したほどノエルたち侍者は不ふ審しんな動きもせず、無事に旗手の行進は終わった。

　エリルが長ちよう老ろう達の出迎えを受けるまで見送り、緊きん張ちようを解といたリトは大きく安あん堵どの息を吐く。

（よかった、あとは精霊庁から蒼穹の神しん殿でんに行くだけだ）

　ここまで来ればさすがにノエルも手を出すことはできない。

　ターニアも同感なのか、さっきまで嬉しそうに拍手していたくせに、エリルがいなくなったとたんさっさと踵きびすを返した。

「さ、見るもん見たし集会所にでもいようかしら」

「え、ターニア先輩お店とかいろいろ見て回らないんですか？」

「あんたね、出る店は毎年一緒よ」

「ひどい！」

　冷めた意見に少々へこんだが、心配事の片づいた心は軽く明るかった。

　パンディア育ちのターニアにとっては子どものころからのことだったのだろう。本当に店には見向きもしないターニアを追いかけ、自分はどうやって過ごそうかなと考えたとき。

「それはそうと、眼鏡めがねはどこに行ったの？」

「え？」

　ターニアに言われて初めて気づいたが、集会所を出たときは側にいたユークの姿がない。辺りをきょろきょろと見回したが見当たらず、どうやら人込みではぐれてしまったようだ。

　特に一緒にいないと駄だ目めというわけではないが、せっかくの祭りである。

　少し捜してみようとリトはターニアに一礼した。

「俺、ちょっと行ってきます。ユークのことだから人のいないところから見物してるのかも」

「──ねえ。あんたいつから眼鏡と友達なの？」

　走りだそうとしたとたん声がかかり、リトは慌あわてて足を止めた。

　振り返ればターニアがじっとこちらを見つめている。

　その綺麗な黒い瞳ひとみがやけに真剣で、リトは吞のまれたように動きを止めて記き憶おくを探った。

（……ユークと友達になったの？　たしか入学の半年前だったから……）

「えーと、たぶん去年の秋ごろです。親に紹介されて」

　貴き族ぞくによくある、有力者とは親しくしておけという発はつ想そうだ。当時は面めん倒どうだし嫌いやだなと思ったが、仲良くなってみればユークは存ぞん外がいよい友人だった。

　ターニアは瞬まばたきもせずリトを見つめ、おもむろに唇くちびるを開く。

「あんた、眼鏡の──」

「おーい、クローウェルー！」

　遠くから誰かの呼ぶ声が聞こえ、ターニアはぴたりと口をつぐんだ。

　二人して目を向ければ、全く見覚えのない専せん攻こう科か生せいが駆け寄ってくる。

　二は十た歳ちほどの青年は側へ来るなり、ほっとしたように汗を拭ぬぐった。

「よかった、イムセントさんもいたのか。二人にちょっと話があって捜してたんだよ」

　一瞬誰ですかと口走りそうになったが、近づいてきた見知らぬ専攻科生は五年生だと名乗る。そして、言いにくそうに声を潜ひそめた。

「俺、去年侍者をやったんだが、ノエルに精霊庁がどういう構こう造ぞうかやたらと聞かれたんだよ。侍者は主しゆ塔とうの真下にある部屋で旗手の帰りを待つんだが、そこは無人なのかとか、精霊術を使っても響かないというのは本当かとか」

　ノエル──。

　その名にリトだけでなく、隣にいたターニアも極きよく度どに緊張したのが分かった。

　二人の顔つきが変わったのを見て、専攻科生は辺りを憚はばかるように声を落とす。

「主塔について聞かれたのはあいつが侍者に選ばれたときで、そのときは別に変だとも思わずに答えたんだ。俺も侍者になったとき先輩にどういう場所か確認したもんだし。……でもさっき噂うわさでレヴィスさんの衣装が破られたって聞いて──……」

　はっきりノエルを疑っているとは言わなかったが、専攻科生は迷うように目を逸そらした。

「でも、主塔なんかで事を起こしたら犯人はノエルしかいないだろう？　だから考えすぎかなとも思うんだが、念のため。ノエルの奴やつ、クローウェルが辞じ退たいしたから旗手は絶対自分だって信じてたし、ちょっと引くぐらいレヴィスさんのこと恨うらんでたから」

　同級生にこんなことを言われてしまうほど、ノエルは追い詰められていたのだろう。

　先ほどまでの明るい気分があっという間に消え、リトは眉み間けんにしわを寄せた。

（まさか、最後の最後に何かする気なのか？）

　死なばもろともとまで考えていたのだろうか？　ありえないと否定しつつ、可か能のう性せいが全くないわけでもないと思える。

　リトが迷いつつ視線を送れば、ターニアが小さく頭を下げた。

「ありがとう、先輩。精霊庁に行ってみるわ」

「お、おお!?」

　パンディアの氷ひよう風ふう姫ひめことターニアから礼を言われ、嬉しいどころか混乱した専攻科生にリトも慌てて頭を下げる。

「先輩、ありがとうございました」

「おう。お前にはいつも時じ報ほうで起こしてもらってるからな。最近遅ち刻こくしなくなった」

「え!?」

　心配事を伝えられて安堵したのか、楽しげに言った専攻科生は「じゃあな」と手を振る。

　しばらく呆気に取られていたが、リトは上級生の背中に向かって大きく一礼した。

「……！　ありがとうございます！」

　ふつふつと喜びが湧き上がってくる。

（な、なんか嬉しい……！）

　身まで軽くなった気がして、全速力でターニアを追いかけた。

　入学した当初は馴な染じめなくて、疎そ外がいされているように感じた場所に溶とけ込めているような気がしたのだ。

　あっという間に隣に並ぶと、簡単に追いつかれたターニアは少し悔くやしそうな顔をする。

「あんたほんと動きいいわね」

「ありがとうございます！　でも先輩、本当にブライアン・ノエルがやると思いますか？」

　主塔に入れるのは旗手と侍者の生徒だけ。

　そんな場所でエリルに手を出すのなら、連術士となるため努力し、耐えてきたノエルの全てが灰かい燼じんに帰きすだろう。

　半はん信しん半はん疑ぎのリトに、ターニアは簡かん潔けつに答えた。

「──分からない」

　そんな覚悟が果たしてノエルにあるのか。

　あるはずがない。ありえない、という想定の下もとにターニアもハイヤーンもエリルを送り出したのだ。

　エリルへの恨みがそれらを上回ったのかと思うとぞくりとし、リトはささやく。

「精霊庁への立ち入りは禁止ですよね？　どうやって入るんですか？」

　今年はパンディアが異い種しゆに襲おそわれたこともあり、王族の参加者はいない。

　だがリカルドなど各国の有力貴族は訪れており、彼らが滞在しているため精霊庁は旗手と侍者以外の生徒は入れないのだ。

　警備も厳げん重じゆうで、「旗手が襲われるかもしれない」というただの可能性だけでは入れてもらえないだろう。

　外から学園長を呼んでもらうのかと予想したが、西の小道を駆け上がったターニアは精霊庁を目指さず学園の中央棟へと向かった。

　扉を開いて学舎に入れば、祭りで全校生徒が村に出払っているため中は無人だ。

「どこに行くんですか？」

「学長室よ。そこに緊急用の魔ま法ほう陣じんがあって精霊庁に行ける」

「勝手に使っていいんですか!?」

「あんたあたしを誰だと思ってんのよ」

「ターニア先輩様です」

「そうよ」

　無む断だん使用だがそれがどうした、ということか。

　だが廊下を駆けだしたとたん、大きな声がこだました。

「待ちなさい、リト！」

　立ち止まらざるをえない声に振り返れば、扉口にリカルドの姿が見えてリトは躊ちゆう躇ちよした。

（兄さん……！）

　リトの急ぐ様子を見て追ってきたらしい。

　ゆっくりと歩を進めるリカルドの表情は硬かたく、このまま無視していくことはできなさそうだ。

「ターニア先輩、先に行っててください」

　視線だけ向けて頼めば、うなずいたターニアが階段を上のぼっていく。

　軽かろやかな足音が消え、リトは近づいてきたリカルドに向き直った。

「なに、兄さん」

　エリルの衣装のために奔ほん走そうしてくれたことは感謝している。

　だがリトをオルティスに連れ戻すという考えはまだ変わっていないだろう。

　数歩を残して向かい合ったリカルドは、静かに尋ねた。

「リト、どこに行く気だ？」

「エリル先輩のところだよ」

　彼女はもう精霊庁に入っただろうとか、行って何をする気だとかそんなことは聞かれない。

　リカルドにとって問題なのは、リトが未いまだにエリルのために動こうとすることだろう。

　案の定、リカルドの表情は厳しい。

「ちゃんと話をしたはずだ。お前は蒼穹の守護者になりたい理由を考えたのか？」

「考えたよ。でも分からなかった」

　変わらず、理由は「エリルがいるから」だった。

　堂々と答えたリトにリカルドは深いため息を吐つく。

「お前はまだ若い。レヴィス君と一緒にいるにしても、答えはこの学園を卒業してから決めなさい」

「先輩にはそう言った。でも気持ちは変わらないし、若いときに決めたら駄目なの？」

「ああ、駄目だ」

「どうして？」

　真剣な表情で問うリトに、リカルドは厳おごそかに言った。

「必ず心変わりをする」

　断言だった。

「今はレヴィス君を好きだと思っていても、それは一生ではない。だがお前の選ぶ道は一生だ。選んでしまってから彼女以外の女性を好きになり、後こう悔かいしても遅い。お前は蒼穹の守護者がどういう仕事をするのか本当に理解しているか？」

「たぶんしてないと思う」

　危険な任にん務むだということは知っている。だがそれがどれほど辛つらく、どれほど大変なのかの実感は何もない。

　正直に答えれば、リカルドは当然だと言うようにうなずいた。

「なら思いとどまりなさい。お前は連禱ができないんだ。それなのに危険な任務に就つく必要はない。本心を言えば私はお前を連れん術じゆつ士し協会に入れることも反対だ。協会で守られて過ごすのが嫌いやだというなら退学して家に戻りなさい。お前だって来たくて来たわけではないだろう？」

　来たくて来たわけではない────。

　確かにそうだった、とリトは静かに目を閉じる。

　望んだわけでもないのに精霊術士として目覚めさせられ、選択の余地なくこんな学園に放り込まれた。

　戦えないのに、それを打ち明けることもできないほど期待をかけられて。

（……でも）

「最初はそう思ってたよ。だけど俺、戦えないわけじゃないんだ。危ないかもしれないけど、俺にしかできないことがある。同じ時代にエリル先輩だっていてくれる」

　──こうしてちゃんと会えて仲良くなれたんだから。

　エリルの言葉に、今改めて「本当だ」と実じつ感かんできた。

（奇き跡せきみたいなことだ）

　互いに、互いとしか連禱できない人と巡めぐり逢あえるなんて。

　怯ひるまないリトに、リカルドは言葉を継ついだ。

「回かい避ひできる危険なら避けるべきだ。お前も年を取れば分かる。あのとき大人の意見を聞いておいてよかったと思うときが必ず来る」

「うん。兄さんの忠告どおり、蒼穹の守護者になれば絶対にいつか後悔すると思う」

　聞きわけのいい返事にリカルドが眉まゆ根ねを開いたとき、リトは決意を込めて顔を上げた。

「でも結局一緒なんだ。エリル先輩をあきらめたら今後悔する。どっちに行ってもいつかは後悔するんだ」

　蒼穹の守護者になり、苦く痛つうを感じたとき自分は思うだろう。兄の言うことを聞いて、安全な暮らしを選べばよかったと。

　だが、リカルドや両親の言うことを聞いて、安定した幸せな一生を送ったとき自分は思うはずだ。

　────あのときエリル先輩を選んでいたらどうなっていたのだろう、と。

　リトはリカルドを見上げ、はっきりとした声で言った。

「だから、どこで後悔するかは自分で決める」

　息を吞んだリカルドを置いて、身を翻ひるがえす。

　ターニアに追いつこうと一いち目もく散さんに階段を駆け上がったが、踊り場でぎょっとして足を止めた。

　壁にもたれ腕を組んだターニアがいたからだ。

　リトが来たのを見ると、無言のまま壁から身を起こし二階へと向かう。

　先ほどの話を聞いていただろうに言葉をかけることもなく、ターニアはためらわずに無人の学長室へと入っていった。

　別に立ち聞きを咎とがめるわけではないが、何も言われないのも落ち着かない。

　間が保もたなくて、リトは沈黙に押されるように口を開いた。

「あの、俺の家の人間はみんな俺に対して過か保ほ護ごなんです」

　親や兄にかまわれるのが恥ずかしくてそう言ったが、返ってきたのは思いがけず優しい声だった。

「あんたのこと心配してるのよ」

　染み入るような口調に、リトは何も答えられずにうつむく。

　たった一歳違いのターニアがとても大人に思えて、こんなことでは二歳違いのエリルはもっと遠いのではと感じた。

　リトの沈黙をどう受け取ったのか、ターニアは軽く笑う。

「愛されてていいんじゃない？　あたしなんて力が強すぎて化け物呼ばわりだったわよ」

（え？）

　驚いたが、瞬しゆん時じに「噓うそだ」と思った。ターニアの生まれ育ちでその扱あつかいはありえない。

　冗じよう談だんでリトの顔を上げさせたターニアは学長室のさらに奥にある扉を開く。

　中は窓も調度品もない白い壁の小部屋で、照明があるわけでもないのにやたらと明るい。

　驚いてきょろきょろと部屋を見回すリトの腕を引き、ターニアは床の中央を指差した。

　そこには二重円で囲まれた青い六芒星が描かれ、ほのかに黄金の光を放っている。

「緊きん急きゆう用ようの魔法陣よ。精霊庁まで移動できるから行きなさい」

「先輩は行かないんですか？」

　いつもなら、エリルの危機には真っ先に駆けつけるのに。

　不思議に思って首をかしげると、ターニアはわずかに目を逸らす。

「──あたしは念のためハイヤーン先生に知らせてくるわ」

（ハイヤーン先生に……）

　やはり最後に頼るところはそこなのだろうか、とほんの少し思ってしまったが、リトはすぐにうなずいた。

「そうですね。その方がいい」

　リトが納なつ得とくすればターニアは強こわ張ばった頰ほおを緩ゆるめ、指示をくれる。

「魔法陣を出たら、まずおじい様──、学園長を捜しなさい。事情を全部話して、私に主塔に行けと言われたと言うのよ。きっと侍者の待つ部屋に入る許可をくれるわ」

「その前につまみ出されたりは……」

「精霊庁内部に入ってしまえば大丈夫よ。何か聞かれたら学園長に呼ばれましたって言って、あの人のところまで案内してもらいなさい。あんたなら信じてもらえるわ」

「大丈夫ですか？」

　本当に信じてもらえるのか不安になるが、ターニアは真剣だった。

「あんたなら大丈夫なのよ。早く行きなさい。エリルをしっかり守るのよ」

「はい！」

　任されたことが嬉しくて、リトは目を輝かがやかせ腹の底から返事をする。

　気合を入れて、青い魔法陣へ足を踏み入れた。
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　精霊庁の官かん人じん達に導みちびかれ、旗手の行進を終えたエリルと四人の侍者は主塔近くの広間へと入っていた。

　官人達は去り、エリルは広間奥の扉を開く。金の装そう飾しよくで縁ふち取どられた両開きの扉は大きかったが、滑すべるように軽く開いた。

　扉の中はまた正方形の白い部屋で、窓もないのに優しい明るさに満ちている。広さは講こう義ぎ室しつほどか。広間と言うほど広くもないが、一般の部屋よりは大きい。

　部屋の形や広さからして、精霊庁主塔の真下だろう。

　奥に見える階段は高い天てん井じように続いていて、鐘かねを鳴らすための外階段とは違う、内部を上のぼっていくためのものだと分かった。

　エリルは天井を見上げ、ごくりと息を吞んだ。

（──あの階段を上った先に、蒼穹の神殿へ行くための魔法陣がある）

　そう思うと胸が高鳴り、緊張に旗を握る手にも力がこもる。

　この場で侍者はエリルの帰りを待つことになるため、ノエルたちは階段の側で立ち止まった。黒いローブを着た四人の青年が振り返り二手に分かれ道を空あける。

　エリルは大きく息を吸い込み、気合を入れた。

「それでは、行ってきます」

　目を伏せたままのノエルや面めん倒どうそうな顔をしたアスラ。緊張に強こわ張ばった風の侍者や水の侍者の前を通り、階段へと向かう。

（よかった）

　何事もなく、これで終わる────。

　エリルが完全に四人の侍者から背を向けた、その瞬間。




　背後で大きく風が動いた。




「──────ッ！」

　気配を感じたエリルは、襲おそいかかってきたものが何かを考える前に横に跳とび退すさっていた。

　エリルに摑つかみかかろうとした風の侍者が勢いあまって転てん倒とうし、ノエルが進路を塞ふさぐように階段を背に立ちはだかる。

「外を見張ってろ！」

　ノエルの声に水の侍者がうなずき、それに続いてアスラが興味を失ったように部屋を出ていくのが見えた。

　旗を持ったまま大きく距離を取り、エリルは後ずさりながら声を震わせる。

「ノエル先輩……!?」

　本能で危機を察さつし動いてしまったが、現実に何が起こっているのか理解が追いつかない。

　地の侍者アスラは無関係だろうが、水の侍者は部屋の外を見張り、エリルに摑みかかろうとした風の侍者が舌した打うちしながら起き上がる。

　エリルは動どう揺ようのあまり息苦しいほど鼓こ動どうが速まるのを感じた。

　ノエルたちは明らかにエリルの進路を妨ぼう害がいしている。

「なんてことを……！」

　目の前で起こったことが信じられず、そう言うのが精いっぱいだった。

　ノエルが侍者の役目を利用するとは──、精霊術士としての地位をかなぐり捨ててまで、エリルの邪じや魔まをするとは思いもよらなかったのだ。

　二人の上級生を視線で縫い留めながら、エリルは震える足を叱しつ咤たし低い声で問いかけた。

「ノエル先輩……！　こんなことをして何になるんですか？　旗でも奪って自分が神殿へ行く気ですか？」

　それとも今日一日エリルの邪魔をして、蒼穹の神殿に行かせないつもりなのだろうか。

（……ありえないわ……！）

　ここでエリルに何かあれば、犯人は侍者しかいないのだ。

　それなのにノエルは落ち着き払い、乾いた声で笑った。その表情はどこか狂きよう気きじみていて仄ほの暗ぐらい。

「いいや、別に怪け我がなどさせるつもりはない。私はお前をここで止めるだけでいい」

　もう仕事は終わったとでも言いたげな、安あん堵どと喜びに溢あふれた声だった。

「お前が旗手に選ばれたから、祭りが惨さん事じに変わった。その事実だけ歴史に残れば十分だ」

「惨事……？」

　エリルは眉まゆをひそめる。

　言いようのない不安に襲われ声が揺れたエリルの装しよう束ぞくを眺ながめ、ノエルは心底楽しげに唇くちびるを歪ゆがめた。

「せっかく警けい告こくを出してやったのに、無視したお前が悪い」

「──！」

　もはや確認を取るのも無意味だろう。衣装を裂いたのはノエルであり、辞じ退たいしろという勧かん告こくではなく、今日襲うという警告だったのだ。

　ノエルは細い顎あごを上げ、怒りのあまり呼吸すら忘れたエリルを見下ろす。

「アドナムが予言した。知ってるか？　あいつには変な力があるんだ」

　──アドナでは昔から三番目の子供に不思議な力があって、忌いみ子ごとして殺されていました────。

　ユークの声が脳のう裏りに浮かんだ。

「異い種しゆを倒せるのはお前とクローウェルの連れん禱とうだけなんだってな」

　突然変わった話に警戒し、エリルは距離を取りつつ慎しん重ちように答える。

「……私とクローウェル君だけじゃありません。蒼穹の守護者なら戦えます」

「だが簡単には倒せないんだろう？　お前はおとなしくここで待っていればいいんだ」

　魔法陣へ続く階段を背に、ノエルは恍こう惚こつとした表情で目を細めた。

「もうすぐ起こる」
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　エリルを乗せた馬が向かった先には、精霊庁がある。

　パンディアの中ちゆう枢すう。高い主塔を持つ古い灰色の城じよう塞さいだ。

　ユークはエリルの行進が始まると同時に先回りし、中央棟の高い物見台に上がって祭りを見ていた。旗手の行進が終わった村では大勢の人が酒を酌くみ交わし、輪になって踊っている。

　学園はただでさえ高い場所にあるため、物見台の上から見れば村はより小さく、作り物のように見えた。

　人は細こま々ごまとしていて蟻ありのようだ。旗手であるエリルの登場と共に一いつ所しよに集まり、彼女の動きに従したがい、精霊庁へ向かった後は一いつ斉せいに散さん開かいする。

　ユークはぼんやりと、先ほど終わったばかりの旗手の行進を思い浮かべていた。

　毎年色が変わるというが、今年の国旗は清すが々すがしい白だ。

　美しい濃紫で描かれた正逆二つの三角形が中央に描かれ、パンディアの紋もん章しようである六ろく芒ぼう星せいを表す。旗手の回りを固める侍者の衣装は黒一色で、全身を覆おおい隠すようなゆったりとしたローブだった。

　喜びの表情で花を撒まくたくさんの娘や、楽しげに楽器を奏そうしながら後に続く村人達。

　たなびく大きな白い旗と侍者達の黒い衣装を思い、ユークは一人物思いに耽ふけった。

（エリル先輩の場所を棺ひつぎに変えりゃあまんまだったな）

　かつて見た、本の中の光景と。

「何してるの」

　誰かが階段を上ってくる足音がして、棘とげのある綺麗な声が聞こえる。

　誰だかすぐに分かったユークは笑顔で振り返った。

「祭り見物ですよ。ここからだとよく見えるんじゃないかと思って。ターニア先輩こそどうかしましたか？」

　エリルがいなくて寂さびしいから来たのだろうかと思ったが、ターニアの表情は硬かたい。

　ユークの目を見ることなく、視線を避さけるように白い顔を伏せた。

「……別に。ハイヤーン先生としゃべってたらあんたがいるのが見えたから」

　普段のように軽い言い合いができるような雰ふん囲い気きではない。

　面おも白しろ半分に何かをぶつけてくることもなく、心を閉ざしたよそよそしさを感じた。

（……どうした？）

　常にない緊張感に、ユークも笑顔を浮かべたまま内心で身構える。

　強い風にターニアの長い黒髪がなびく。

　このパンディアの姫君といっても差し支えない彼女は、切れ長の黒い瞳ひとみで空を見上げた。

　学園よりさらに高い位置にある精霊庁。そして以前と変わらず白い嶺みねの映る空には、蒼穹の守護者が六人がかりで張った不ふ可か視しの結界があるらしい。

　沈黙が続き、ユークは陽気にさんざめく村を見下ろした。

「精霊祭は初めて見ましたよ。山さん間かんの村らしい素そ朴ぼくで綺麗な祭りだ」

　いまや精霊王の結界を越える異種まで現れ、安全など保ほ証しようされていないのにこれほど人が集まったことの方が驚きだ。二カ月前の事件さえなければ、訪れる人はもっと多かったに違いない。

　ユークの隣に立ち、風に乗ってくる楽器の音を聞いていたターニアはささやいた。

「精霊王の葬そう送そうが基もとになっているのよ。聖山に入ったときの行列と、喜ぶ国民の姿」

「そうなんですか」

　知っていたが、知らないふりで驚いておく。

「三百年前ですか？」

「馬ば鹿か。もっと昔よ。初代の精霊王」

「今は何代目ですか？」

　精霊王が代替わりするごとに結界を張り直すことは聞いている。ならば過去に何人かの精霊王が存在していたことになる。

　だが、学園の教師も図書室の文ぶん献けんも今が何代目なのかは教えてくれない。秘ひ匿とくされているのか単純に誰も分からないのか、ユークが知りたいと思うことの一つだった。

「知らないわ。でも、たぶんそんなにたくさんじゃないと思う」

　ターニアの返事が本当に知らなさそうなので、ユークは「そうですか」と軽く流す。

「しかし、精霊王って誰が決めるんですかね。死んだら……というか、長い時を生きるために入にゆう山ざんするんでしょう？　よくある魂たましいの転生じゃないみたいだし、後こう継けいをどうやって見つけたり選んだりするんだか」

「──……さあ。私は考えたことがないから分からないわ」

「そりゃ残念」

　────どうやらこれは知っているらしい。

　ただの直ちよつ感かんだが、ユークは確信した。

　ターニアは賢かしこいが、冷静ではない。噓うそもそれほど上う手まくない。言動にごまかされ分かりづらいが、おそらく素直な性た質ちだ。

（パンディアには精霊王を見つけ出す方法が伝わっている。ターニア先輩の言い方からして、やっぱり重要なのは聖山という場所ではなく精霊王になれる人間なのか？）

　ユークは精霊王など信じていない。

　人間が三百年も生き続けるなどありえないし、幽ゆう隠いんした精霊王は確実に死んでいる。だからこそ、精霊術士に力を与えるのは精霊王ではなく聖山だと考えたのだが──。

「どうしてあんたはいちいちそんなこと聞くの？」

　ターニアの声に剣けん吞のんな響きが交じり、ユークは不思議そうな顔を作って返した。

「単純な疑問です。だっておかしくないですか？　死んでも存在しているとされて、それなのに不規則に代替わりする。〝幽隠〟なら代替わりしないための機能と考えるのが普通でしょう」

「……あんた、本当に変なことばっかり考えるのね。学者の息子むすこだからかしら」

「単純に俺の性格ですよ。それに俺の親は学者といってもたいしたものじゃない。アントワルドの首都は歩けば学者にぶつかるってぐらいですから、底辺の貧びん乏ぼう学者もいます」

　大陸きっての学問都市だ。ありとあらゆる文献が揃そろっているし、学者は地位が保ほ障しようされ、様々なことで優ゆう遇ぐうされる。「知りたいことがあるならアントワルド人に聞け」と言われるほどだが、ただ一つ研究の進まない分野もある。

　それが精霊術。────魔物を倒せる〝連禱〟だ。

　精霊術の深しん淵えんを知るのはパンディアのみで、他のどの国も多くを知らない。

（パンディアは全てを知っているんだろうか。いや、たとえ全てでなくとも他の国よりは多くを知って、隠している）

　ターニアと精霊庁はどこまで繫つながっているのだろうか。祖そ父ふである学園長パヴァルはどれほどのことをターニアに話しているのか。

　ユークは、ターニアはかなり深く精霊庁に入り込んでいるのではないか、と感じていた。学園の教師や精霊庁で働く官かん人じん以上のことを知っている気がする。

（なぜ？　学園長の孫だから？　いいや、違うぞ、そんなことじゃない）

　何度も自分に問いかけ、ユークは考えを練ねり上げていく。

（ターニア先輩は以前『あたしがいれば精霊庁のどの部屋も入り放題』だと言っていた。そんなことがありえるか？　ただでさえ秘密の多いパンディアの中枢だぞ？　もしその言葉が噓じゃないとすれば、ターニア先輩は何かの点で特別なんだ。だからこそいろんなことを教えられ、精霊庁で育てられた）

　精霊庁で育てられた────？

（あ）

「あんた、戦い慣れてるのね」

　ひらめきかけた瞬間、冷ややかな声がユークの思考を断ち切った。

　珍しく人前で考えに没ぼつ頭とうしてしまったユークは、急いで表情を整える。

　いつの間にか、ユークを見つめるターニアの視線は険しく穿うがつようなものに変わっていた。

「戦い慣れてるとは？　どういうことですか？」

「二カ月前に私がエリルと駄犬のところへ行ったときのことよ。異種と戦うのよ？　それなのに、あんたは迷わずついてきた。実際に戦ったときだってそうよ。入学して半年ぐらいでしょう？　普通なら異種を前にして、まともに祝しゆく詩しなんか唱となえられるわけないのに」

「俺が住んでいたのは首都の外れで、魔物が多かったんですよ。連術士が戦うのを何度も見てきたし、剣を持って援えん護ごに駆り出されるときもあった。精霊術じゃないけど、魔物と戦ったことはあります」

　疑いの眼まな差ざしを向けるターニアによどみなく返し、ユークはにこりと笑った。

「ターニア先輩こそ。連禱もせずに異種に攻撃が通用するなんて驚きましたよ」

「……あんたもじゃない」

「いや、俺は援護が限界でしたね。エリル先輩とリトがいたから逃げなかっただけで」

　苦笑しながら、ターニアはこの話をするためにここへ来たのだと確信した。ずっと頃合いを計り、ユークと二人きりで話をするため。

　ユークが、ターニアのいないうちにエリルに話を聞こうとしたように。

「──ターニア先輩は」

　ユークがおもむろに口を開いた瞬間。




　重い響きを立てて空気が振しん動どうし、大地が揺れた。




　物見台もわずかに横に揺れ、ターニアとユークはとっさに縁ふちを摑む。

（地じ震しん!?）

　いや、違う。

「────！」

　視界の端を掠かすめた影に、二人は同時に身体からだごと振り向いていた。

　二カ月前に崩れ、完全に立ち入り禁止となった聖山の東とう壁へき。

　その向こうに広がる森から、放たれた矢のように何かが空へ飛び上がり、また森へと落下したのだ。

　一瞬ののち、上がった黒こく煙えんにユークは縁を越えて落ちそうなほど身を乗り出す。

「火事!?　魔物か!?」

　火の手は見えない。火事ではないかもしれないが、東の森に何かが現れたことは確かだ。

　息を詰めて森に目を凝こらすユークだったが、ターニアの這はうような声にぎょっとした。

「邪魔はさせないわ……！」

「ターニア先輩!?」

　柱を摑んで身軽く細い縁の上に乗り上がったターニアは、ユークが手を伸ばす暇も与えず美しい唇を開いた。

「汝なんじ　空界の調ちよう律りつ者しやよ　蒼穹より恵みの風を吹き降ろせ」

　一行の祝詩と共に上下左右から強風が吹き荒れ、ターニアはその風の中にためらいもなく飛び込んだのだ。
















「────先ぱッ!!」

　あまりのことにユークの心臓が凍こおりつき血の気が引いたが、ターニアは身投げをしたわけではない。

　眼がん下かの人すら小こ粒つぶに見える高みから、風の術で速度を調整し歩道へと降り立ったのだ。

　タンッと音が聞こえそうなほど見事に地に降り、ターニアはふらつきもよろめきもせず即座に東へと走りだす。

　さすが天才などと感心している場合ではない。あまりのことに手出しできず見送ってしまったユークは怒りのままに叫んだ。

「くそッ、また突つっ走ぱしんのか!?」

　あまりに無む謀ぼうすぎる。黒い影は間違いなく魔物であり、蒼穹の守護者の結界を越えてきたならおそらく異種だ。

　気は焦っていたが、ターニアのようにこの高さから飛び降りるほど命知らずではない。

　怒りのやり場がないユークは縁に拳こぶしをぶつけ、悪あく態たいを吐きながら階段へと走った。
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　高所から見ていたユークやターニアには原因が分かったが、村はまだ魔物の出現に気づいていないらしい。

　大地の震しん動どうは地じ震しんと思われたのか、一度音の途と切ぎれた村にまた奏そう楽がくが聞こえだした。

　とっくに姿の見えなくなったターニアを追い、ユークは訓練場を突っ切り立ち入り禁止区域である東の岩場へ向かう。

　耳を澄すませば微かすかな地じ響ひびきが聞こえた。大地が震動するほどではないが、何か大きなものがぶつかり合っている。

（火も煙けむりも上がっていない。だが守しゆ護ご者しやが交こう戦せんしていることは確かだ！）

　精せい霊れい祭さいはパンディアにおいて最も重要な行事であり、賓ひん客きやくも多い。そのため各地に散っている蒼そう穹きゆうの守護者も半分ほど戻っており、パンディア周辺の警けい護ごに当たっている。当然、東の岩場付近にもいたはずだ。

（くそっ、間に合えよ……！）

　途中ロッシに会い、すれ違いざまに守護者を東に集めてもらうよう頼んだ。それらが駆けつけるまでに無む鉄てつ砲ぽうなターニアが死ぬようなことがあってはならない。

　危険区く域いきを仕切る柵さくを飛び越え、ユークは二カ月前の異い種しゆの襲しゆう撃げきで崩れた岩場を身軽に下っていく。その間にも眼がん下かに広がる黒い森で、唐とう突とつに木々が倒れていった。聞こえていた地響きは木々が倒れる音のようだ。

　異種がいるらしき方角だけ頭に入れ、ユークは森に繫つながる岩場の崖がけに立つ。

「汝なんじ　空界の調ちよう律りつ者しやよ　蒼穹より恵みの風を吹き降ろせ！」

　今度こそ風の祝しゆく詩しを唱となえ、木の天てつ辺ぺんも足元に置く高さの崖がけから身を躍おどらせた。この高さなら多少失敗しても死にはしないし、森に降りられそうな一角を探す時間もない。

　思った以上に高度がありひやりとしたが、なんとか腐くさった葉で埋うまった地面に着ちやく地ちする。

　湿しめった大地を駆かければ、木々がなぎ倒される音はどんどん近くなった。

　守護者が何人いるかは分からないが、まだ異種を倒せていないことを知りユークは駆ける速度を上げる。

「ターニア先せん輩ぱい！」

　だが走り続け、ようやくその姿が見えたとき、ユークは愕がく然ぜんと足を止めた。

　あたりには三人の人間が転がっており、青を基調とした制服から蒼穹の守護者だと分かった。三人とも血を流し、ぐったりと地に伏している。




　そして、わずかに開けた木こ立だちの中には。




　成人男性の背せ丈たけの、ゆうに二倍はあるだろう。

　無毛の、人と猩しよう猩じようの間のような奇き怪かいな生き物がいた。

　丸まった背に、地面まで届く長い腕がだらりと垂たれ下がり、ターニアの攻こう撃げきを躱かわし助じよ走そうもなく浮くように軽かろやかに枝を飛び移っていく。

　皺しわの刻まれた丸い頭部や面でも被かぶっているかのような平へい坦たんな顔は人間に似ているが、そこに表情はない。虚うつろに開いた口や、眼がん球きゆうもなく暗く穴を穿うがたれただけの目はどこを見ているかも分からなかった。

　通常の魔物ではない。

　見ただけで異種だと断だん定ていできる。

　だが、ユークの動きを止めさせたのはその亜あ人じんの異種ではない。

（噓うそだろ……！）

　話が違う、と全身の皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

「汝　疾しつ風ぷうを率いて　大地空界を砕さい破はせよ！」

　基き礎その単独祝詩が連れん禱とうとしか思えない嵐あらしを吹かせ、猛もう然ぜんと亜人の異種を吹き飛ばす。重い圧あつを食らったかのように異種は大木に激げき突とつし、それでも勢いきおいを止めることなく木々をなぎ倒した。

　耳を覆おおいたくなるような悲鳴がこだまし、木と地面に挟まれた異種の全身が潰つぶされていく。千ち切ぎれた腕や胴から鮮せん血けつが噴き出したが、人間のように赤いそれに躊ちゆう躇ちよすることもなく、ターニアはとどめを刺すべく連続して祝詩を詠えい唱しようする。

　目の前で起こっている光景が信じられず、ユークは大きく唾つばを吞のみ込んだ。

（誰だ、ターニア・イムセントがリトほどじゃないって言った奴やつは……！）

　リト以上の精霊術士など存在しない、と絶対の確信を持っていたのに────。

「汝　蒼穹に遍あまねく咆ほう哮こう者しやよ！　御み力ちから示し　天地一いつ切さいをひれ伏さしめよ！」

　以前にも目にしたことがあるはずのその詠唱が、ただの嵐ではなく平行の軌き跡せきを描く幾いく千せんもの刃やいばとなって異種を微み塵じんに切り刻きざむ。

　断だん末まつ魔まのような異種の悲鳴が轟とどろき、ユークは冷ひや汗あせの滲にじむ手を握りしめた。

（これは確実にリトを超えてるだろうが────！）

　なぜ？　ターニアが力を抑えて学園で過ごしてきたのか、それとも何らかの強い思いが本来の力以上のものを引き出しているのか。

　それでも今回は相手が強すぎる。

　ターニアほどの力なら簡単に撃げき破はできるはずなのに、この異種は全く怯まない上、傷きずを受けても動くことをやめない。

（くそっ、再生能力が高すぎる！）

　思考を巡めぐらせている場合ではなく、ユークは駆け寄りターニアの隣に並んだ。異種に神しん経けいを集中させていたターニアがハッと身じろぎ、ユークは迷わず声をかける。

「ただの異種じゃない！　連禱しましょう！」

　ロッシが守護者を連れてくるまで持ちこたえたいが、力を温おん存ぞんして戦える相手ではない。

（長引けば負ける！　やるなら一いち撃げきだ！）

　ターニアはほんの一瞬口をつぐんだが、一人で戦うにも限度があると悟さとったのかすぐさま問いかける。

「何番までできるの!?」

「──上位までいけます！」

　答える以外になかった。一年生のユークなら基き礎そしか使えないはずだが、基礎の連禱で倒せる相手ではない。下へ手たをすれば守護者が来る前にここで死ぬ。

　ターニアはユークの返事に不ふ審しんがることもなく、起き上がろうとした異種に風の術で一いち撃げきを浴びせるや否いやや大きく距離を取った。

「連禱二百九十八番！」

　ターニアが選んだ祝詩はユークの祝福である水ではなく風の上位術だ。主しゆ導どうを取るべきだったと後こう悔かいしたが、始まってしまったからにはやるしかない。

（来いッ────!!）

「嵐を伴ともない　来たれ風雨の祭さい神じんよ！　天から使し徒とを送り　一切をなぎ倒せ！」

　主導者であるターニアが連禱を開始し、ユークはすぐさま後に続いた。

「吉きつ祥しようを破壊するものを裁さばき　虚きよ偽ぎを討つ御おん方かた！　正義の体現者よ！」

　ターニアの術で千切れたはずの、亜人の四し肢しが再び修復されていく。恐るべき速さで赤黒い肉が蠢うごめき足から胴、腕、頭部へと繫がっていき、起き上がろうともがきだす。

「永えい遠えんにやむことなき御み力ちからもて　世の諸しよ所しよに告げ知らせ！　汝は王にして神！」

「打ち倒せ　災厄を遙か彼方かなたに遠ざけよ！　敵かなう者なき疾しつ風ぷうの君！」

　この一いち撃げきで必ず決めなければならない。

　異様なほど速くなる鼓こ動どうを懸けん命めいに抑おさえ、ユークは持てる力の全てを集中させる。

（俺が全力を出さなければ二人とも死ぬ────!!）

　咆ほう哮こうを上げ立ち上がった大きな影めがけ、ターニアとユークは呼吸を合わせ叫んだ。




「────　讃たたうべき力　雷らい雲うんの主催者よ！　王命は力の限り果たすべし　────!!」




　結びの句くで閉じた刹せつ那な────。

　二人の声に応こたえ凄すさまじい光と轟ごう音おんが空を貫つらぬいた。

　晴天の空が一瞬にしてかき曇くもり、渦うず巻まく暗あん雲うんが垂れ込める。

（な────!?）

　予想していた効こう果かとは全く違うことが起こり、ユークだけでなくターニアですら弾はじかれたように空を見上げた。

　東の空全てを覆おおうように広がった黒雲の中を、縦じゆう横おう無む尽じんに黄金の光が奔はしる。耳を劈つんざくような雷らい鳴めいが轟き渡り、あまりに激しいその音に空気が激しく振動した。

　風と水。

　常識を超えた強大な力と力が天空でぶつかり合い、生まれた無数の雷らい電でんが一いち条じようの光へと集しゆう束そくしていく。

　ターニアとユークが身じろぎもせず立つその目の前で、空を割るかのような音を響かせた稲いな妻ずまが異種の脳のう天てんへ突き刺さった。

「ギャアアアアアアアァァァァ──────────────ッ!!」

　雷に貫かれた異種の体が生なま木きを裂さくように真まっ二ぷたつに分かれ、凄まじい落らく雷らいの衝しよう撃げきにターニアとユークが軽々と吹き飛ばされる。

　木々に打ちつけられ、二人が大地に転がった瞬間怒ど濤とうのような雨が降り注そそいだ。

　それまで堪こらえていたものが一気に落下するかのような、滝のごとく降る大だい暴ぼう雨うだった。

　立ち上がることもできない。雨は転がった二人の身体を穿つように叩きつけ、辺りを水みず煙けむりで白く染めていく。

　景色など何も見えないのに、ユークとターニアは薄れゆく意識を繫ぎ留めながら愕がく然ぜんと互いの顔を見つめていた。

（────なぜ…………!?）

　あまりの衝撃に、身体は限界を超えていたのに意識を手放すことができない。

　二人ともが絶ぜつ句くし、ただ、相手が倒れているであろう場所に懸けん命めいに目を向けていた。

　上う手まく異種を倒すことができて幸運だったと言うしかない。

　もしも放った術が力不足で反はん撃げきに移られていたら、きっとターニアとユークは動くことができなかった。




　なぜ、まさか、馬鹿な、どうして、ありえない、そんなはずは、噓だろう────。




　強烈な疲ひ労ろう感かんの中でありとあらゆる疑問の言葉が渦うず巻まき、呆然としたユークの脳のう裏りを嵐のように過ぎ去っていく。

　ありえない、あるはずがない、と何度も否定したが、起こったことは夢でも幻まぼろしでもない。

　信じられない、と何度も何度も繰り返し、だが────。

　最終的に、薄れていく意識の中で浮かんだ感情は強きよう烈れつな「安あん堵ど」だった。

　ありえないことが起こったが、それでも、よかった。

　泥の中に顔を突っ込むように倒れ込み、ユークはこのとんでもない偶然に感謝した。

（ターニア先輩でよかった……）

　風の祝福を持つ彼女が相手でよかった。ユークの水と融ゆう和わ性せいの高い風の術で。

　もしも相手がリトであったら────。

　もし相手がユークと正反対の、火の祝福を持つリトであれば、きっと術は消し飛んでしまっていただろう。

　こんな、連禱もしていないのに、完璧な均きん衡こうを保たもった強大な力と力が正面からぶつかり合えば、そのどちらもが消しよう滅めつしてしまう。

（──よかった…………）

　全身を打つ大粒の雨が弱まっていくのを感じながら、ユークは静かに目を閉じた。







　ターニアとユークの術によって現れた黒雲はものの数分で消えていき、雨はあっという間に弱くなっていく。

　駆けつけたロッシはすぐさま二人の側に膝ひざをついた。

「イムセント！　キアン！」

　泥の中に横たわる身体を抱き起こし軽く頰ほおを叩いてみたが、二人ともぐったりとしている。目覚める様子はなく、それどころか反応もない。

　呼吸の有う無むと心臓の動きだけ確認し、とりあえず無事を確かめたロッシは素早く異種が雷かみなりに打たれた場所へと走った。

　落雷を受けた異種は炭たん化かし、雨に打たれたせいで原形をとどめていない。

　焼け焦こげた木のような異種へと慎しん重ちように近づき、ロッシは静かに口を開いた。

「汝　疾風を率いて　大地空海を砕破せよ」

　真っ黒に焦げた異種は激しい風に吹かれ、あっという間に粉こな々ごなになっていく。

　痕こん跡せきを何一つ残さず塵ちりに変え、小さく息をついたロッシは足元を見下ろした。

　異種がいたそこには、親指の爪ほどの小さな青い石が転がっている。

　青あお紫むらさきにも近い、深い瑠る璃り色いろの石だ。陽ひに透すかせば透き通っており、形は宝石のように整った六角形をしている。

　ロッシは指先でそっと青い石に触ふれ、何の反応もないと分かるや拾い上げた。

　そして、大切そうに胸元へとしまい込む。

「ロッシ先生！」

　遠くから声が聞こえた。

　眼まな差ざしを鋭するどくし振り返ったロッシだが、すぐ表情を整え、ゆったりとした足取りでその場を離れた。

　ユークから「東に異種が現れた」と聞き、すぐに守護者の招しよう集しゆうを副学長に任せたのだ。彼女らが来たのだろう。

　────これ以上ないほど上手くいった。

　他に先さき駆がけてここへ来ることができ、しかも生徒二人が気を失うなどとんでもない僥ぎよう倖こうだ。

　葉から雨水の滴したたる森の中を歩き、ロッシは険しい顔を作ってターニア達のところへ戻っていく。途中で駆けつけてきた副学長や三人の守護者とかち合った。

「ロッシ先生、何事ですか!?　あの落雷はいったい……！」

　必死の形ぎよう相そうで駆け寄ってきた副学長を、ロッシは落ち着いた声でなだめる。

「イムセントとキアンが異種に遭そう遇ぐうし、連禱したようです」

「異種はどこへ!?」

「分かりません」

　ロッシは静かに首を振った。

「二人が倒したようですが、私が来たときには消えていました。雨に流されたらしく痕跡がないのです」

「そんな……！　すぐに確かめないと──！」

　青ざめ、守護者達とうなずき合った副学長が森の奥へ走っていく。

　それを見送り、ロッシは残った教師達と共にターニアとユークの側へ跪ひざまずいた。
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　ノエルはエリルを羨うらやみ、憎にくんでいるだろう。

　何かをしてくるかもしれない。

　だが、何もしてこないかもしれない。

　誰もがどちらか考え続け、最終的にここまでくれば大丈夫だと確信し、ノエルの顔を立てようと決めた。

（それが間違いだったんだわ────！）

　教師たちのせめて侍者に選んでやろう、選んだあとに降ろすような惨むごいことはしないでおこうなど、生なま温ぬるい空気に流されるべきではなかった。

　旗手の役目を絶対に遂すい行こうしたいと思うなら、事前に危険があろうがなんだろうがノエルを役から降ろすべきだったのだ。

（そうすれば、こんな助けのこないところで襲われることもなかった────！）

　伸ばされた風の侍者の手を払いのけ、エリルは旗を背後へと投げ捨てた。

　素早く腰元の飾り紐を摑み、衣きぬ擦ずれの音を立てて一気に引き抜く。長い鞭むちへと姿を変えたそれを振るい、渾こん身しんの力を込めて白い床に叩きつけた。

　空気が重い唸うなりを上げ、激しい破は裂れつ音おんがこだまする。

「退さがりなさいッ！　私に触らないで！」

　一いつ喝かつすれば、風の侍者だけでなくノエルまでもが怯ひるんだように後ずさった。

「くそッ……！」

　まさか抵抗されるとは思っていなかったのだろう。ノエルの表情は怒りよりも驚きよう愕がくと途と惑まどいに歪ゆがんでいた。

「この落ちこぼれが────ッ！」

　息を継つぐ間もなく怒ど号ごうのように叫ぶ。

「紅こう焰えん　劫ごう火か　烈れつ火か　浄じよう火か！　全てを率いる光こう輝きの王よ！」

「雲を分かち　蒼そう天てんを駆ける馭ぎよ者しやによって　汝はその姿を現す！」

　宣せん誓せいもなく始まったノエルと風の侍者の連禱に、エリルは目を見開き身構える。

（連禱百番──！）

「死の掟おきてに従い　天界の矢を放つ生せい命めいの主あるじ！　数あま多たの炎ほのおを従え進み行け！」

「汝　災さい厄やくを遠ざけ　大地空界を鎮しずめませ！」

　エリルが素早く結界の祝詩を紡つむいだ直後、ノエルと風の侍者の声が響き渡った。

「────　神しん火かは全てを凌りよう駕がせり　敵てき手しゆを導け　死者の赴おもむくところへ　────！」

　部屋を吞のみ込むような炎がエリルの張った結界に押し寄せ、怒ど濤とうのようにぶつかってくる。

　さすがは侍者に選ばれた者だけあって、ノエルともう一人の上級生の力は本物だ。

　風の侍者を傍そばに残し、水の侍者を扉の見張りに当てたのも最初から連禱を予測してのことだったのだろう。

　────だが。

　広い部屋を埋うめ尽くした紅焰が消え、薄赤い煙えん幕まくが晴れたとき、全身を強こわ張ばらせたのはノエルと風の侍者の方だった。

　火傷やけど一つ負おわず、その場から動いてすらいないエリルは静かに問いかける。

「結界で私に敵かなうと思っているんですか」

　連禱ができないことと同じぐらい、結界術を得意とすることは広まっていたはずだ。

　精霊術などエリルの怖おそれるところではない。

　中位の連禱──いいや、六ろく翼よくの異種の攻こう撃げきすら一度は防ふせいだ。試したことはないが、エリルの結界は単独で上位の連禱すら凌しのげるかもしれないのだ。

　確実にエリルを害がいする覚悟で放った連禱すら阻はばまれ、ノエルは瘧おこりのように震えながら後ずさる。

「異種が来るぞ……！　アドナムが予言したんだ！　パンディアの村を襲い、訪れた客全てを殺すだろう。お前のような者が旗手に選ばれたため、精霊王がお怒りになったんだ……！」

「ただの予言です。何かあれば誰かが必ずここへ私を呼びに来る」

　本当にそんな異種が現れれば精霊祭どころではない。連禱のためにエリルとリトが呼ばれるはずだ。ノエルに足止めされてからしばらく経たつが、精霊庁に騒がしい動きはない。

　ノエルもそのことが気になっているのか、落ち着かない様子で白はつ金きんの髪をかき毟むしる。

「いいや、起こるはずだ……！　そうでなければお前が選ばれる意味が分からない！　お前さえいなければ異種も現れなかった!!」

　勢いよく顔を上げたノエルが地を蹴けり、エリルに襲いかかる。身を躱かわしたが同時に風の侍者にも飛びかかられ、エリルは凄すさまじい力で床に引きずり倒された。鞭が手から離れ、ノエルに蹴り飛ばされる。

「こんなはずじゃなかった！　お前がいなければ私が旗手になったはずなんだ！」

　馬乗りでエリルの動きを封じ、ノエルは薄青の目を血走らせて叫ぶ。

　暴れるエリルの首を摑んで床に押しつけながら、食い込むほど指に力を込めた。

「……ッく、……ッ！」

　渾こん身しんの力で抵抗したがびくともせず、エリルは懸けん命めいにもがいた。

　ノエルは完全に正しよう気きを失っている。息が詰まり、その苦しさに首の痛みさえ消えて意識が遠のいていく。

　本能的な恐怖にエリルは声のない悲鳴を上げて仰のけ反ぞった。

（いやよ────！）

　目の前が暗くなり、本当に死を予感したとき────。




「エリル先輩ッ！」




　何かがぶつかり合う音が聞え、首や馬乗りになられていた腹から急に圧あつ迫ぱく感かんが消えた。

　鼓こ膜まくを打った声に、エリルはきつく閉ざしていた目を見開く。

　視界に飛び込んできた光に顔を背そむけ、意識が戻ったとたん激しく咳せき込んだ。

「先輩！　エリル先輩、大丈夫ですか!?」

　鼓こ動どうが激しすぎてまともに息ができない。

　乾いた、風のような音を立てるのどを押さえ、エリルはようやく顔を上げた。

「ク、ロー……ウェルくん……」

　開いた視界に泣きそうな顔のリトが映る。

　エリルの願いが作り出した幻げん影えいではない。声を出した途と端たん思いきり抱きしめられ、滲にじんでいた涙が溢あふれて落ちてしまった。

「エリル先輩！　よかった、間に合って……！」

　掠れた震える声が耳元に落ち、エリルはすぐ側にあるリトの顔を呆然と見つめた。

　扉を守っていた水の侍者と戦ったのだろう。殴なぐられたと分かる頰ほおや唇くちびるの端に残る血の跡あとに瞬まばたきもできなかった。

（どうして……！）

　どうして来てくれるのだろう、こんなときにまで。

　堪こらえきれず、エリルはリトの背に腕を回しすがりついた。

　いつもいつも危ないときに。

　エリルが来てほしいと思うときに────！

「見よ　星を従え蒼天を進む者を！　其そは勝利と栄光の王！　敵手を滅ぼし王おう杖じようを掲かかげ諸しよ魔まを降ごう伏ぶくす！」

　髪を振り乱したノエルの絶ぜつ叫きようが聞こえ、あっと身構えたときにはすでにリトが叫び返していた。

「汝　光こう輪りんを率いて　大地空界を砕破せよ！」

　一呼吸遅れ放ったリトの簡かん潔けつな祝詩が、いとも簡単に上位術を霧む散さんさせる。

　術のぶつかり合いによって起こった爆ばく風ふうからエリルを庇かばい、リトは紺こん碧ぺきの瞳ひとみで挑いどむようにノエルを見み据すえた。

「精霊術はやめてもらえますか？　手て加か減げんしても大おお怪け我がさせてしまうかもしれない。あなたと俺じゃ実力が違いすぎるし、まともに戦いたいならせめて連禱してください」

　上から落とすような、自じ信しん過か剰じようとも言える言葉だったが誰も何も言い返すことはできない。ノエルは狂きよう乱らんの体ていで動揺しながら後ずさる。

「なぜクローウェルがここにいる!?　異種は、異種はどうなった!?」

「異種？」

　リトの反応でアスラの予言が外はずれたことを知ったが、ほっとできたのは束つかの間まだった。

　後ずさったノエルが突然笑みを浮かべ、リトとエリルの後方で黒い影が動く。

「クローウェル君ッ！」

　リトに倒されたはずの水の侍者が戻り、背後からリトの後頭部に向けて蹴りを放ったのだ。

　気配を察したリトは振り向きざまに腕で頭を庇ったが、勢いは殺せず床に蹴り飛ばされ転がる。

（危ないッ!!）

　再度攻撃を加えようとした水の侍者の動きに、エリルはとっさに二人の間に飛び込んでいた。

「エリル先輩ッ！」

　リトの悲鳴が白い部屋にこだまする。

　リトを庇ったエリルの脇わき腹ばらに、音が聞こえそうなほどの強さで水の侍者の踵かかとがめり込んだ。

　息が詰まり、一瞬意識が途と切ぎれる。ふわっと身体が浮いた気がして、気がついたときには背中から床に叩きつけられていた。

　二度三度と身体が跳ねて転がり、声も出せずうずくまったエリルの耳に誰かの叫び声が聞こえる。

　リトではない。

　もっと不思議な響きを持ったそれは────。

『レヴィスさんッ!!』

　痛みと苦しさに溢れた涙がこめかみに流れ落ち、少しだけ明めい瞭りようになった視界に見慣れた姿が映った。

（先生……？）

　半開きだった扉を壊こわすような勢いで現れたハイヤーンは、初速とは思えない速さで水の侍者の元へ駆けた。誰も身じろぎすらできない。ほんの二、三歩のように見える動きで眼がん前ぜんに現れ、水の侍者の側そく頭とう部ぶに回し蹴りを叩き込んだのだ。

　吹き飛んだそれを思わず目で追うノエル、風の侍者を徒と手しゆで殴なぐり飛ばし、無防備になった二人の鳩みぞ尾おちへ破るような強さで肘ひじを突き入れる。

　──勝負は一瞬だった。

　ノエル達は声を上げることもなくくずおれ、死んだように動かない。

　瞬きするような時間で三人の男を地に伏せさせ、息一つ乱していないハイヤーンはゆっくりと振り返った。

　呆然と座り込んだリトに向け、怒りに震える声で言う。

『何をしにここへ来た？』

　口を開くこともできず、耳で音を拾うしかなかったエリルはその響きの冷たさに凍こおりついた。

　ハイヤーンは、関係のない学生が入っていい場所ではない、という意味で言ったのかもしれない。

（そうであってくれればいい）

　決して、リトを役立たずだと言ったわけではないと信じたかった。

　何も言い返すことができないリトから目を離し、ハイヤーンは倒れ込んだエリルの側に膝をつく。

『血は吐いてないね？　ああ、急いで起きなくていい。頭は最後にして』

　優しい声と手に支えられ、半身を起こしたエリルは腹部を押さえ浅い呼吸を繰り返す。

『大丈夫、息はゆっくりして。目は見えてる？　ここがどこで自分が何をしてるか言ってみて』

　脇腹が熱を持って疼うずく。

　しばらく息を整え、エリルは転がっていた旗の柄つかを震える手で握りしめた。

「……、蒼穹の神殿に行くところ、です」

　ハイヤーンはほっとしたように大きく息を吐つき、背を支えてくれた。

『立てるかい？　階段を上のぼれないようなら僕が』

「待ってください、先生！　エリル先輩を行かせる気ですか!?」

　愕がく然ぜんとした声を上げたのは、立ち上がったリトだった。

　エリルとハイヤーン、二人に見つめられたリトは急せき込んで訴うつたえる。

「エリル先輩は蹴られたんですよ!?　一度下に降りた方がいい！　頭だって打ってるだろうし、早く医務室に──」

　自分も怪我をしているのに懸けん命めいに説得してくれるリトに、エリルはふらつきながらも立ち上がった。

「大丈夫。立てるし動けるから行くわ」

「でも、先輩……！」

　食い下がられたが、このまま終わるわけにはいかない。

　儀ぎ式しきに失敗すれば、二度と旗手になる機会は与えられないだろう。

（これが最初で最後）

　蒼穹の守護者になりたいなら、旗手の務つとめを果たさなければいけない。

　もしこれが優秀な生徒なら、内ない臓ぞうや脳の損そん傷しようを考え引き返しただろう。

　だが、エリルには引き返す余よ裕ゆうがない。

　リト以外と連禱もできず、地水火風いずれの力も弱いエリルは正せい攻こう法ほうで蒼穹の守護者を目指すことができないからだ。

　この旗手の役目ですら、「リト・クローウェルを手元に置くための餌えさ」と思われている。

　それなのに与えられた旗手の役目も果たせず蒼穹の守護者になれば、エリルは一生リトのついでになるしかない。

（──そんなのは嫌いやよ……！）

　なんの力もないくせに、誇ほこりばかり高いと人は嗤わらうだろう。リトが守護者になるのならエリルもなることはほぼ確定だ。それに乗っかって待てばいいと言われるかもしれない。

　だが、それではエリルの未来が消えてしまう。

（少しでいい。小さなことでいいわ）

　全てリトに頼りきり、リトありきで守護者になれば、エリルはきっと自分が保たもてない。戦いも行動も何もかもリトの指示を待ち、自分からは動けなくなる気がした。

　旗手の役だけは果たし、自分の力もあるのだとすがれるものが欲しい。

　だが決意して歩きだそうとしたものの、強い眩暈めまいを感じ膝が崩れた。

「先輩！」

　リトの悲鳴のような声が聞こえる。意識を失ってなるものかと踏ふん張ばった瞬間、背に誰かの腕が回り、膝ひざ裏うらを抱かかえ上げられた。

　ふわりと足が床から離れ、あっという間に横抱きにされたエリルは驚いて目を見開く。

「先生！」

　もしや無理やり連れて出る気ではとひやりとしたが、そうではなかった。

　エリルを胸に抱いたまま、ハイヤーンはリトを振り返ったのだ。

『クローウェル君。後は僕に任まかせて君は戻りなさい。魔ま法ほう陣じんまでは僕がレヴィスさんを運ぶから』

　大きく息を吞んだリトの目の前で、ハイヤーンは心底から労いたわるように眉まゆを寄せた。

『君も怪我をしているだろう。心配だ』

「──！」

『命令だよ。先生からの』

「待って、先生！」

　そのまま振り返ることなく連れて行かれそうになり、エリルはもがいた。

　床に下りたかったがハイヤーンは放してくれず、エリルはせめてと身を乗り出して腕を伸ばす。

　かろうじて指先がリトの頰に触れたが、目を逸そらされ、そのまま何を言えばいいのか分からなくなった。

　言いたいことがたくさんあったのに、とっさに口が動かなくて息が詰まる。

　沈黙を見かねたハイヤーンが一歩近づいてくれ、リトの頰に掌てのひらを添えたエリルは呼吸を整えささやいた。

「あなたのおかげよ」
















　リトが来なければ、あの場で終わっていただろう。下へ手たをすれば殺されていたかもしれない。

　目を見てほしかったが、リトは顔を上げてはくれなかった。

　無理やり上げさせることもできなくて、エリルは感謝の全てを込めてリトの黒髪を優しく梳すく。

　柔らかく、さらりとした感触を指先に感じ、声が震えた。

「ありがとう。来てくれて」

　リトは何かを堪こらえるように唇を嚙かみしめたが、静かにうなずく。

「──はい」

　そっと答えてくれた。







　目を伏せたままのリトの姿が心に影を落としたが、今のエリルには果たすべき使命がある。

　旗を手にハイヤーンに抱き上げられたまま、エリルは螺ら旋せん階段を上がり主しゆ塔とうの中へと入っていった。

『この階段を上のぼった先に、蒼穹の神殿へ行くための魔法陣がある』

　静かな声が円形の空くう洞どうに響く。

　主塔の内部はやはり白く光り、周りが見えるほど明るい。石の欄らん干かんがついた螺旋階段は長くもなく、二、三階分ほど上がれば天辺にたどり着けそうだ。

　ところどころ砕くだけた古い階段を踏みしめ、ハイヤーンは思い出すように語った。

『一年に一度。天てん夜やの月の一日目にだけ動き、たった一人しか入れない魔法陣だ』

「……どうしてですか？」

　なぜ一年に一度なのか。なぜその日なのか。なぜたった一人なのか。

　いろんな意味を一言に込めてしまい、すぐ側にあるハイヤーンの口くち許もとが微かすかに綻ほころんだ。

　いつもの優しいハイヤーンが戻ってきたようで、エリルは強張っていた身体から力を抜いた。目まぐるしく起こる出来事に、妙みように緊きん張ちようしていたようだ。

　ハイヤーンは落ち着いた声で一つ一つ質問に答えてくれる。

『天夜の月は精せい霊れい王おう様が入にゆう山ざんした日だから。一年に一度なのは、やすやすと解放していい場所じゃないからだよ。たった一人なのは、入る人物を長ちよう老ろう達が選定しないといけないから。入ろうと思えば五人ぐらい入れるんじゃないかな？　それに選ばれるのは成績優秀者だって言われてるけど、本当は違う。いくら優秀でも長老達が違うと言えば違うんだ』

　分かったような分からないような回答だったが、成績優秀者ではないという点だけは納なつ得とくできてしまった。

　螺旋階段を上りきり、上じよう層そう階かいに出たハイヤーンは丁てい寧ねいにエリルを白い床に下ろした。

　正方形の下層階と違い、そこは円形の部屋だ。

　ただ、一面白い壁と床で構成されていることは変わらない。

　唯一色を持つのは、中央に描かれた大きなパンディアの紋もん章しようだった。

（紫むらさきの魔法陣……）

　二重円に囲まれた六芒星は鮮あざやかな濃こ紫むらさきで描かれ、ぼんやりとした黄金の光で浮かび上がるように見える。

『大丈夫？　歩ける？』

　背を支えたまま心配そうに覗のぞき込まれ、エリルは「はい」と笑顔を見せた。

　まだ腹部は痛いし熱を持って疼く。だが息ができないほどでも動けないほどでもない。

　しっかりと一人で立ち、エリルはハイヤーンに向けて深く頭を下げた。

「先生、ありがとうございました。そして、ごめんなさい。私のせいで他の生徒に──」

　教師であるフィロが相手のときとはわけが違う。理由があるとはいえ生徒に暴力を振るったのだから、なんらかの処しよ分ぶんを申し渡されるかもしれない。

　だがハイヤーンは軽く笑って首を横に振る。

『かまわないよ。もう僕が学園に教師として残る理由はない』

「先生！」

　そんな悲しいことは言わないでほしい。

　思わず引き止めるように伸ばした指先を、ハイヤーンの手が受け止める。

「！　先生？」

　慌てて手を離そうとしたエリルは、だがハッと目を見開いた。

　見上げた彼の表情が、この場や告つげられた言葉にそぐわない気がしたからだ。

　冷えきったエリルの手を温めるように包み込み、ハイヤーンは微笑ほほえんでいた。

　これ以上喜ばしいことはないかのような、深い安あん堵どの表情を浮かべ。

『待ってるよ。君が、戻ってくるのを』

　懐なつかしそうに魔法陣に向けられた水色の瞳は潤うるみ、今にも泣きだしそうに見えた。

『さあ、行ってらっしゃい。僕は学園長のところに行かないといけないから』

　だが、ぽんと背を叩かれたときにはもういつもの優しいハイヤーンだった。

　何かを、聞こうと思った。

　だが言葉が上う手まく出てこなくて、何を聞けばいいのかも分からない。

　躊ちゆう躇ちよし、だがエリルはそれらを振り切った。

（──いいえ。帰ってからでかまわない）

　今はするべきことをするだけだ。

　エリルは気を取り直し、しっかりと旗を握りしめた。

「行ってきます──！」

　紫の六芒星に足を踏み入れ、深呼吸する。

　魔法陣から黄金の光が立ち昇のぼり、エリルの小さな身体を包み込んだ。
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　なぜそこまで旗手の役目を大切に思えるのか。

　ハイヤーンに戻れと言われたが、リトはその場に立ち尽くしたまま動けずにいた。

（エリル先輩はキドナの村のことがあるから。だから蒼穹の守護者になりたい。だから旗手の務めを果たすんだ）

　理由なんて本人に聞かなくても分かっている。

　魔物は日常的に現れたのに、連術士を派は遣けんされることもなかった小さな村に生まれたから。豪ごう雨うで人や村が埋まったのに援えん助じよもせず、捨てて、なかったことにしろというような国で育ったから。

　だからエリルは蒼穹の守護者を目指す。連術士協会じゃない。国の干かん渉しようを受けず、見捨てられた村や国民と認められない人を助けたいから。

（分かってる──）

　分かっていても、リトとは根本的に何もかもが違う。

　エリルにとって怪我など些さ細さいなことで、旗を納おさめることの方が大切だった。

　あそこで戻った方がいいと言ってしまえる自分は、彼女のことを全く理解していなかったのではないか。

『まだいたんだ』

　独どく特とくの響きを持つ声が聞こえ、リトははっと顔を上げた。

　ゆっくりと螺ら旋せん階段を下りてきたハイヤーンは、たたずむリトを見て驚いたように足を止める。

『早く出なさい。君も怪我をしてるんだから』

　心配そうな表情も声も、この上ない優しさと穏おだやかさに満ちていた。

　ほんの数分前、三人の男を相手に戦ったとは思えない。かけられた柔やわらかな言葉に返すこともできず、リトはただ立ち尽くしていた。

　水の侍者一人に苦戦したリトとは比べ物にならない。ハイヤーンはノエルたちに反撃する時間すら与えなかった。

　冷静で、的てき確かくな攻撃はありえないほど素早くて、グレイ・ハイヤーンが凄すさまじい達人であることをリトは初めて目まの当あたりにしたのだ。

　精霊術士としての能力、身体能力、知力、体力、人格、精神力、それら全てが必要になるといわれる蒼穹の守護者であり、魔物との戦いで声を失なくした男。

　エリルが入学したころから寄り添い続け、こんなところまで単身彼女を救いに来た教師。

　切れた唇くちびるの端を流れる血を拭ぬぐうことなく、リトは真まっ直すぐにハイヤーンを見上げた。

「先生は──……」

　────先生は、エリル先輩のなんなんですか？

　ただの教師と生徒には見えない。

　教師ならエリルの安全を考え、儀式の遂すい行こうを止めるべきだろう。

　しかし、彼はエリルの怪我を無視した。それはエリルを大事に思っていないとかそんなことではない。

　ハイヤーンはエリルの意志を尊そん重ちようしたのだ。怪我を負ってでも旗手の務めを果たしたいという、エリルの意志を。

　だが、言いかけた言葉を変え、リトはきつく目を閉じうつむいた。

「……エリル先輩を危ない目に遭あわせてすみませんでした。自分が弱いことは分かっています。でも、俺は────……ッ!!」

　言おうとした言葉が唐とう突とつに途と切ぎれた。

　いつの間に階段を下りてきたのか、リトの目の前にハイヤーンの拳こぶしがあったからだ。

　風ふう圧あつで揺れた前髪に、リトの呼吸が止まる。

　髪が触れるギリギリの位置で拳を止め、腕一本分の距離でリトを見据えていたハイヤーンは一いつ転てんしてにっこりと笑った。

『──そうだね。この拳を避よけるか反はん撃げきできるようになるまで、君は頑がん張ばるべきだ』

　声を出すこともできないリトに、ハイヤーンはゆっくりと拳を下ろす。

　流れた沈黙に一つため息を落とし、再び上げられた目には失しつ望ぼうの色が浮かんでいた。

『弱すぎて話にならない。よくそんなので堂々とこんなところまで来られたものだ』

「──────!!」

　衝撃に打たれたリトを見つめ、ハイヤーンはなおも追い打ちをかける。

『イムセントさんはまず僕に伝えるべきだった。そうすればあの子が怪我をすることもなかっただろうに』

　先にリトを案内したがために、時間を食ってしまった。

　お前のせいでエリルが危険な目に遭あったのだ、と言われリトは何も言えずに立ちすくむ。

　重苦しい沈黙が流れ、ハイヤーンは小さな息を吐いて軽く頭かぶりを振った。

『ごめん、八やつ当あたりだね』

　いいえ──、と言いたかったのに、声が出ない。

　黙ったままのリトに謝しや罪ざいするように目を伏せ、ハイヤーンはきつく奥歯を嚙かみしめる。

『ブライアン・ノエルは侍者から降ろすべきだった。害はないと判断した僕の失敗だ』

　行こう、とリトの肩に手を置き、ハイヤーンは先に立って歩きだした。




「リト！」

　広間から出ればリカルドが駆け寄ってきた。

　ハイヤーンが無言のまま場を離れ、リカルドはリトの唇についた血を見て悲ひ壮そうな顔をする。

「こんな怪我までして……！　さあもういいだろう？　家に帰ってきなさい」

「兄さん」

　まだだ。

（八つ当たりなんかじゃない）

　ハイヤーンの言ったことは間違っていない。

　ターニアが先にハイヤーンに知らせていれば、エリルは怪我などしなかっただろう。

　そう考えると怒りのあまり眩暈がして、リトは血が滲にじむほど唇を嚙みしめた。

（俺に知らせるなら、俺が先輩を守りきらないと駄だ目めだったんだ……！）

　ここで家に帰る？　ありえない。全部放り出してぬるま湯の中に浸ひたれば、自分はもう二度と立ち上がれないだろう。

　勝手に目の奥が熱くなって、視界が滲む。

（泣くな）

　リトは懸けん命めいに堪え、目ま蓋ぶたの裏が白く染まるほどきつく目を瞑つぶった。

　なぜ涙が出て来るのかよく分からない。

　ただ、確実に分かるのは、これが悲しさから来る涙ではないということだった。

（悔くやしい────────！）

　自分の甘あまったれ具合が嫌いやになる。

　エリルの決意や覚悟を知っていても理解が追いつかない。弱すぎて話にならないと指摘されたとたん心が挫くじけそうになる。自分が何もできない人間だと暴あばかれたら、恥ずかしさに顔も上げられなくなる。

　次から次に涙が溢れ、リトは乱らん暴ぼうに袖そででそれらを拭った。

「ごめん、兄さん。俺、蒼穹の守護者を目指したいんだ。この学園にいたい」

　エリルありきではない。

　自分の弱さ加減にうんざりする。このままでは嫌だと初めて本気で思えた。

「オルティスには帰らない。いらないと思ってた力だけど、せっかくもらったのなら誰かのために使いたいんだ」

「リト……」

　涙を拭い、リトは心配そうな顔をするリカルドを見上げた。

「兄さんは、エリル先輩が他の人を選んでも側に居るのかって聞いたよね？」

　想いが届かなくても。

　自分以外の人を選んだエリルを守るために戦えるのか。

　ほんの十日前まで答えられなかった質問に、リトは自信を持って答えた。

「いるよ。俺、先輩が他の人を選んでも側に居る」

　何かを言おうとしたリカルドを簡かん潔けつに遮さえぎる。

「だって全然あきらめられない」
















　エリルが他の男を選んでも守りたいとか、そんな献けん身しん的てきで自じ己こ犠ぎ牲せいに富んだ想いからではない。

　──もしもエリルが他の男を選んだら。

　リカルドが提てい示じした未来の可か能のう性せいは全く考えていなかった。いつかはエリルが振り向いてくれると、自分のことを好きになってくれるはずだと子供のように思い込んでいたのだ。

　全てが自分の思いどおりに進み、そうならない未来なんて頭の片かた隅すみにも浮かばなかった。

「他の男なんて選ばれたくないし、選ばれたら側にいるのは辛つらくなると思う。でも、じゃあエリル先輩をあきらめるのかって言われたら、やっぱりあきらめられない。好きになってもらえるように頑がん張ばるだけだし、それって今やってることと変わりない気がするんだ」

　傷つきたくなくて聞いていないが、エリルにはすでに好きな人がいるかもしれない。

　それすら知らず考えなしに追いかけている今は、エリルが他の男を選んでいる状態となんら変わりがないだろう。

「エリル先輩は自分のことを汚きたないって言ってたけど、俺も同じだ」

　握った弱みでエリルを脅おどすようなことはしたくない。

　だがエリルがリトを切り離せないというなら、最大限利用させてもらうだけだ。

（エリル先輩が現状維い持じを望むなら、俺がそれを叩き壊こわすしかない……──！）

　エリルが自分で自分の気持ちを否定できなくなるまで。関係を維持できないと陥かん落らくするところまで、リトのことを好きにさせるしかないのだ。

「だから、まだなんだ。まだオルティスには帰らない。エリル先輩の側にいたいし、やらないといけないことがたくさんあるから」

　絶対に家には帰らない。

　気き迫はくを込めて答えれば、リカルドの身体から力が抜けていくのが分かった。

　長い沈黙が流れ少し不安になったが、リトも何も言わなかった。

　リカルドの紺こん碧ぺきの目が閉ざされ、大きな息がもれる。

「……お前が、そんなに強く自分から何かをしたいと言ったのは初めてだな」

　リトは黙ってうなずいた。

　身分高く、裕福な家に生まれた。

　他人からは、両親と年の離れた姉兄きようだいに可か愛わいがられ、何もかも許され自由に育つ末っ子に見えただろう。望むものはなんでも与えられ、したいと思うことは全てする。そんなふうに見えたかもしれない。

　だが実際はそうではなかった。

　リトは皆に愛されたがゆえに、リト自身が望む前に全てを与えられすぎたのだ。

　何かを欲しがる前にそれはリトの側にあり、何かをしたいと願う前にそれはリトの身についていた。

　日々の暮らしの中で〝望む〟という行為を学ぶことができなかった。

　そんな、欲よつ求きゆうというものを置き去りにして育ったリトが、生まれて初めてその感情をかき立てられた存在。

「初めて自分の力でやりたいと思ったし、初めて欲しいと思うものができたんだ」

（エリル先輩──）

　努力してみたい。そんなものは一度もしたことはないけど。

　手に入れたいと思った女性は努力しかしてこなかったような人だけど。

　自分が甘やかされて育ったことはよく分かっている。こんな自分がどこまで頑張れるのか分からないが、あきらめたくはない。

　リトは深く、リカルドに向けて身を折った。

「ごめんなさい」

　あんたのことを心配してるのよ、というターニアの声が耳の奥に聞こえた。

「父さんや母さん、姉さん、兄さんの望むように生きられなくて」

　きっと、兄と一緒に帰れば安定した人生が送れる。

（でも、それは嫌だから）

　しんとした静せい寂じやくがリトの耳を打つ。

　長い沈黙が流れ、やがて、リカルドが深々と息をついた。

「お前を──……」

　何を言おうか迷うように言葉を止め、黙る。

　しばらく目を伏せていたが、静かに口を開いた。

「思うように操あやつりたかったわけではないよ。お前がそこまでの覚悟を持っているのなら、私も──、父さんや母さん、姉さんももう言うことはない」

「うん」

「決心したなら、すぐに帰ってくるのは許さない。必ず蒼穹の守護者になることが条件だ」

　望むところだ。

　力強くうなずいたリトに向け、リカルドはパンディアへ来て初めて、硬かたい表情を和やわらげた。

「そういえば、レヴィス君はお前のことを好きにはならないと言ってくれたが」

「……ぐっ！　が、頑張るからいい！」

　打ちのめされた顔で強がりを言う弟を見て、リカルドは今度こそ笑顔を見せた。

「頑張りなさい」

「はいっ！」
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　精霊庁主塔の最上階──。外階段を上った先にある鐘かねの下に立ち、アスラは赤い虹こう彩さいを持つ目を瞬またたいた。

　東の上空を埋うめ尽つくした黒い雨雲や轟ごう音おんを立てて落ちた稲妻はすでに消え、噓のような青空が広がっている。

「……でたらめだ。これはでたらめすぎるぞ」

　異種が倒され核かくへと戻った気配を感じ、アスラは全身を激しく震わせた。

　こんなことは聞いていない。

「どういうことだ？　ターニア・イムセントが亜人の異種を消せるなら、副奏者はそれ以上の力を持つリト・クローウェルしかいないはずだ。それなのにどうしてあんな凄すごい連禱ができたんだ？　いったい誰と連禱したんだ？」

　連禱で最も大切なのは、力の強さではなく均きん衡こうだ。

　いくら片方が強くとも、弱い者と組めば足を引っ張られる。弱い者は引き上げられるが、強い方が落ちてしまい結果的にぱっとしない力になってしまう。

　均衡はとても重要な要よう素そで、極きよく端たんな話ターニアと一番弱い術士が組んだ連禱より、平凡な力を持つ者同士の連禱が上回る場合があるのだ。

　釣つり合った強い力同士が混ざり合い、一つになったとき、連禱はとてつもない力を発はつ揮きする。

　二カ月前、エリル・レヴィスとリト・クローウェルが祝詩本来の力を引き出したように。

　ターニア・イムセントに近い精霊術士などリトしかいない。それ以外と組んであんな力が出せるはずがないというのに、明らかに火と風で出せる効果ではなかった。

「なんだかおかしなことが起こってるぞ？　ターニア・イムセントは誰と連禱したんだ？　それとも相手はリト・クローウェルだったのか？　彼が水の力を使って……いや、副奏者は使う属性なんて選べない。ターニア・イムセントに釣り合うような力を出せば必ひつ然ぜん的てきに祝福の属性になるはずだ。だいたいリト・クローウェルとエリル・レヴィスの力が釣り合ってるっていうのも分からないし……」

　彼女を間近で見ても何も分からない。ただの平凡な女だったとしか言いようがない。

　考えることに疲れてきて、アスラは欄らん干かんに両腕を投げ出しながら小さな欠伸あくびをした。

「まあいいか。とりあえずターニア・イムセントの祝福は風。稲妻を出したなら連禱の相手は間違いなく水の祝福を持っているはずだ。早めに探し出して調べてみないと」

　やることがたくさんだ。ターニア・イムセントの連禱は尋じん常じようではないほど強かったが、祝詩の完全な力ではない。あれはただ強いだけの連禱だった。

「リト・クローウェルを殺そうと思っていたけど、ターニア・イムセントでもいいな。どっちでもいい。いいや違う、どっちも欲しい。凄いかもしれない。凄い異種ができる」

　核を埋め込む精霊術士の能力が高ければ高いほど良いのは、二カ月前に六翼の異種へと変化したルべウス・コールで実じつ証しよう済みだ。

「なんとかあの二人を獲かく得とくしないといけない。どうやって死体を手に入れるか相談しないといけないな。半はん死し状態が望ましいけど、あの二人は精霊庁と結びつきが強すぎるからパンディアから出ないだろう」

　いろいろと考えなければいけないことが多い。

（でも──）

　アスラは白い頰を少しだけ染め、唇に穏やかな笑みを乗せた。

　少し楽しい、かも、しれない。

　こんなふうにやるべきことがあって、忙せわしく浮わついた感情を「わくわく」と表現するのだろうか。

　──そのとき、背後で微かすかな足音が聞こえた。

　誰かが最上階に上がってきた気配を感じ、アスラは振り返ることなく話しかける。

「やっと来た。ねえ、今すぐターニア・イムセントと連禱した相手を調べてくれないかな？　今まで存在を全く知らなかったんだ。ずっと力を隠していたに違いないよ」

　いったい何の目的で隠していたのか。リト・クローウェルやターニア・イムセントと肩を並べる天才として入学できただろうに。

　背後に立つ人物は何も答えない。

　ただ全身が小こ刻きざみに震えていることだけは感じ取れ、アスラは笑った。

「ごめん。怒ってる？」

　そういえば、アスラが学園に戻って以来二人きりで話をするのは初めてだった。

　激げき怒どするのは当然だろう。パンディアに六翼の異種が現れたときは予想外だったに違いない。

　リト・クローウェルかターニア・イムセント。このどちらかを殺すため秘ひ密みつ裏りに連れてきた異種を、アスラは表舞台に出してむざむざ殺してしまったのだから。

　人間として使用できたルべウス・コールとルーシ・ヒューグを異種に還かん元げんさせ、ヒューグに至いたっては上う手まく戻せず無駄死にさせてしまった。六翼の異種に戻せたコールですら連禱で消され、手塩にかけて育てた三体の怪かい魚ぎよも巻き添えだ。

　そして、今また亜人の異種がターニア・イムセントによって倒された。

「全敗だ。勝手に作戦を変えたことは素直に謝るよ？　だって本当にパンディアを滅ぼせるんじゃないかと思ったから」

　リト・クローウェルを殺すために恨うらみを抱いだくセルマン・フィロを利用したが、リトが精霊王の結界を破ったことでアスラの考えが変わった。

　結界さえ破れれば、六翼以外の能力が劣おとった異種も投入することができる。本当に機会だけは絶ぜつ好こうだったのだ。

　────ただ、迎え撃つ力が予想以上に強すぎただけ。

「それより、ちゃんと亜人の核は回収できた？　ターニア・イムセントは核まで消すことはできなかったみたいだ」

　核さえあれば、異種はまた創つくることができる。大切なものだ。

「核を消し去ってしまえるのはリト・クローウェルとエリル・レヴィスの連禱。ターニア・イムセントともう一人の連禱は異種を倒せるところまで。何がどう違うんだろう？　リト・クローウェルの力が強すぎるのか、それともエリル・レヴィスに秘密があるのか。ああ、でもエリル・レヴィスが強引に旗手に選ばれたことを考えれば、秘密があるのは彼女の方かもしれない。本人も自覚がなさそうだったけど」

　長々と一人でしゃべり続けたが、返事は一向に聞こえない。

「ちょっと、僕の話聞いてるの？」

　痺しびれを切らしたアスラは紅あかい瞳を細め、ゆっくりと頭こうべを巡らせる。

　そして、未いまだ怒りに震える人物に向かい、少女のような美び貌ぼうで笑った。




「ねえ、先生」
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　黄金の光が消えたその先は、一面白の世界だった。

　足を踏み出すのもためらう、新しん雪せつのように清きよらかな床。継つぎ目なく滑なめらかな白い柱と、姿が映るのではないかと思うほど透とう明めい感かんのある壁。

　それらが組み合わさり、一つの巨大な白い円形の空間を構こう築ちくしている。

（ここが、蒼そう穹きゆうの神しん殿でん……？）

　神殿というよりは大広間だ。

　エリルは息を詰め、大勢が入れそうなほど広大な白い部屋と高い天てん井じようを仰あおぎ見た。

　蒼穹の神殿は麓ふもとからは見えない。精霊王の力で不ふ可か視しとなっているとか、本当はないだとか、雪に埋うもれているのだとか。諸しよ説せつあるがこの広さの建物が見えないはずがなく、精霊王の力で隠されているという意見が一番正しいのだろう。

　汗ばんだ掌てのひらで旗の柄つかを握りしめ、エリルは一歩を踏み出した。

　大陸最さい高こう峰ほうの山の頂いただきとは思えない。

　とんでもない高地だというのに、身体からだに全く違い和わ感かんがないのだ。微かすかな耳じ閉へい感かんがあるぐらいで眩暈めまいも耳鳴りもしない。

　床が汚よごれてしまいそうでどきどきしたが、エリルは靴くつのまま魔ま法ほう陣じんの外へと踏み出した。

　最さい奥おうには大きな扇おうぎ状じようの階段があり、最上段には半はん透とう明めいの水すい晶しようの石せき碑ひ、そして一本の旗が台だい座ざに掲かかげられている。

　旗の色は菫すみれの花のような濃こ紫むらさき。

　白い六ろく芒ぼう星せいが描かれたそれはエリルにとっても見覚えのある、去年の旗き手しゆが運んだ旗だった。

　おそるおそる幅広の階段を上のぼり、最上段へ立つ。

　まずは目的であった旗の入れ替えを行い、濃紫の旗を手にしたエリルはほっと息をついた。

　任にん務む完了に安あん堵どし、ひっそりと置かれていた石せき碑ひに目を向ける。

　石碑は白はく濁だくした巨大な水すい晶しようでできていた。高さはエリルの背せ丈たけほど、横幅は両腕を広げたぐらいもある。

（文字が……）

　半はん透とう明めいの石には文字が刻みつけられてある。

　エリル達が普段目にする文字とは少し違う、古パンディア語だ。

　理解できる部分だけを読めば、何が書いてあるのかはすぐに分かった。




　求め　求められ　望む　時の神の導くままに　己おのれの命めいを全まつとうせよ

　いずれも皆　時の礎いしずえ　客まろ人うどとして生を与えられ死を与えられる

　大たい海かいより生まれ

　光の中で目を開き

　大地を踏んで

　風に呼ばれ

　災さい厄やくと幸いを繰り返し

　果ては繫つながり　ひとつの環わとなり　天を照らし地を照らす

　愛もてすすめ　躊躇ためらわず　怖おそれず　全ては運命のもとに




「連れん禱とう三百二十番……」

　エリルは無意識に声に出していた。

　教本において祝しゆく詩しの最後を飾る連禱だ。数ある祝詩の中で一番散さん文ぶんに近く、ある特とく殊しゆな理由から詠よまれることはないとされている。




「それはあなたのための祝詩ですよ」




「!?」

　突然響いた穏おだやかな女性の声に、エリルは驚いて振り返った。

　紫むらさきの魔法陣の中央に、人が立っている。

　先ほどまで確かに無人であった白い神殿内に、一人の背の低い老ろう婦ふ人じんが現れていたのだ。

　ふくよかな全身を包むのは、長く裾すそを引く純白のローブ。

　白い神殿に溶け込みそうな姿は、金の帯と環かん状じようの額飾り、三列の円えん盤ばん状じようをなす黄金の首飾りによって浮かび上がって見えた。

　白はく髪はつを綺き麗れいにまとめた老婦人は、音もなく淑しとやかに階段へと歩み寄ってくる。

　祖そ母ぼのような優しい眼まな差ざしでエリルを眺ながめ、目め尻じりに皺しわを溜ためて微笑ほほえんだ。

「まあ、可か愛わいらしいお嬢じようさんだこと。その衣装は南の方のものね」

　エリルは返事も忘れ老婦人を見つめた。

（この服は……）

　女王のような白いローブは、一昨年おととし目にした装しよう束ぞくだ。

　そこで生まれて暮らす人間が少ないせいか、滅めつ多たに出ることがないパンディア出身の旗き手しゆ──、ターニア・イムセントが身に着けて馬に乗った古代パンディアの民みん族ぞく衣い装しようだった。

　階段の下からエリルを見上げ、老婦人は小さな手を差し伸べる。

「ようこそ蒼穹へ。あなたをずっと待っていましたよ」

　さあ、下りていらっしゃい────。

　誘われ、エリルはよろめきながら歩きだした。

　足元がふわふわとして落ち着かない。

　広い扇形の階段を覚おぼ束つかない足取りで下りきり、ほとんど背丈の変わらない小こ柄がらな婦人と真まっ直すぐに向かい合う。




「精霊王様……？」




　そのふくよかな身体からだは淡あわく輝かがやき、背後の魔法陣の光を映し出すほど透すき通っていた。








ＥＮＤ　
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　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。

『空そらと鏡きよう界かいの守護者エフイラー』の第二巻です。皆様のおかげで続きを書かせて頂いただくこととなりました。本当にいつもありがとうございます！




　というわけで各方面が一気に動いた二巻ですが、エリルの話を進めつつテーマ的にはリトが主役でした。

　なので、リトの成長を～……とか思って書いてたらエライことに。

　別にネタバレじゃないと思うんですが、最後まで読めば私の気持ちがお分かり頂けるのではないかと思います。曰いわく、最初と最後で別人じゃねーか！　と。

　とにかくリトの成長が早すぎて、「えええっ、一冊でそこまでいくの!?」みたいな感じでした。

　某ぼう天てん空くうの城しろラ○ュタのドーラおばさんじゃありませんけど、「急に男んなったね！」的な気分ですよ。次の巻からどうするんだ、もう窓から叫ばせるわけにいかなくなったじゃないかと若じやつ干かん困りました。いや～、若いってすごい。

　でも変な過去も持ってないし根は明るく素直なので、次巻はいつもどおり人ひと懐なつっこい犬に戻ると思います。まあエリルに対しては本気で行くでしょうけど。

　あとどうでもいいことですが、リトの元気がよすぎて大型犬のリードを引く苦労が少し分かった気がします。犬を飼ったことがないのでこの苦労がそれに相当するかは不明ですが、かなり熱い方向に文章が引きずられましたね。バランスを取りつつ修正しましたが、相対的に見て熱い気がする（笑）。でもラノベってそういうものだし、いいと思います。




　それでは謝しや辞じを。イラストのホームラン・拳けん先生、いつもありがとうございます！

　今回エリルの衣い装しようイメージをお伝えするため、この私めが心を込めて絵を描かせて頂きました。先生からの返信につけられた担当Ｉ氏のメッセージが「ほら、君の描いたアレがこんなに綺き麗れいな衣装になって返って来たよ！」で、オイなんだそれどういう意味だ


　と思ったりもしましたが、本当に細さい部ぶまで描いて頂きありがとうございました。

　校正様。急がせてしまって本当にすみません！　日数がない中、丁てい寧ねいに見て頂き感謝しております。字じ句くの間違いは当然のこと、頂いた指し摘てきでより説得力のある物語になったのではないかと思います。

　私にとって校正さんは最初の読者で、やっぱり最高のものを読んで楽しんでもらいたい。なので時間の許す限り原稿は読み直すんですが、それでも誤ご字じ脱だつ字じや間違いはあるんですよね。困ったものですが、本当にいつも助けて頂いております。

　……で、まあ真実の最初の読者が担当Ｉ様なわけですが、全然間に合ってないですね！　ガッタガタの原稿を読ませて申し訳ない。でも間に合わないから仕方がない。いつも自由に書かせてくれて感謝しています。ありがとうございます。

　そして光のような速さでお仕事をしてくださったデザイナー様（一巻ではカバー裏のロゴまで作って頂きありがとうございました！）、年末進行が地じ獄ごくのようだった印刷所様（恨うらみ言ごとではないです、純粋な感想です、本当に）、編集部営業部、書店様など作品に関わって頂いた方々に深く御おん礼れい申し上げます。ありがとうございました！

　そして、出来上がった本作をお手に取って下さった読者の皆様。

　二巻はお楽しみ頂けましたでしょうか？　私や謝辞で上げたメンバーが頑がん張ばるのも、全ては読者の皆様に最高の一冊をお届けするため！　少しでも心意気を感じ取って頂ければ、これ以上嬉うれしいことはありません。最後までお読み頂き、本当にありがとうございました！

　それでは、また三巻でお会いできますように──。


小椋春歌



























　エリル先輩に告白して、はや十日。

　登下校の送り迎えに加え、一緒にお昼ご飯を食べたり放課後に勉強を教えてもらったり。

　恋愛に関する先輩の返事は当然「ごめんなさい」だったけど、以前とは比べ物にならないほど一緒にいられる時間が増えて、俺は今ものすごく幸せだ。

　でも、そんな幸せな俺にも大きな悩みが一つ──。

「おーい、クローウェル。レヴィスにこれ渡しといてくれ。明日休校だけどどうせ会うんだろ？　恋人だし」

「いいなぁ、レヴィス先輩が彼女か……。今だから白状するけど、俺ずっと可愛いと思ってたんだよな。って悪い！　彼氏のお前の前で」

「そういえば、明後日の放課後レヴィスと村に下りるんだけどいいか？　一応お前の許可取っておこうかと思って」

　…………寮の先輩達が、エリル先輩を俺の彼女扱いします……。




「だから！　違うんですっ、俺とエリル先輩は全然恋人同士じゃなくて……！」

　夕食も済んだ自由時間。

　パンディア国立連術士学園男子寮の談話室で力説する俺に、最近よく集まる二年生、三年生の先輩達は「いやいやいや」と首を振った。

「そう思ってんのはクローウェル、お前だけだ」

「レヴィス先輩が嫌がってるようには見えないしなー」

「お前を振る女なんていないだろ？　たぶんレヴィスもお前のことが好きだ」

「あ────ッ！　ちょっとやめてください聞きたくない!!」

　とっさに手で塞いだけど先輩の声はバッチリ耳に入ってしまった。

　嫌なんだ。先輩達はよかれと思って言ってくれてるんだろうけど、こんなこと言われたくない。むしろ一生片想い、エリル先輩と恋人同士になるなんて絶対無理とか言われたい。

　なぜなら、単純な俺はすぐ甘い言葉に乗せられ浮かれてしまうからだ！

　こういうことを言われるたびに、心の中で「エリル先輩って俺のこと好きなのかも!?」と期待してしまう。自信過剰すぎるだろう。毎日毎日舞い上がる自分と「俺のことなんか好きなわけない！　単にエリル先輩が優しいだけだ、誤解するな!!」と引きずり下ろす自分とでドッタンバッタンしている。自分対自分の格闘だ。

　しかも「好かれてるかもしれない！」勢が圧倒的優勢で、誰かに言葉でくすぐられると簡単に浮き上がって増殖してしまう。それを一匹一匹やっつけて地に足つけさせるのがすごくしんどい。

　ううう、嫌だもう、期待したくないのに期待してしまう……！

「とにかく！　俺はエリル先輩が好きだけど、エリル先輩は違うんです。これ以上は先輩の迷惑になりますので、そこのところ──」

「おい、リト」

　何度目か分からない注意を繰り返してると、ふいに名前を呼ばれた。

　談話室の外から俺を呼んだのは、部屋で勉強していたはずのユークだ。手招きされて廊下へ出た俺に、ひっそりと耳打ちする。

「エリル先輩が来てる。管理室の前にいるから会ってこい」

「!?」

　ユークの言葉が終わらないうちに、身体は走り出していた。背中に「おーい、落ち着いて話してこいよー」というユークの声がかかったけど、返事をする間も惜しい。

　今何時？　夜の八時だ。こんな時間にわざわざ外出許可取って男子寮に来るなんていったい何の用が、っていうか俺に用事かどうか聞いてないけどそもそも俺に用だったのか!?

　もう階段下りるのも面倒だ。途中から手すりを飛び越えて階下に下り、管理室まで全力疾走した。

　ひょっとして他の誰かに用で、ただ来ていたことをユークが教えてくれただけなのかも……と、思って廊下を曲がった俺の目の前に。

「あ！　こんばんは、クローウェル君」

　管理室前に立っていたエリル先輩が手を振ってくれた。

「エエエリルせんぱっあうえええええええっっ!?」

「ど、どうしたの？」

　ドキ、どころじゃない。

　ドキィィ───ッッ!!　だ。ユークに「落ち着いて話してこい」と言われたけど、落ち着けるはずがない。心臓が肋骨破って飛び出そうで、俺はぱくぱくと声にならない声を上げた。

　空色の目を瞬きながら小首を傾げるエリル先輩は、いつもの制服姿じゃない。

　白というより柔らかいミルク色と表現した方がいい綿のワンピースに、茶色いブーツ。夜の冷気をさけるためか、華奢な肩には赤い刺繡のショールがふんわりとかかっている。

「か、か、かっ……!!」

　な　ん　だ　こ　の　可愛さ!?

　可愛い可愛い可愛すぎる！　エリル先輩部屋でいつもこんな格好してるのか!?　どどどどうしようッあまりの可愛さと新しい情報を手に入れた嬉しさで心臓の動きがおかしい!!

「あっ、にゃっ、のっ、なな、なっ！」

　あの、なんでこんな時間に男子寮に？　と言いたいのに全然舌が回らない。

　必死に身振り手振りで伝えると、察してくれたのかエリル先輩は笑顔で手にしていた本を差し出した。

「貸してあげるって言ってた本を渡すの忘れてて、さっき気づいちゃったのよ。すごく読みたいって言ってたから早い方がいいかと思って。明日は学校お休みだし」

　──！　用事ってやっぱり俺にだったんだ……！

　優越感じゃないけど、それによく似た嬉しさがぐわっと背筋を駆け抜けじっとしていられなくなった。

　先輩は俺のために男子寮まで来てくれたんだ。しかも借りたい理由はエリル先輩が好きな本だったからで、特に急いでいたわけじゃない。なのに、読みたいって言ったこと覚えててくれてわざわざ来てくれるとか駄目だ、ちょっと、舞い上がりすぎて天国見える──！

　やっぱりやっぱり、これってやっぱり、エリル先輩って俺のこと好───！

「っの駄犬が──────っ！」

　突然エリル先輩の真横から拳が伸びて、俺の顎に向かって飛んできた。

　おかしい。なんの幻聴かターニア先輩の声が聞こえ、顎がびっくりするほど痛い。エリル先輩と二人っきりだと思ってたのに、なんだこれ。

　顎に食らった衝撃に仰け反り、壁に頭をぶつけたとたん目が覚めた。

「タ、ターニア先輩……!?」

　よくよく見れば全然エリル先輩と二人じゃない。側には顔をひきつらせた寮監の先生がいるし、大人っぽい黒の服を着たターニア先輩が駆け寄ってきたユークに「どうどうどう！　ターニア先輩落ち着け！」と取り押さえられている。

　ユークの制止をものともせず、ターニア先輩は怖ろしい目で腰の引けた俺を見下ろす。

「エリル先輩って俺のこと好きなのかも～、みたいな調子のった顔してたから殴ったわ」

「わ──────ッ！　やめてくださいっ、すみませんごめんなさい!!」

　エリル先輩の前で言わないでください!!

　羞恥のあまり廊下にひれ伏した俺を鼻で笑い、ターニア先輩は悠々と背を向ける。

「さ、帰るわよエリル。だからその気もないのに優しくしちゃ駄目って言ったでしょ？　こういった馬鹿で自信過剰な男はすぐ『こいつは俺のことが好き～』って勘違いするんだから！」

　ううう、ものすごい掃射攻撃だ。ターニア先輩の一言で、さっきまで天国近くまで舞い上がっていたたくさんの俺がことごとく撃ち落とされた。俺が一匹一匹戦っていたのはなんだったんだと思うほどだ……。

　エリル先輩が何か優しい言葉をかけてくれたけど、恥ずかしすぎて答えることもできない。打ちひしがれてエリル先輩を見送った俺の肩に、そっと手が置かれる。

　何事かと顔を上げれば、寮の先輩達が涙ぐみながら周りを取り囲んでいた。

「クローウェル、俺達が悪かった。お前はまだレヴィスとつき合ってなかったんだな」

「せ、先輩……！」

　やっと分かってくれたんだ……！

「イムセントがいるのに、お前がレヴィスと恋人同士になるとか絶対無理だもんな！　お前一生片想いだわ！」

　望んでいたはずの言葉で泣きそうになった俺に、「結局彼女扱いされて嬉しかったんだな……」というユークの声がぐさりと刺さった…………。
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電子版　ビーズログ文庫





空そらと鏡きよう界かいの守護者エフイラー２











著者／小お椋ぐら春はる歌か

イラスト／ホームラン・拳けん








2016年1月15日電子版ver.1.0発行








発行人　三坂泰二

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

http://www.kadokawa.co.jp/

編集企画　ビーズログ文庫編集部

デザイン　coil









(C)Haruka OGURA 2016





本電子書籍はビーズログ文庫『空と鏡界の守護者２』（2016年１月27日発行　初刷）を元にして制作しております。


















item/image/p000-00-7-1.jpg





item/image/p000-00-19-1.jpg





item/image/p000-00-5-1.jpg
VAZ e
NAP—2(23)
=4 Sl
it

AY-
23y 35)
YADBRHEL:
WY OWF K.

TAZIY—F- |8
TEFL18)
YRR,
TRFEROETF

YAVE.
2a—1)L(28)
VIO SAEDRERT:

HOYME

Ao TS,

Z—2Yyk-
F7>(18)
Y MDIIRET

Yk
Za—v1)L(16)
R — 2,
2B ES TUKD
TR F 1D,

R—=p
ALE A7)
LY VOFHET

IREUEFHDRDL






item/image/p000-00-9-1.jpg
add
664

RESEY SO





item/image/p000-00-59-2.jpg





item/image/p000-00-38-1.jpg





item/image/p000-00-59-1.jpg
suxoTE OO





item/image/p000-00-34-2.jpg





item/image/p000-00-57-1.jpg





item/image/p000-00-34-1.jpg
add
) 664

x5 QOO

2

H





item/image/p000-00-55-1.jpg





item/image/p000-00-30-1.jpg





item/image/p000-00-51-1.jpg





item/image/p000-00-83-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-60-1.jpg





item/image/p000-00-74-1.jpg





item/image/p000-00-78-1.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK~WALKER





item/image/p000-00-46-1.jpg
add
282

Eoe HHO





item/image/p000-00-23-1.jpg





item/image/p000-00-65-1.jpg





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg





item/image/p000-00-16-1.jpg





item/image/p000-00-39-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章　今年の主役



		第二章　彼の父親の子



		第三章　目指す理由



		第四章　心の奥



		第五章　戦いの始まり



		第六章　風と水



		終章



		あとがき



		電子版特典



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-14-1.jpg
oo
) 664

4oErvoR OCO





item/image/p000-00-80-1.jpg





item/image/p000-00-28-1.jpg





item/image/p000-00-26-1.jpg





item/image/p000-00-90-1.jpg





item/image/p000-00-66-1.jpg





item/image/p000-00-43-1.jpg





item/image/p000-00-41-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg
add
664

rrE SO





item/image/p000-00-85-1.jpg





item/image/p000-00-87-1.jpg





item/image/p000-00-89-1.jpg
QAR M





